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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　鳥居を抜けたら、そこはパラダイス







「さぁて、いやぁ良い天気だな」

　アスファルトを焼き付ける太陽の日差しを一身に受けながら、顎あごに溜たまった汗あせを右手で拭ぬぐう。周りには、家族連れの買い物客やカップルがちらほら。いやぁ、さすがに夏休みの駅前は人が多いな。

「ねえ、どうするの？」

　お、なかなか美人だな、あの子。黒い髪かみは長くて綺き麗れいだし、でも……なあ、高校生じゃあな。あれだろ、パンを咥くわえながら器用に、遅ち刻こく、遅刻ぅ、などと叫さけんで、街角で美形男子転校生とぶつかって、ちょっとどこ見てんのよ、パンが落ちたじゃない、パンが、どうしてくれんのよ、それはこっちの台詞せりふだ、こっちだって転校初日で目覚まし時計が故障して遅刻かどうかの瀬せ戸と際ぎわだってのに、何ですって、それがぶつかった人への言葉なの、あんた、女の子にモテたことないでしょ、お前に言われる筋合いはねえ、というか、早く自分の状態に気付けよ、スカートっ、え、な、ちょ、ちょっと、見た、見たでしょ、この変態、何言ってるんだ、自分で見せといて、何ですって、何だよ。

　などという王道一直線的な応おう酬しゆうをしてしまう因子を常に持ち歩いている人種だからな、女子高生というのは。

「ねえ、どうするの？」

　タクシーの人も、この暑いのに大変だな。ま、車にはクーラーが付いてるから、まだましか。それに、あのしがない、それでいてぱっとしないおじさんが実は元刑けい事じで、ただ営業しているだけなのに事件を引き寄せて、いつの間にかタクシー業界の情じよう報ほう網もうを駆く使しして本業の方々より先に犯人を崖がけ上うえに追い詰つめるフラグを手に入れちゃうナイスミドルなおじさまだったりするわけだから、俺のような若造が心配する必要は決してない。

「ねえ、どうするの？」

　あぁあ、あの子、噴ふん水すいがかかって。でも、楽しそうだな……あれで、後二十年成長してくれていたら、俺も楽しいんだけど。きゃは、濡ぬれちゃった、うう、冷たいよぉ、なんて呟つぶやいて、透すけた黒色の下着を惜おしげもなく見せ付けてくれて、あまつさえ、着き替がえるから、バスタオルで隠かくしてよ、などと更こう衣い室しつという単語を知らないのかと問いかけたくなるような要望をしてくれちゃって、いや、お嬢じようさん、僕からは、あ、あなたのたわわに実った果実様が丸見えでございまして、わたくしとて男の端はしくれ、そのように誘ゆう惑わくなさっては、ああ、でも、この機会を逃のがせば、俺は一生後こう悔かいする羽目になるやもしれ。

「ねえ、どうするの、ねえ！」

「ああ、うるさいな。お前はお前は。うるさいんだよ」

　先ほどからあどけない声で、俺に呼びかけている声の主の方向へ顔を向ける。だが、そこには誰だれも居ない。いや、そこから、首の角度を下に。

「うるさいのは、正まさ樹きの方でしょ。そんなに汗、だらだら流して」

　口うるさく忠告してきた女の子。背せ丈たけは、およそ小学生高学年並。そして、年ねん齢れいもそれ並で、確か今年で十一歳。顔は澄すましていれば、お嬢様にも見られる。この暑苦しいのに黒いドレスを着ていて、その茶色がかった肩けん甲こう骨こつの位置まで伸のびた長い髪の毛と合わさって、傍はた目めからはお洒しや落れな人形に見えなくも無い。

　中身は置いといて。

「うっさい。暑いから汗を流す。悲しいから涙なみだを流す」

「昔の青春ドラマの主人公みたいに暑苦しいから、あまり近寄るな」

　冷めた瞳ひとみが、とても心に痛い。そういう本人は、大して暑そうには見えず、ドレスから見える白い腕うでや額には、汗の影かげも形も無い。

「前々から聞きたかったんだが、亜あ美み」

「何よ、正樹」

「お前、暑くないのか？　夏だぞ、夏。テレビのシーエムでは、ビール会社ばっかりが独どく占せんする季節だぞ。電気代が、やたらとかさむ季節だぞ。光合成で酸素が増えるんだぞ。あらゆる種類のゲームが一いつ斉せいに売り出される時季なんだぞ？」

「……とりあえず、最後のはよく分からないけど、突つっ込むべきなの、それとも、無視すればいいの？」

　従兄いとことしては、出来れば突っ込んで欲しい。

「……はいはい、泣かないで。突っ込むから。ね？　突っ込むから」

「良いんだ、良いんだ。どうせ、俺は遺産相続で除のけ者にされて、誰かに雇やとわれた美人の殺し屋にくびり殺されるんだ」

　と言いながら跪ひざまずき、亜美の小さな身体からだにすがりつく。まるで母親に抱だきつく子供のように。

「ああ、ほら大だい丈じよう夫ぶだから。ね、大丈夫だよ。そういう人って、割と最後に遺書で、遺産全部もらえたりするじゃない。だから、ね？」

　そういう慰なぐさめはどうかと思うぞ、亜美。そんなことを心で呟きながら、少し顔をこいつの胸に埋うずめてみる……ふむ、まだ膨ふくらんでないか。ちゃんと牛乳、飲んでるのか？　あ、いや、牛乳では、それほど大きくならないな。この年代なら、背が伸びるだけだ。

「亜美」

「良い事ばっかりしてれば、救われるから。だから、恥はずかしいからあまり寄りかから……って、何？」

　亜美の肩かたを摑つかみ、こいつにあまり体重をかけないようにしながら、立ち上がる。そして、困こん惑わくする顔に向けて、一言。

「未来のお前の夫のために、今からしっかり揉もんどけ。そうすりゃ、大きくなる可能性が無いでもない」

　一いつ瞬しゆん、困惑した顔は硬こう直ちよく。だが、即そく座ざにそれは満面の笑えみに。

「いつっ！」

　唐とう突とつに自分のすねに痛みを感じる。そこでは、よく磨みがかれた亜美お気に入りの革かわ靴ぐつが、俺の足にめり込んでいるように見えた。

「何か言った、ねえ、何か言ったのかな、正樹？」

「怖こわい、怖いですって」

　恐おそろしいほどの美しい笑みのまま、その革靴は何度も放たれる。それに合わせるかのような台詞せりふは、全くもって温度が低い。ふと周りが気になって、痛みをこらえながら見回すと、そこでは何人かの人々がこちらに注目していた。だが、俺の視線により、一斉に霧む散さん。いや、あの、子供は見ちゃいけませんみたいな視線を送るだけじゃなく、助けるとかそういうことをして欲しいんですけど。

「あ、亜美さん。もうそろそろ、止やめていただきたいのですがね、僕は」

「ふふふ、この暑い中でこんな状じよう況きようでよくもまあ、ぬけぬけと人が気にしていることを……」

　駄だ目めだ、この状況で疲つかれ切って気が立ってしまったのか、怒いかりがマックスに達しているらしい。こういうときは。

「ほら、あ、飴あめをやろう」

　途と端たん、革靴が三十四回目の蹴けりを放つ直前に止まった。こらえていた痛みが、じんじんと足から脳へと上ってくる。

　俺の手には、さっき売店で買った、亜美の大好物であるイチゴミルクキャンディー。白地に赤の斑はん点てんの可愛かわいい包装紙に包まれた、俺にとっては毒なのかと思うほどの甘い飴。

「……貰もらう」

　何度か視線を迷わせた挙句、少し顔を赤らめながらも、飴を受け取り、口に放ほうり込んだ。何という変わりようだろう……凄すごい幸せそうな顔をしている従妹いとこを見つめながら、ため息をつき、すねをさする。何だかんだ言っても、所しよ詮せんは女子供。大して痛く……痛くは……痛い。

「はあ」

　口は禍わざわいのもと、と何度感じたことだろうと考えながら、もう一度周りを見み渡わたす。部活帰りであろう高校生の姿や、買い物を終えた主婦や、見回りをしている警察官。どうということもない、普ふ通つうの街の普通の駅前。

　普通の人が見れば。

「やっぱ、多いなぁ」

「そだね」

　返答を期待していなかったが、どうやら亜美も飴を舐なめながら、周りを見つめていたようだ。口をもごもごと動かして、飴を転がしている。

「ま、居ないんだったら、俺らが来る必要は無いんだが」

　自然とため息をこぼす。運良く、俺らが到とう着ちやくする前に先方が上手うまくやってくれていたら……と思ったが、無理だったようだ。

　母親に連れられる子供。携けい帯たいをいじっている女子高生。ベンチで眠ねむりこけているホームレスらしき男性。いろんな人が雑多にまみれる中、それは居た。

　青とも藍あい色いろともつかない、少し涼すずしげな煙けむり。それは、一つではなく、何十、何百という数が、生きているものたちの間をすり抜ぬけていく。通常であれば、昼はせいぜい数えられる程度であるのだから、この数は異い状じようを示しているに他ほかならない。

「で、話を戻もどすけど……」

　口に入れていた飴を人差し指と親指で摑み、それを眺ながめる。汚きたないから止やめろと言いたいが、この行こう為いは元々俺の癖くせで、喋しやべろうとする時亜美のやっているように舐めている飴を口から取り出していた。以前、俺の好きなハッカの飴を口に入れたまま喋っていたら、うっかり落としてしまい、それがトラウマとなった結果である。親に何度も注意されたが、それをどうしてか亜美まで真似まねするようになってしまった。それでまた、親に怒おこられたのだが。

「どうするの？」

「言うな。我が娘むすめよ」

「娘じゃないし」

　冷たく言い放ち、また飴を口に放り込む。そして摑んでいた右手の人差し指と親指をぺろぺろと舐めた。どうやら、もう発言する気は無いらしい。

　そう、これからどうなるのだろう。他人事のように考える。いや、考えさせてください。

　俺と亜美は、ある任務のために本部から派は遣けんされてきました。事態は急を要するらしく、準備もままならない状態で俺らは電車に乗り込みました。そして、亜美が寝ねた後、俺も気を抜いて寝てしまい、気付いたら、横の座席に置いてあった俺の鞄かばんが無くなっていました。経費や地図や着き替がえやら、必要なものが全部入っていた鞄をです。どうだ、夏休みの絵日記風に思い返してみてやった。そうすればたちまち事態が好転……する気は無いらしいな。

　そして、今に至る。俺たちに残ったものは、俺のポケットマネーである二千円強と出発する前に駅の売店で亜美のおやつとして買ったイチゴミルクキャンディー一袋ふくろ。そして、亜美が大事に抱かかえて盗ぬすまれなかった、昼食として母さんが用意してくれたサンドイッチが入った可愛らしいピンク色のナップサック。

　……どうしろと言うのでしょう。神様、僕が何か悪い事をしましたか。

「まあでも、とりあえず交番に行こうよ。そうすれば、佐さ瀬せ波なみ神社、教えてくれるだろうし」

　もう飴を舐め終わったのか、亜美は少し残念そうな顔をしながら呟つぶやく。確かに目的地である佐瀬波神社に行くにはそれが一番だろうが。

「嫌いやだ」

「何で？」

「婦警の居ない交番なんて、交番じゃない」

　……………………………

「おじさんとおばさんに言いつけるよ」

「すみません、ごめんなさい。謝ります。でも、警察は嫌です」

「だから、何で警察嫌なの？」

　亜美に正対し、すっと見下ろすように見つめる。いや、もう既すでに身長の差からして、見下ろす位置なのだが。

「迷子みたいで、嫌じゃないか、俺はもう今年で十九」

　途端、亜美の顔は美しい笑えみに。彼女のしなやかな左手が一いつ瞬しゆんで、俺の右わき腹に。

「てっ、痛い、痛いって。痛いですって」

「誰だれのせい？　ん？　誰のせいなの、こんなことになったの。地図を失なくしたのは、誰のせいだ？」

　先ほどと同じく、冷たさのみの声。そして、小学生とは思えない握あく力りよくで、少しずつ俺のわき腹は変形していく……はっきり言って、痛すぎる。

「そ、それは謝る。だから、そんなにつねるのは」

「……ま、ここで怒おこってもどうにもならないか」

　その通りです。ですから、感かん触しよくを確かめるように外した左手をわきわきさせないでください。

「はあ……」

　ため息を一つ。周りを見み渡わたせば、やはり多くの煙。

　俺たちの状態を端たん的てきに言えば、完全なる迷子だ。目的地までの地図は盗まれたし、どこへ行けばいいのかも分からない。ここは俺にとって未開の場所であり、軽々しく人に声を掛かけられないシャイでナイーブで童どう貞ていで処女で純真無む垢くで天てん真しん爛らん漫まんでシャイな俺にはどうにも出来ない。シャイが二回も出てくるほどなのだ。

「とりあえず、『道』を辿たどっていくのも無理だし」

　不ふ機き嫌げんさを前面に押し出しながら、亜美は流れていく青白い煙を眺める。

　この煙の大名行列は俺たち玉たま城しろの言う『道』を通っている。その『道』は基本的に、神社や寺を通っているため、これをもし辿っていけば、俺たちも目的の佐瀬波神社に着けるのは間ま違ちがいない。ただ、基本的に、というのが曲くせ者ものだ。

　玉城一族はそれこそ、何百年もこの道の管理を行なっているのだが、いまだにその全すべてを解明できていない。玉城の人間にしか見えないもののため、それを研究する者が少ないということもあるが、もっとやっかいなことに道は、最初からこの地球にはりめぐらされているようだが、どんどん成長するかのように伸のびていったり縮んだりしていて、誰もその全容を摑つかめないのだ。さらには玉城でも道を感知できない土地もある。川で言う、水みず無なし川がわのように、ぷつんと道やそれを通る霊れいが途と切ぎれてしまうのだ。普ふ段だんでは、そういうところは特に問題が起こるわけでもないし、気にもしない。普段なら、だ。

　ここにこうしている三十分前、地図を失くしたことが分かった俺たちは、俺の提案で道を辿っていこうということになったのだが、途中でその、道の見えない土地に入ってしまい、諦あきらめるな、ゴールは目前に違いない、水と食料を無む駄だにするな、バディを組め、と嫌がる亜美を引き連れてそこら中を歩き回った挙句、結果、完全に迷子になりそうになってしまい、一体誰だ、『道』を辿れば神社に着けるって言ったのは……と言われながら亜美の蹴けりを受け続け、何とか駅前に戻もどってきたのがさっきのこと。ちなみに、文明の利器である携けい帯たい電話で神社に電話をしてみたが、一向に出る気配はなし。どうやら居留守を使われて、ではなく、留守であるらしい。さあ、面おも白しろいぐらいに八方ふさがりだ、全く、誰のせいで、こんな。

　ん、何でだろう、今、『最低な従兄いとこ』という称しよう号ごうが頭に浮うかんだのですが。

「ん？」

　不意に左ひだり腕うでの裾すそを引っ張られる。見てみれば、少し不満そうな亜美の顔。口を少し動かしている姿はおやつを欲しがる飼い犬に似ている。

「飴あめ、くださいな」

　飴って……しかも、満面の笑みで。というか、営業用スマイルで。

「駄だ目めだ。叔母おばさんから、飴は一日二個って言われてるだろ？」

「まだ、一個目……」

「電車で食べたろ？」

　途端、風船のように、少し笑えるほど膨ふくらんだ頰ほおを人差し指で突つき、空気を抜ぬく。

「くれよ、正樹。けち。甲斐かい性しようなし」

「けちとは何だ、けちとは。あの飴は、俺の自腹なんだぞ。それに甲斐性なしと言われる筋合いはない」

　しかも、意外と高かったし。甲斐性なしについて否定するには、まだレベルが足りないようです。

「あの……」

「何よ。どうせ、エロ本とかにしか使わないんだから、可愛かわいい従妹いとこに飴ぐらい良いじゃない」

「自分で可愛いとか言うなよ、それに悪いな。エロ本だけでなく、エロビデオもだ。どうだ、参ったか」

　俺の年代であれば、本だけで済ませられるほど、貧ひん弱じやくな性欲は持っていない。

「あの……」

「うわっ。変態。不潔」

「何を言うか。健康そのものだ」

　飴欲しさに我を忘れている亜美と睨にらみ合う。顔が真っ赤で、確かこんな風に化け粧しようしている仏ふ蘭らん西す人形を思い出した。

「あの！」

　………………………

「はい？」

　さっきから声が聞こえていたような気もするが、とりあえず振ふり返ってみる。そこには。

「神み子こ？」

　夏休みの駅前……そこには際きわ立だって存在感を示す人間が立っていた。白色の千ち早はやに赤色の袴はかま。そして、さらさらと流れる長い黒くろ髪かみ。しかも、なかなか可愛らしい。少し子供っぽい顔だということを除けば。

「は、はい。私、神子です。良かった、気付いてくれました」

　いや、そんなことを聞いているわけでなく。この子、もしかして迎むかえかな、でも、もしかすると彼女の恋こい人びとが神子好きでこういう衣い装しようでデートをさせようなんていう勇者だったり、もしくは新手のキャッチセールスで、オー、オキャークサン、貴方あなたニ何カトリツイテルネー、などと言って、俺に怪あやしげなお守りを、イツモハ五十万円ダケド、今日ハさーびすデ十万円ヨー、安イヨー、なんて言って買わせようとしたりするのかもしれない……いや、分かってる、有り得ないのは分かってるけど、ほら、何事も疑ってかかれ、というじゃないか。

「何か、御ご用ようですか、お嬢じようさん」

　とりあえず相手に警けい戒かいしながら得意の満面の笑えみを彼女に見せる。でも、あれだね、後五年もすれば、良い具合に成長してくれていそうだな、この子。あの、何だか、亜美さんからいやに冷たい視線が来ているのは勘かん違ちがいということにしてくださいませんか。

「あの……あのですね。あなた方は、玉たま城しろ正樹さんと玉城亜美さんでしょうか？」

「ん？　うん、そうだよ」

　俺が預かっているナップサックからどうにか飴を取り出そうとしていた亜美は、手を止めて答える。それを見計らって、ナップサックをこいつの手の届かないところ……つまり、持ち上げた。

「あ、届かないじゃない。下ろせよ、正樹」

「うっさい。飴は、もう駄目だ」

「あ、あの……話、良いですか？」

　俺の足に蹴りを入れる亜美をおどおどした顔で見つめる神子。とりあえず、亜美は無視して、神子の彼女へ。

「どうぞ」

「えっと、あ、申し遅おくれました。私、玉たま城しろあずさと申します。佐瀬波神社より、お迎えに上がりました」
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「ああ、やはり。どうもご丁てい寧ねいに。俺は玉城正樹で、こっちが……って、知ってますね」

　はい、と可愛らしい笑顔で頷うなずく。あずさちゃんね……可愛いけど口説けないよな、親族じゃ。それに元々、あまり親族の女性には良い思い出がないし。

「それにしても良かったです。時間になってもお越こしになられませんし、もしかして私の本部への書類が間違ってて、受じゆ諾だくされてないのかと心配しました。もしそうであったなら、私はどう責任を取れば良いのかと……本当に良かったです」

　えっと、何でそんなに涙なみだ目めなんでしょう。あれ、俺が悪いの、何で、何で周りの方が私を冷たい視線でご覧になるのですか。

「あ、まあ、その、こっちの手違いで地図を落としちゃって」

「そ、そうだったんですか。でも、だったら電話でも」

「いや、繫つながらなかったよ」

「え……それって、いつぐらいに？」

　確か、十分かそれぐらい前だったかと、ということを伝えれば、なお一層、彼女は涙目になり、申し訳無さそうに千早を着込んだ肩かたを狭せまくして。

「すみません、もうその頃ころには出発していて……本部からのお手伝いの方がいらっしゃったんですけど、その方には外のお掃そう除じを頼たのんでいまして。すみません」

「い、いや、そんなに謝らなくても。それと、早く神社に行って、任務の細かいこと聞きたいんだけど。ほら、ここ暑いし」

　俺はとりあえず笑いかけ、そしていまだにナップサックと格かく闘とうしていたお嬢様に仕方なく、イチゴミルクキャンディーを包み紙から取り出して、亜美の口へ放ほうり込んだ。

　本部から与あたえられた俺たちの任務……簡単に言えば、今の状態を打開する事。

　日本の神社や寺のほとんどは、玉城家の一族が管理をしている。その理由は全国に根をはっている『道』の管理のためであり、その『道』を見ることが出来るのは玉城家の者だけだからである。だから、神子や神かん主ぬしは、アルバイトでなければ、ほとんどが玉城姓せい。時々、自分で勝手な名字を作って分家とするような人も居るが、元は全すべて同じだ。

　道を整備する理由には『完全なる平和のために』などという曖あい昧まいな定義を玉城家は提示しているが、俺が生まれてこのかた、特に道のおかげで平和になったとかそういう話は聞いたことがない。まあ、玉城である俺がそんなことを疑ってもどうしようもなく、ただ、整備しろ、と言われれば、整備すればいい、俺はそういう風に思っている。

　そして、今回、佐瀬波神社近辺の道での、霊れいの通りが遅おそいという報告があり、それからしばらくして、道を塞ふさいでいるらしいイサマト……一いつ般ぱん的には、妖よう怪かいと言えばいいだろうか、そういう存在の除去の要よう請せいが本部に送られてきて、俺たちが派は遣けんされた。言ってしまえば、いつもの道の整備作業である。

「そ、そうでしたね。ここ、暑いですもんね。私も汗あせかいちゃってます……もっと早く私が来れば、こんな苦労を正樹さんたちに味わわせなくて」

「い、いや、良いから。な、気にしてないから。亜美もそうだろ？」

「え、あ、うん」

　イチゴミルクキャンディーを舐なめながら。

「そ、うですか。そう言っていただければ」

　続けて、あずさちゃんは小さい声で失敗しちゃったな、なんて呟つぶやいて、しかしすぐにさっと後ろを向いて、でも、頑がん張ばらなくちゃ、なんて一人でガッツポーズ。せ、責任感が強いお嬢様なのだろうか、なんてこちらが思っていると、いつの間にか振ふり向いたあずさちゃんが、ではこちらへ、と右手を前に向けながら、俺たちを誘ゆう導どうしてくれる。駅前の噴ふん水すいを左目に見ながら、人ごみの中を歩いていく。

　先頭を神み子こ装しよう束ぞくの女性、予想年ねん齢れい十代半ば、とし、ジーンズに柄がら物ものシャツの俺、年齢十九歳、最さい後こう尾びにゴスロリ衣装を見事に着こなした歩く仏ふ蘭らん西す人形、亜美、今年で十一歳の小学五年生となっている。何だよ、このパーティーは。魔ま王おう退治どころかスライム一匹ぴきにすら手間取りそうな一行ではあるが、人ごみというモンスターには抜ばつ群ぐんの威い力りよくを発するらしい。何しろ、先頭が神子さんなのだ、その街に不似合いの防具、いやこの際、武器と言ってしまえる白い千早に赤い袴はかまは、一般人の人ごみをモーセよろしく、綺き麗れいに真っ二つにしてくれる。やはり、普ふ通つう、そうだよな、玉城の人間なら大して何も思わないのだが、こういうのを見ると、ほんと、特とく殊しゆな家系に思えてくる。一般の人も神社で見たとしても何も思わないが、ここでは、な。それにしても、あずさちゃんには、神子の格好で街中を歩くなんて恥はずかしいとかそういう気持ちはないのでしょうか、もしかして、鈍どん感かん、いや、逆に見られているということに興奮してしまう性質たちなのかっ……などというどうでも良いくせに無む駄だにテンションだけが高くなる妄もう想そうをしていると、いつの間にか、周りは閑かん静せいな住宅街の風景に。あれ、いつの間にこんなところに……どうやら、道の見えない土地は過ぎたようで。

「霊が見え出したね、もうそろそろなのかな？」

　俺の後ろに居た亜美が俺の隣となりに並んだかと思うと、周りをぐるっと。確かにあの青白い煙けむりが住宅街の十字路を曲がっていくのが見える。

「あ、はい。もう少しです。やはり、見えますか」

　先頭のあずさちゃんがふるふると首を振って周りを見た後、こちらに振り返る。ん、ということは。

「もしかして、あずさちゃん。あまり見えない？」

　玉城の一族は基本的にあの霊れい魂こんともいえるなんとも言えない青色の煙が見えるのだが、玉城の血の薄うすい人は見えにくかったりする。

「あ、いえいえ。見えるには見えるんですが、その」

　と頰ほおを赤らめる神子姿の彼女。

「ど、どうかしたのか？」

「あ、いえその、こ……」

　はい？

「こ？」

　問いかけると、まるで告白する女の子のような切せつ羽ぱ詰つまった顔で。

「こ、怖こわくて、あまり見ないようにしてるんです、今見ましたけど、やっぱり怖くて」

「あ、そ、そう」

　ま、まあ、何とも言う事がない。子供の頃ころから見えているものだから、あまり怖がる人って少ないんだけど、こういう人も居るんだな。と感じるのだが、そんな繊せん細さいな心を持っているなら、どうして私服で来ないのでしょう。まあ、あずさちゃんにしてみれば、この神子の格好であれば俺たちが見つけやすいだろうと思ってだろうし、何より社務の間はこの服の着用が推すい奨しようされている。雰ふん囲い気き的に真面目まじめそうな感じだし、推奨を義務と聞き間ま違ちがえそうな子っぽいからな。

　歩いていくうちに住宅街から林に風景が変わった。そのまま進んでいくと、遠くに大きめの鳥居が見えてくる。

「あ、あそこです」

　額の汗を拭ぬぐう彼女を見て、こちらも右手で汗を拭った。肩かたに掛かけたナップサックを掛けなおし、隣の亜美を見る。やはり亜美は汗を一つもかかず、涼すずしい顔をしていたが、神社の中を見るように目を細めている。何か見えるのか？

　そう思って俺も鳥居の先の風景を見つめてみる。誰だれか、居るな……そう思ったときには俺の足は自然と歩みを止めていた。

「ねえ」

　亜美の声が聞こえる。だが、俺に反応する気力は無かった。

　ここは、目的地の佐瀬波神社だよな、間違いじゃないよな。入り口には白い大きな鳥居が建っていて、石いし畳だたみは左右に植木が並び、いくつか横道があるものの本ほん殿でんまで真っ直すぐ上り坂が延びていて、綺麗に掃そう除じされている。

　だが、その掃除を行なっている人物が、有り得ない。

「あれ、こまさんだよ……ね？」

「……ああ」

　認めたくない。が、あれはどうみても、こまだ。黒い髪かみを後ろで束ね、いわゆるポニーテールをしている、あずさちゃんと同じ赤い袴と千早の神子装束を着た女性。その顔は穏おだやかで、まるで虫を殺した事が無いようにも見える。だが、俺の見解としては、確かに虫は殺したことはないが、それを通り越こして人間を殺してしまったのではないかと時々思える。そんな殺気を醸かもし出せる彼女は箒ほうきで砂じや利りを掃はいているのは良いのだが、その速度は蚊かが留まりそうなほど遅おそい。しかも、汗あせをかいてやっていることからして、おそらくあれがマキシマムだろう。

「何で居るんだろ、また」

「俺に聞くな。というか、あれは無視という方向でやりすごせ、そして俺に平へい穏おんな日々を与あたえてくれ」

　そう呟つぶやく俺たちにあずさちゃんは、必殺技わざを繰くり出してくれた。

「あ、こまさぁん。ただいまぁ」

　呼ぶな。手を振ふるな。笑え顔がおで挨あい拶さつをするな。いろんな思想の下もと、彼女を張り倒たおそうとも思ったが、わずかに残っていた理性で踏ふみとどまった。

「あ、あずさちゃん。お帰りぃ」

　まるで主あるじの帰宅を待ち侘わびていた飼い犬のように満面の笑み。ああ、普ふ通つうの人にはまるでこまの後ろにぶんぶんと大きく振られている尻尾しつぽがあるように見えるだろう……なのに俺にはそのまま突とつ進しんしてきて嚙かみ殺されるのではないだろうかという不安が体中を駆かけ巡めぐる。

　少しずつ近づいてくる彼女。その足は、あの箒を掃くスピード並に遅い。

「はぁはぁはぁ……あれ、正樹君に亜美ちゃん？」

「うん。お久しぶり、こまさん」

　亜美お得意の満面の笑みで。だが、俺はそんなこと、するわけない。

「あれ？　お知り合い……って、まあ、親族には変わりありませんよね」

　自分の考えに笑っているあずさちゃん。いや、親族には違いないが、それだけで片付けられる間あいだ柄がらでは無い。

「……こま」

「はぁはぁ、ん？　何、正樹君」

　しらばっくれるのにも程ほどがある。

「何で、毎回毎回、俺らが行くとこ行くとこにお前が居るんだよ」

　そう。俺と亜美は、昨年も一昨年も、この時季、彼女に会っている。俺たちが派は遣けんされる神社には、絶対的にこいつが居るからだ。

　こまは階級的にはあずさちゃんと同じではあるが、実質的な地位としてはこまの方が上になる。それというのも、あずさちゃんがこの佐瀬波神社直属の神み子こ、つまりは地方勤務であるのに対し、こまは本部勤務であるからなのだが、ならばなぜここに居るかといえば……このお盆ぼんの時季には、地方の神社では深刻な人員不足に見み舞まわれる。なので、本部の神子は最小限の人数を残し、後は各おの々おの地方に派遣される。俺たちのような神子とは違い、雑務を担当するわけだが、ともかく、なぜかこいつは俺が任務で行く神社に必ず派遣されている。こうやって冷静に考えられるのは、おそらく慣れてきたからだろうね、人間ってスバラシイ生き物ですね。

「うぅん……やっぱり、運命だよねぇ」

「違う。断じて違う。真実がそうであったとしても神や仏が許しても、俺は認めない」

「何よ、相変わらず、いけずねぇ」

　そう言いながら、余よ裕ゆうしゃくしゃくの顔で笑みをこぼすこま。だが、瞬しゆん時じにその瞳ひとみが輝かがやいたように見えた……時には遅かった。

「う、うわ。抱だきつくな」

「ふふっ、つっかまえたぁ」

　やはりイヌの尻尾がぶんぶん振られているという幻げん覚かくが見えるが、気にしないでおこう。

「暑い。暑苦しい」

「良いではないか、良いではないかぁ。ふふふ」

　知らない。そんな時代劇の台詞せりふを言われても、知らないからな。

「おい、亜美。助けてくれ」

「飴あめ、飴……もう、どこに隠かくしたの」

　……俺が落としたナップサックから、飴を捜さがしていやがる。悪いが、亜美、従兄いとこを助けようとかいう気になってくれ。

「あの……お二人は、どういう関係で？」

　困こん惑わくしたようにこちらに苦く笑しようを送るあずさちゃん。この状態を見れば、誰もが質問することだろうな。というか、質問しない方が、逆におかしいのだろう。

　事実、昨年も一昨年も、尋たずねられたのだから。

「許いい婚なずけなんだぁ、私たち」

「違ちがう。誤解だ。俺は認めてない」

　許婚……誰だれがこんな言葉を作ったのだろうか。誰がこんなしきたりを作ったのだろうか。代々、玉城家は『道』を守る神聖な家柄。今でこそ、多くの親族が居るが、その前までは、跡あと継つぎは全すべて許婚を決められており、子孫繁はん栄えいを義務とされていた。だが、今では、そんなしきたり、一いつ切さい皆かい無む……にしてほしかった。

　いくら親族が増えたとしても、そこはやはり、言い方は悪いが雑種……血が混じりすぎている結果だ。このままでは、玉城という名前だけが後世まで伝えられ、神子の能力が失われていく。それを防ぐために、最初の神子であるキヨラの血に近い家柄の子供は小さい時に同じ親族から許婚を決められる。もちろん、血が濃こすぎないように注意して、選定されるんだが。

　そして、俺はキヨラの血から三番目に近い家柄に生まれた。そんな俺に選ばれた許婚は、俺が生まれた当時、まだ三歳だったこのこまである。

「へえ、許婚なんですか。噂うわさには聞いていましたが、初めて見ました」

「だから、俺は認めてない。そして、あずさちゃんも物もの珍めずらしそうに見ないでください」

　手を払はらうように動かすと、あずさちゃんはあっという顔をして。

「え、ああ、すみません。そうそう見れるものじゃないと思って」

「正樹君が認めてなくても、正樹君の両親と私の両親が認めたんだよねぇ」

　という、ほぼ同時の二人の声。ため息を吐はき捨て、何とか腕うでの圧あつ迫ぱくを取り外し、瞬時に相手から距きよ離りを取る。一瞬の動きの速さでは、光るものがあるが、元々こいつは亀かめ同然。

「あ、逃にげたぁ」

「駄だ目めじゃん、逃げちゃ」

　すかさず亜美が探さぐっていたナップサックを取り上げた。飴を見つけられなかったのか、少し不ふ機き嫌げんそうに亜美は呟つぶやき、ふと、亜美は俺の後ろの方に視線を送ると、そそくさと早足で俺から離はなれ、こまとあずさちゃんが居る場所に。

　ああ、なるほどね。

「ま、まあ、とりあえず、感動の再会も終わったことですし、社務所へ参りま……」

　愛あい想そ笑いらしきものを浮うかべていたあずさちゃんの顔が一瞬にして強こわばる。だが、その気配は、こまに抱きつかれているときから分かっていた。それは亜美も同じだっただろう。

「ああ、居るんだろ？」

　あずさちゃんは、俺には目を向けずに頷うなずく。その視線の方向からすると、俺の真後ろ……幸い、亜美もこまも、あずさちゃん側に居るから、大だい丈じよう夫ぶそうだ。まあ、亜美は自分から移動していったから、幸いとは言えないのかもしれないが。

「……なあ」

　誰を呼んだわけではない。いや、誰ではなく、後ろのそれに呼びかけた。

「お前、臆おく病びようなんだな。せっかく、後ろを取っていたというのに」

　言い放った瞬間、俺はナップサックを亜美に投げて前に走り、即そく座ざに後ろを振ふり向く。突とつ然ぜん、向きを変えたため、足首が少しだけ悲鳴を上げた。だがそのまま、右手を前に出して、左手を体に引く姿勢を作り、右に重心を置きながら、相手を見た。

　そこには、この世界には居てはいけない存在……イサマト。

「蜘蛛くも……か」

　俺の胴どうぐらいありそうな毛羽立った脚あしを八本従えて、その存在はこちらを見み据すえている。毛むくじゃらの顔の奥で光る青い瞳が異様に綺き麗れいで、純じゆん粋すいな気持ちでも持っているのか、と思うほどだった。

「亜美。得物」

「無いよ」

「は？」

　イサマトに隙すきを見せないようにしながら、亜美に振り向く。また、可愛かわいらしいピンク色のナップサックを漁あさっていたが、悪いな、亜美。飴あめは俺がポケットに入れたから、そこにはないぞ。というか、この状じよう況きようで飴を捜すって、どういう神経していやがる。

「だって、宅配便で送ったでしょ？　あんな長いもの持ち歩きたくないって言ったの、正樹じゃん」

　……はい、そうでした。僕がそう言いました。

「あずさちゃん。宅配便、来てないかな？」

「いえ、そんなものは届いていません。すみません」

　なるほど。仕方が無い、素す手ででやるしかないな。今度から、あの宅配会社には絶対依い頼らいしない。自分で持ち歩く、なんてこと絶対考えないぞ。

「おらおらおら。今なら、許してやってもいいぞ。とっとと山でも森でも、帰りやがれ」

「うわぁ、よく言いますよねぇ。どっちかというと、自分が不利なのに」

　許婚の批評など、聞こえないぞ。

　相手の、蜘蛛の姿をしたイサマトは、こちらが喋しやべりまくっていたのに出方を窺うかがっているのか、先ほどの場所から動こうとせずこちらに青い瞳ひとみを向けたまま。だからといって、対する俺も、そんなに変わりはしない。勝負は一いつ瞬しゆんで決めなければならない。俺の力は、基本的能力に関しては一族の中でも上位に上る。ただし、持続力がほとんど無い。手の平に集めてあいつらイサマトをすすぐ……所謂いわゆる、祓はらうと言える行こう為いをするほどの力を発揮できる時間はおよそ三秒。この持続力は、下級神み子こになりたての玉城の子どもにすら負けてしまうだろう。だから、俺は得物に力を蓄たくわえ、その持続力を補う。そうすれば、二、三分は保てるのだが。

　得物が無い以上、カウンターを狙ねらうしかない。少しダメージを与あたえてやれば、こんな迷子の奴やつは逃げてくれるはずだ。

「あ、正樹。カウンターなんかを狙ってるっぽい」

「そうだねぇ。少し卑ひ怯きようだよねぇ」

「そ、そうでしょうか？」

　外野の声なんて、聞こえない。集中だ、集中。

　蜘蛛は、青い瞳でこちらを見つめている。八本の太い脚は小刻みに動いているが、攻こう撃げきしてくる気配は無い。

「はぁあ。私、疲つかれちゃったんだけど。さっさと社務所にでも行こうよ？」

　などと亜美が呟く。

「ええ？　だって、正樹さん……」

「私もお腹なかすきました」

　そんな亜美に動どう揺ようするあずさちゃんをよそに、こまも疲れたような顔で不満そうにって。

　おい。

「ま、待てよ。俺はどうなるんだ？」

「……で、正樹はどうしたいの、その子」

　欠伸あくびを嚙かみ締しめるような声。従兄いとこが真しん剣けんに取り組んでいるというのに、このお嬢じよう様さまは。

「どうしたいって」

「……別に無理しなくていいからね。道に根付いてる奴以外は私ので何とかなるんだから」

　よく分かっていらっしゃる。

「じゃあ、いつも通り、ね」

　何も言ってはいないが、何となく俺の気持ちを分かっているらしい。まあ、顔に出やすいのかもしれないが。

「蜘蛛のイサマトさん。何が目的か知らないけど、君みたいな臆病なのは、こんな馬ば鹿かに付き合わないほうがいいよ」

　言うや否いなや、亜美はゴスロリの黒い袖そでから見える右の手の平を上にして、胸の前に。その姿勢のまま、ゆっくりと目を閉じる。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　亜美の右手の指先が緑色に光ったかと思うと、すぐに光が手全体を包み込む。手を握にぎり締め、拳こぶしを彼女は蜘蛛に向けた。その手を開くと同時に蜘蛛は緑色の膜まくに覆おおわれ球体となり、そのままどことも知れず飛び去ってしまった。

「おい」

「何？」

「どこに送ったんだ？」

「知らないよ、そんなの。山の方向には送ったつもりなんだけど、どうだろう」

　森の蜘蛛だったら、どうするつもりなんだよ。いや、まあそんなことはどうでも良いのだが。

　イサマトは、形式的には霊れいとは区分されているが、本質的には霊とよく似た存在であるというのが、俺が幼い頃ころから教わってきたこと。腐ふ敗はいと発はつ酵こう、とまでは言わないが、どちらも『道』に関係していることと、俺たち玉城にしか見えないことは共通している。違ちがうのは、霊が人の魂たましいから生まれていることに対し、イサマトはどこから生まれているのか特定できていないこと。そして、霊が俺たちに一いつ切さい危害を加えないのに対し、イサマトは『道』を乱す存在であり、『道』に流れる力や俺たち玉城の力を狙っているということぐらいだろうか。

　しかしイサマトの中にはああいう、ただ『道』の渋じゆう滞たいに引き寄せられて迷子になっただけの危害を加える気のないものが居る。他ほかのイサマト退治の神み子こでは、こういうやつらもすすぐ人は多い。というより、すすぐのが普ふ通つうなのかもしれない。だけど、俺はそういうのが何となく嫌いやだった。人間の勝手で消してしまうなど、という正義感を持っているわけではないが、出来るなら傷つけないほうが良い。何しろ、玉城家自体、イサマトは霊と本質的に似ているとしているのだ。それなのに、イサマトだけをすすぐなんて……まあ、こんなことを言っているから昔の俺は。

「正樹君、早く来てよ。私、お腹すいたぁ」

　……お前は、何様だ。

「こま様って言いそうだね」

　と、隣となりの黒色のドレスのお嬢様。一仕事終えた会社員のように、額を右手の甲こうで拭ぬぐった。

「心を読むな、頼たのむから」

　悪戯いたずらっぽい笑え顔がおを俺に向け、舌をちろっと出すと、亜美もこまのもとへ行こうとする。

「あ、亜美」

「ん？」

　……えっと。

「いや、何でもない」

　ありがとう。

　と言っても良かったが、まあ、何だ、その、つまり、言わなくても良いかなという気持ちに変わってしまった。あれだ、恥はずかしいとかそういうのじゃない、いつもの事をしてくれただけなのだから、言わないでも良いだろうという結論なんだ。決して言い訳ではない。

　俺の態度に亜美は大きくため息を吐はき捨て。

「私もお腹すいたんだけど。早く来いっての」

「正樹君、早くしてよぉ」

　いつの間にかあずさちゃんを後ろからどんどん押し進めているこま。あずさちゃんは時折こちらを振ふり向き、何か言いたげではあるが、とりあえず、彼女がこける前に行くとしよう。

「ああ、分かった」

　俺のため息に気付くほどこまが繊せん細さいでないことは、十何年も前から知っていた。







「じゃあ、詳しよう細さいの説明、いきますね」

　純和風の夕食を食べ終えた俺と亜美、そしてあずさちゃんとこまは本ほん殿でんに集まっている。もちろん、俺と亜美は先ほど宅配便で届いた千早と袴はかまに着き替がえて。本殿の小窓から見える外では、柔やわらかな月の光が辺りを照らし、祭さい壇だんを映はえさせていた。

「あ、その前に」

　言っておきたい事が。

「え、何ですか？」

「……後五年したら、俺が迎むかえに行くから、待っていてください」

　俺の言葉に首を傾かしげ、眉まゆを顰ひそめる。

「えっと、はい？」

「だから、五年後、あなたを妻に迎えようとおも……」

　最後まで言い切る前に引き裂さくような痛みが腕うでを襲おそう。条件反射のようにその腕を見ると、そこでは腕が今にも反転しそうになっていた。

「正樹君、今、何か聞こえたけど？」

「痛い。痛いですって」

　普ふ段だん間延びしている言葉が、今は歯切れの良い声に変わっている。それが一番怖こわい。

「あずささんを妻に迎えるんだって」

　昼とは違い、藍あい色いろの袴と白い千早に着替えている亜美から発せられる言語。俺に対しては、一いち撃げき必殺技わざの名前に聞こえた。

「へえ。妻、ですか。婚こん約やく者が居ながら、他ほかの女性に告白する口は、これですか？」

　そして伸のばされる、その白いしなやかな指。一直線に俺の目の前に……そして。

「いへぇ。いてぇっていっへうはごが」

　口の中に指を差し込まれ、左右に伸ばされる。そのままぐいぐいと容よう赦しやなく。

「『痛いてぇ。痛ぇって言ってるだろが』……だね」

　分かったように頷うなずく亜美。そして、どうしたらよいか迷うように身体からだをふらふらさせているあずさちゃん。いや、亜美。確かにあってるが、従妹いとこなら助けろ。

「あ、あの、正樹さんの血筋に私が加わると、かなり濃こい血になって子供が生まれないかと……」

　……いや、そういう問題でなくて。いや、それも問題なんだが。確かにあずさちゃんの家はそれほど俺の家の血から離はなれていない。でも、でも。

「よ、よえにするなら、りょうりがうあいひとがいいじゃないか」

「『よ、嫁よめにするなら、料理がうまい人が良いじゃないか』……だって」

「どうせ私は下手ですよ。このこのこの……このっ」

　途と端たん、今まで以上の力で引っ張られ、最後に解放。ただ今、二割増しで伸びてるだろうな。くそ、冗じよう談だんの分からないお人だ。本気で引っ張ってくるとは。これからお仕事であるのだから、こう、この場の緊きん張ちよう感かんを和やわらげようという私の気持ちが。まあ、半分は本気だとかそういうことは言わないほうが良いのだろうな。

「……とりあえず、あずさちゃん。説明、お願い」

　頰ほおを擦こすりながら。そんな俺に愛あい嬌きようを振りまいてくれたが、だが即そく座ざに仕事の顔……神み子この顔に戻もどる。

「本部の報告書にも書きましたが、今、『道』を塞ふさいでいる存在が居ます。それも、とても大きな……」

「正体は分からない……だっけ。他のイサマトが多すぎて」

　だぶだぶとした袴の腰こし部分を少し上に持ち上げながら、亜美は問いかける。どうでも良いけど、こいつ専用に袴を作ってやるべきだな。帯で締しめ上げないと、すぐにずれるし。

「ええ、残念ながら。でも、その力の強さだけは、近年に報告されたイサマトでも段だん違ちがいかと」

「そりゃ、災難だな」

　本当にそう思う。でも、あいつらにはそんなことは関係の無い事だ。

　……日本では、盆ぼんという季節に霊れいが自分の家族のもとに帰ってくると信じられている。噓うそのような話だが、この説は真実。一いつ般ぱんの人のほとんどが信じていないだろうが、その霊たちは、俺たちが言うあの世から、『道』を通って帰ってくる。何でも、この『道』というのは霊的な力が通りやすい通路みたいなものらしい。まあ、いわば、霊的な力を電気とすれば、道は配電線みたいなもので、それが日本の地下に満まん遍べんなく埋うまっているような感じだろうか。

　ともかく、霊たちは道を通るわけだが、この世で彼らは長くは活動できない。我が家に着く前に力ちから尽つきて、あの世に戻る霊も居る。そんな彼らのためというのも、神社やら寺やらが日本に多く存在している理由の一つだろう。

　霊たちは、俺たち玉城一族が管理している神社で、ある程度の力を補給し、それから家へと向かう。いわゆる、マラソンの補給地点であり、霊的なものを電気とすれば、電力を家電用に抑おさえる変電所の逆パターンになるだろう。そして、その補給する力を集めるために神社組は毎年この時季に縁えん日にちを開き、人々の精気を神社に蓄たくわえる、というのが俺たち玉城にしか伝わっていないことだろう。どんなに廃すたれた神社でも、縁日だけは開く理由がここにある。そうしなければ、そこの神かん主ぬしが自腹で力を配らなければいけないのだから。だが、神社組と違い、寺組は自分たちで祈いのる事によって精気を蓄える。そう考えれば、俺たちは楽な方なのだろうが。

　そんなこと、今はどうでもよく、今回聞いた内容では、その玉城家には重要である道を『何か』がせき止めているらしい。そうなると、霊たちが家に帰れないだけでなく、霊の渋じゆう滞たいが起こり、そこだけが異様に力が強くなる。その霊たちの力に引き寄せられるように居てはならない存在……先ほどのようなイサマトが集まってしまう。もしイサマトをそのままにしておけば、神社自体の力がイサマトらに吸収されて無くなり、お守りや御お祓はらいなどが効かなくなってしまうし、その近辺で災害が多くなったり、最終的には道全体に悪あく影えい響きようが伝わったりしてしまうというわけだ。何だかんだ言っても、神社の収入はそういうものから賄まかなわれているわけであるし、何より災害が多くなれば神社自体がそれで全ぜん壊かいする恐おそれもある。それを防ぐために毎年この時季に一回、神社一つの手に負えない道の整備のために俺たちのようなイサマト退治専門の神子が派は遣けんされているのが今の実情である。

「しかも、神主さん、負けちゃったんですよぉ」

　先ほどの殺気が噓のようなほんわかとしたオーラのまま、こまは微笑ほほえむ。その笑顔を崩くずさないように気をつけようというのが、今日の俺の日記になるだろう。

　日記書いてないけど。

「負けた……ってことは、戦ったのか、そのイサマトと」

「いえ。ここの神主は私の祖父なんですけど、祖父が戦ったのは道に引き寄せられたイサマトだったらしくて。なかなかに力の強い方だったのですが、残念ながら」

「死んだ、の？」

　悲しそうな、切なくなるような亜美の声にあずさちゃんは黒くろ髪かみをぶんぶんと。何だか、歌舞伎かぶきを思い出してしまうような動きだな、などと感かん慨がいに耽ふけり、その黒髪を見つめる。

「ま、まさか。生きていますよ、全治三ヶ月とかで入院してます。確かに年ねん齢れいは高いですけど、祖父は元気が取り柄えですから」

　その声に亜美は安心したように笑みを作る。

　確かここに来る前に渡わたされた情報によれば、ここの神主は、今年で九十八歳。さすがにその歳としでイサマトをすすごうとするのは、危ない。というより、その勇ゆう敢かんな心に敬意を送る。

「ま、とりあえず、道を塞いでいる奴やつに会うしかない、か」

　腰に挿さしてある俺の得物を握にぎり締める。正体が分からないということは、そこまで辿たどりつけていない、つまり標的まではイサマトが集まっているということ。会うためには、この刀を使わなければいけない。夕方に会った蜘蛛くももそういう類たぐいだろう。

「分かりました。ですが」

「分かってる。あずさちゃんとこまは、ここに居てくれ。霊気にあてられて倒たおれてもらっても困る」

　無言で彼女は頭こうべを垂れる。そして、私にもっと力があれば、正樹さんと亜美さんに迷めい惑わくかけなくてもよかったのに、などという内容の自じ虐ぎやく的な独り言がこちらまで聞こえてくるが、気にしないでおこう。こまはいつも通りの柔やわらかい笑顔を俺に向けてくれた。

「じゃあ、亜美」

「分かってるよ」

　本ほん殿でんを出て、先に外に出て行き、足を屈くつ伸しんさせたり、基本的な準備運動を行なったりする。亜美は少し大きめな藍あい色いろの袴はかまを石いし畳だたみに擦こすらせながら俺のもとへ。亜美が俺の隣となりに来たらそのまま自分の中で精神を集中させながら、境けい内だいへと向かう。塞ふさいでいるものはこの本殿から東、倉庫が置いてある近くの道に居るらしい。日の光で体力の消しよう耗もうが早いため霊れいたちの道を通る数が少ない昼に比べ、今はそこら中に道を通っていくものたちを見ることが出来る。そして、やはり本殿の東側にネオンサインのように明るい場所がある。亜美を見ると、うんと頷うなずく姿が見えた。

　左右の植木を尻しり目めに、少しずつそこに近づけば近づくほど霊気は重く、濃こくなる。普ふ通つうの人間であれば、一いつ瞬しゆんで気絶してしまうだろう。

「亜美、大だい丈じよう夫ぶか？」

「馬ば鹿かにしないで。正樹こそ、しゃきっとしなよ」

　いや、まあ、そんなに不ふ機き嫌げんな顔をしなくても。こっちはただ、心配しただけなのだから。

　少しずつ濃くなる。精神集中をやめれば、俺にも重圧が掛かかるかもしれない。証しよう拠こに亜美の方は、少し脂あぶら汗あせが出ている。といって再度、大丈夫か、痴ち漢かんにあってる女の子のような顔して、なんて言っても、しつこい、不潔、最低などと返してくるだけだろうから、何も言わない方が良いだろう。無む駄だに喋しやべらせて、体力を消耗してもらっても困る。

　特に会話もなく、時々亜美の顔色を確かめながら重圧に耐たえるように本殿から歩き続け、早五分。石畳の切りそろえられた石を五十個ほど数え、途と中ちゆうから空を見上げて星を見ていたとき。

「ねえ、正樹」

　茶色がかった長い髪かみの毛を手でたくし上げ、亜美はじっと先を見つめている。

「ん？」

「お仕事だよ」

　亜美が指差した方向……そこには、黒いおぞましいほどの霊気が固まっている。どうやら、あの奥が標的のようだ。俺の脇わきを青白い煙けむりが通り抜ぬけていく。

「……亜美。後ろに下がってろよ」

　言う前に亜美はその霊気から距きよ離りを取る。腰こしに挿した鞘さやから刀を抜き、両手持ちで構えを取る。普通の金属ではない、青さを灯ともした金属。その刀身には魔まよけの文字が刻まれている。何と書いてあるのかは、俺には読むことが出来ない。両手に重量を感じながら、目を瞑つぶった。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　途と端たん、その文字が光りだす。俺の力を持続させる特とく殊しゆな刀。それが変化していくのを感じる。流れる力の強さによって、その力を最大限利用できる形状へと変化していく。

　目を開くと、こちらの動きに気付いたのか、それとも俺たちの力を欲ほつしたのか、目の前の黒い塊かたまりは少しずつ変化していく。足が、顔が、手が、少しずつ。

「蜘蛛の次は、猿さる……ね」

　それは、まさに猿。だが、大きさは、神社の入り口にある鳥居並。どうでも良いわけではないが、あんな腕うでで叩はたかれたら、死んでしまう。

「正樹、来るよ。馬鹿」

　馬鹿とは何だ。そう考えた瞬間、その大猿は飛び掛かかってきた。そんなものに当たる俺ではない。

　寸前で体の重心を右に向け、そのまま逆らわずに倒れこんでいく。体を回転させ、猿と正対するように体勢を整えた。

「全く。猿は頭が悪いわけじゃないだろうに」

　そんな俺の言葉は聞こえないようで、また同じように飛び掛かってくる。今度も避よけるだけだと思ったら、大おお間ま違ちがい。左に避けきり、後ろの猿に振ふり向くように刀を……

「駄目っ」

「え？」

　暇ひまが無かった。気付いた時には身体からだが吹ふき飛ばされ、境内の石畳に叩たたきつけられる。一瞬天地がひっくり返り、頭の中が振り回され、痛いと思った時には胸や腹を中心に鈍にぶい痛みが頭に上ってくる。顔を地面に擦りつけたため口を切ったのか、少しだけ鉄の味がした。

　相手がワンパターンの動きをしていると思ったら、そうでなかったようだ。俺が振り向くより先に俺の背中に体当たりをしていた。

　何とか立ち上がるが、どうにも身体が重い。そして、ずきずきと痛み続ける。

「馬鹿。ゲームじゃないんだからね」

「分かってる。うっさい」

　刀を構えなおし、相手と対たい峙じ。その紅あかい瞳ひとみがこちらに恐きよう怖ふを与あたえてくる。

「正樹。私も……」

「やめろ。こいつは道に近すぎて、お前の力じゃさっきの蜘蛛くもみたいに移動させられない」

　それに、確かに力は強いだろうが、報告された情報に比べて、全然話にならない。つまり、まだこの先に本命が居るはず……

「さっきはただ油断しただけだ。心配ない」

「別に心配してないよ。でも、正樹が死んだら、飴あめくれる人居なくなるんだから」

　……泣いて良いですか？

「泣くなら、私に飴くれてからね」

「な、何で分かった？　というか、俺は飴以下か」

「そんなこと言ってないで。ほら、猿さんが待ってるよ」

　どうやら、空気の読めるイサマトらしいな、こいつ。ちゃんと会話している時は飛び掛かってこない。というか、変なイサマトだな、いくら頭が良くても、いや、頭が良いなら話してるときに攻こう撃げきしてくれば良いのに……ん？
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「怪け我が……してるんじゃないか、あれ」

　猿の上半身に気を取られていたから気付かなかったが、左ひだり脚あしには何かに引っ搔かかれたような、何かで切りつけたような傷。まだ完治している様子は無い。それを度たび々たび気にするように足あし踏ぶみをしている。

「もしかして」

　あれって、ここの神かん主ぬしが切りつけた痕あとじゃないだろうか。

「うぅん……神主さんが戦ったイサマトってこの猿さんだったのかな？」

　そんな亜美の声が聞こえているのかいないのか、猿は強気だった瞳を弱らせて、脚を気にしている。どう見ても痛そう。

「亜美」

「はあ」

　呆あきれたように一つ落として、俺を見つめる。何だ、その瞳は。大体、まだ何も言ってない。

「どうせ、傷を治してやれ、とかそんなものでしょ？」

「さすが我が娘むすめ。よく分かってらっしゃる」

「娘じゃないし」

　腕を広げて、呆れたのポーズを見せ付けてくる。どうにもやる気が感じられない。

「おい、早く治してやれよ。すんごく痛がってるし」

　言いながら見つめると、猿さるの姿のイサマトはこちらを威い嚇かくしながらも、痛みに耐たえるように身体を折り曲げている。あれでは、どんな攻撃も避けきれない。

「思うんだけどさ……正樹って、変なとこで優やさしいよね、普ふ通つうそんなことしないよ」

「変なとこ、とは何だ。俺はいつでもジェントルマンだぞ」

「……私は好きだけどさ。そういう正樹」

　ぼそっと呟つぶやいたかと思うと、藍あい色いろの袴はかまの彼女は両手を胸の前に持っていき、高らかにイムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん、と唱える。俺たち玉城が力を具現化する時の、子供の頃ころから教えられている言葉だ。言い終わった亜美の両手から緑色の煙けむりのようなものが現れる。それは少しずつ猿のイサマトへと伸のびていき、ゆっくりと猿の身体に纏まとわりつく。途と端たん、白い光を発した。

　それは直すぐに収まると、先ほどまで痛々しかった猿の脚の傷が綺き麗れいさっぱり。何度見ても、亜美の力は面おも白しろい。俺も一度だけやってもらったが、自分の皮ひ膚ふが閉じていくのを見るというのは、そんなに出来ない体験だろう。

「はい。おしまい。猿さん、相手が馬ば鹿か正樹で良かったね」

「なぜに馬鹿だ。俺は、馬鹿じゃないぞ」

「……だったら、自分を襲おそってくる相手の傷を治したりしないでしょ」

　痛いところを突ついてくる。猿の方を見てみると、自分の身に何が起こったのか分からないようで、身体からだ中を見回している。何だか、ある意味コミカルだな。

「まあ、手傷を負った奴やつを相手には出来ないんでな。これからすすいでやるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　といっても、さっきの強さが手負いだったとは……予想外だ。逃にげる事も考えておかないと。

　俺は勇者でも、英えい雄ゆうでも無いから、まだ命は惜おしい。とりあえず。

「おらおら。今から祓はらってやるから、覚かく悟ごしろよ」

　と、虚きよ勢せいを張ってみる。だが……相手の猿は動く気配が無い。こちらを見つめているだけ。

「ど、どうしたんだよ？」

　幾いく分ぶん恐きよう怖ふを感じて声を出してみるが、イサマトは飛び掛かかっても来ない。

　と思ったら、猿は一声大きく吠ほえると素す早ばやく背中を向け、そのまま林の中へ走り去ってしまった。

「……何だったんだ？」

「多分さ」

　俺の隣となりに来ていた亜美が、自分の胸むな元もとからあのイチゴミルクキャンディーを出しながら呟く。こいつ、俺のジーパンから取り出したな。

「怪我して、帰るに帰れなくて、治ったから帰ったんじゃない？」

　どんな理り屈くつだ。確かにこちらを攻撃してくるというよりも、こちらの様子を窺うかがっている雰ふん囲い気きをあのイサマトから感じたが。それよりも、亜美、お前を人様の着ていたものを探さぐるような娘に育てた覚えは無いぞ。よって、罰ばつとして亜美が食べようとした飴あめを取り上げて、瞬しゆん時じに口の中へ。

「あぁぁぁぁ！」

　ふむ……俺の味覚には甘すぎるが、疲つかれたときには良い具合だ。

「何するのよ。返せ、馬鹿正樹。せっかく持ってきたのに！」

「だから、言ってるだろ。飴は、一日二個だ。それと人の服を探るな」

「もうすぐ十二時だから、良いんだもん！」

　それこそ、どういう理屈だよ。

「返せ、返してよ！」

　何とか俺の口までジャンプしようとしているみたいだが、まだまだ背せ丈たけが足らない。ふっふっふ、亜美お嬢じよう様さま、後五年経たってから出直すんだな。

「返さない。それにもう俺の口に入ったものなんて、要いらないだろ」

「別に良いもん。飴、返せ！」

　いや、飴に対する執しゆう着ちやくには敬意を表しますよ。だが、そう易やす々やすと飴を与あたえるわけが無い。亜美に虫歯が出来たら、叔母おばさんから怒おこられるのは俺だし。

「返せよぉ……返さないと、こまさんをけしかけるから」

「う……」

　それはやめて。本当に。

「わ、分かった。今度からは一日三個にしてや」

「静かに」

　瞬時に亜美の顔が引き締しまる。人差し指を口につけ、きょろきょろと辺りを。

「何か、聞こえる」

　俺には全然聞こえない。

「馬鹿。正樹の場合、力が弱まっているからでしょ。早く集中解かないと、倒たおれるよ？」

「お、おお。そうだった」

　気付いたように刀を鞘さやに納める。途端、一瞬目の前が真っ白になり、重力が一気に自分に襲い掛かかるように膝ひざをつく。対イサマトには抜ばつ群ぐんの能力を発揮する俺の力。だが使いすぎれば、大きな反動が襲い掛かってくる。

「大丈夫？」

「そう思うなら、手を貸してくれ」

「嫌いや。正樹、重いもん」

　いや、僕、従兄いとこなんですから、助けましょうよ。

「ひっく、うぇ」

「ん？」

　こんな夜中の霊れいが通り過ぎていくような場所では場ば違ちがいな音……誰だれかの泣き声。女の子のような……

「正樹、聞こえた？」

「ということは」

「うん。多分……」

　この音の正体が標的だ。証しよう拠こにその声が聞こえる方向……倉庫の裏の辺りに霊がどんどん流れていっているし、そこだけがなお青白い。そして……先ほどの猿さるとは大違いの強い力を感じる。

「……でも、泣いてるのか？」

「油断しないでね。人間を油断させる奴やつだって居るんだから」

　それもそうだな。こんな女の子の泣き声でも、正体は背丈五メートルを超こえる鬼おにという場合もある。

「……この力、桁けた違ちがいだな、本当に。普ふ通つうの奴とは思えない」

「普通の奴なら、私たちが来なくていいでしょ」

「分かってるよ。いちいちうるさい」

「何よ、だったら、嫌そうに呟つぶやくな。さっさと行けよ、正樹」

　という声と共に革かわ靴ぐつが私の足に。ああ、カモシカとまで謳うたわれた私の黄金の足が。大体、年上にこの態度は如何いかがなものかと常々思っているのだが、俺の調査の結果、俺に対してしかこういう態度は取らないようだ。

　パートナーである俺に対してのスキンシップであると認にん識しきしよう。決して、俺がセクハラばかりしているからこんな態度を取られているのではない。と思いたい。

　まあ、それはともかく。こういう状じよう況きようで泣き声が聞こえるなんて。

「罠わなかもしれないじゃないか。しかも、先週見たホラー映画の最初の犠ぎ牲せい者しやと似ているじゃないか」

「だから、正樹が行くんでしょ。つべこべ言わないで早く行け、直すぐ行け、たちどころに行け」

「亜美……俺が言うのもなんだが、女の子がイケ、イケと連発するのはどうかと」

「死んでしまえっ、正樹」

　気づいた時にはもう遅おそい。あのちびっこい身体からだが宙に浮ういたかと思うと、位置エネルギーの力を借り、普段なら考えられない重さを持つ亜美のドロップキック。さすが熟練した技わざで、一気に俺の身体は泣き声が聞こえる倉庫の裏に。一体、こんな危険な技を誰が教えたんだ……俺だったな。

　天地がひっくり返り、寝ねそべった俺が最初に見たのは、草ぞう履りを履はいた真っ白な、それでいて亜美のように小さな足だった。







　第二章　風呂場に行ったら、そこは修羅場







　鼻び孔こうに広がる味噌みそ汁しるの香かおり。香こうばしい焼き鮭ざけ。ふっくらと炊たいたご飯。確かに美味うまそうな朝食なのだが和食は食い飽あきた俺にとって、たまには洋食も食べたいなどと考えてしまう。

「頂きます」

　あずさちゃんの声と共に食くらいつく一匹ぴきの獣けもの。茶色がかった長い髪かみの毛を時折気にしながらも、次から次へ食べ物を口に放ほうり込む。さすがに昨日は疲つかれたのか、いつも以上に豪ごう快かいな食いっぷり。あのちびっこい身体のどこにあのカロリーがため込まれるんだろう……

「どこ見てんの、正樹」

「胸」

　途と端たん、飛んでくる真っ白で華きや奢しやな足。しかし、その威い力りよくは大人をも凌しのぐ。ちなみにいつもの暑苦しい黒いドレスに着き替がえている。

「痛いではないか、我が娘むすめよ」

「娘じゃないし。しかも、勝手に人の胸を見るな、馬ば鹿か」

「触さわるのは良いのか？」

　飛んでくる足。だが、それと同時に俺のわき腹に鈍にぶい痛み。

「正樹君、朝から元気ね。ん？　まだ子供の亜美ちゃんを朝から毒どく牙がにかけるの？」

「怖こわいです痛いです、こまさん。冗じよう談だん、冗談ですから」

　どうでも良いけど、こまの握あく力りよくが日々増えているのは俺の気のせいだろうか？　大体、俺が悪いのだろうけど。

「あの、あたしも食べて良い？」

　透すき通る幼い声。途端広がる沈ちん黙もくという名の束そく縛ばく。

「どうぞ。おかわりは私に言ってください」

　あずさちゃんがすかさず助け船。瞬しゆん時じに声を発した人物は、満面の笑えみ。

「じゃあ、いただきまぁす」

　大きめの箸はしをその小さな手で頑がん張ばって持つ姿。あずさちゃんがまたもやすかさず彼女の着物の裾すそを捲まくり上げると、また笑顔。そして、食べ始める。

　丸い食しよく卓たくには、俺、亜美、あずさちゃん、こま、そしてもう一人。

「ねえ、正樹」

　俺の裾を摑つかみ、非難するような眼まな差ざし。亜美に言われるまでもなく、分かっている。

　目の前で美味おいしそうに味噌汁を啜すすっている地味な茶色い着物の女の子。髪は果てしなく黒く、座っている畳たたみにまで広がっている。顔は亜美よりも幼く、小学生の中学年ほどぐらいの背せ丈たけしかない。瞳ひとみは真っ直すぐで藍あい色いろ。

　これが昨日、倉庫の裏に居た、『道』を塞ふさいでいた正体である。あの後、俺と目があった瞬間、電池が切れたように気絶してしまった。とりあえず渋じゆう滞たい解消のために、一時神社に連れ帰ってきたが、現に今でも彼女の力の大きさを感じている。どう考えても、俺たちとは桁けた違ちがい。

「なあ、君？」

　食卓から乗り出し、細い肩かたを少し叩たたいてこちらに気付かせると、くりっとした瞳でこちらを見つめる。亜美が仏ふ蘭らん西す人形なら、この子は日本人形といったところか。

「何？」

「あの……君はさ」

　一回声を止める。息を吸い込み、少し吐はき出した。

「何者なんだ？」

　言った途端、俺と亜美は精神を集中させる。彼女が本当にイサマトの類たぐいなら、いつ襲おそってきても不思議じゃない。これだけ強力な奴やつなら、俺たちの質問の意味が分かるだろう。

　お前はイサマトなんだろ、と。

「分からない」

　沈黙。

「はい？」

「分からないの。だって気付いたら、あそこに居て、誰だれも居なくって、それで変なのが一いつ杯ぱい居て、それでそれで……」

　俺を見つめている瞳がじわりと滲にじんでくる。やばい、昨日のことを思い出して、泣き出しそうになってる。な、何で、俺が悪い事してる気分になるんだ。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから。変なのは全部逃にげたからね」

　そんなことを言って、彼女の頭をなでなで。

「……ほんと？」

　溢あふれそうな瞳で。

「ああ、ほんとほんと。だから、大丈夫」

　ひとすじの涙なみだが頰ほおを伝ったかと思うと、途端に笑顔。何だか分かりやすいというか。

「……正樹。話、逸それてる」

　亜美の幾いく分ぶん冷たい声で我に返る。と言われても、分からないって。

「あの、ほんとに何も分からない？　何であそこに居たとか」

「うん……分からない」

「名前は？」

「分からない」

　……どうしろと。

「あずさちゃん、何か分からない？」

　とりあえず、助けを求めるが。

「さあ。私には何とも……すみません、お役に立てなくて。せめて少しでもお役に立ちたいのに。も、もう少し考えてみます」

　いや、まあ、知らないのは仕方ないから、一生の不覚、この罪は腹を搔かっ捌さばきお詫わびを、なんてオーラまで出して落ち込まれるとこちらが困ります。

「……あたし、どうなるの？　分からない、分からないよぉ……」

　そして泣き出してしまう。

「大丈夫だから。な、大丈夫だから。このお兄ちゃんを信じろ」

　頭をなでなでと。それにしても、手て触ざわりのいい髪かみの毛だ……やはり人間とは違ちがう。それでも、記き憶おく喪そう失しつのイサマトだなんて。大たい抵てい、人の姿をしているイサマトは総じて力が強い。だからこうして感じる力の大きさからして、この世に居てはならない存在だとは思うんだけど。

「こんなタイプの、見たこと無いな」

　独り言のように呟つぶやいてみる。

「イサマトとは限らないんじゃないですかぁ。私もこんなの見たこと無いですし」

　間延びしたこまの声。途と端たん、あずさちゃんの目が数割増して大きく。

「もしかして」

　もう質問は終わったと思っていたらしくまたご飯を頰ほお張ばっていた着物の女の子に詰つめ寄るあずさちゃん。女の子の手からぱらっと箸はしが落ちる。

「あなた、貴女あなた様は、縁えん結むすびの神一位、姫ひめ乃の守かみ時雨しぐれの尊みことじゃないですか？」

「ひめの……？」

　突とつ然ぜんの漢字の羅ら列れつに戸と惑まどう女の子。というか、俺もよく分からなかった。すると、小物入れらしきところからメモ帳を取り出すと、あずさちゃんはなかなか達筆な字を書き上げる。

「ひめのかみしぐれのみこと、です。隣となり町まちの姫ひめ由よし神社で祀まつられている縁結びの女め神がみなんですが……」

「その女神が何で、こんなとこに居るの？」

　同感だな。亜美の声を聞いて、またも異常に落ち込んでしまうあずさちゃん。

「実は……隣町の神かん主ぬしさんが、その、そそっかしい人でして。いえ、いつもじゃないんですよ。でも、どうしようもなかったというか、いえ、どうしようもあったのですが、でも」

「あの、はっきり言ってくれないか」

　という俺の声に決心したのか、ゆっくり息を吐いて、少しだけ息を吸った。

「……ご神体を盗ぬすまれたんです」

「え？」

　今、とんでもないことを口走ったような。

「ごしんたいって。ご神体だよ、ね？」

　神の分身として本ほん殿でんに祀られているご神体。それは人形であったり、刀であったり、鈴すずであったりする。普ふ通つうの人なら、それらはただの飾かざりでしかないが、実を言えば、あれこそ神々が本殿に戻もどるときに自分の居場所に行くための目印になる。それが無くなったとすると、まさしくそこの神は迷子になってしまう。

「はい。どうも盗とう難なんにあったようで、その時にお布ふ施せ以外にもご神体や祭具を盗まれたようで」

「一大事じゃないか。本部には連れん絡らくを入れたのか？」

「一応入れたようですが……なにぶん、こんな時季なので、本部からもどうしようもないと。でも、それが原因で渋じゆう滞たいするなんて。すみません、本当、すみません」

　いや、悪いのはあずさちゃんじゃなくて、無責任な本部の奴やつらだ。まあ、確かに今は『道』を塞ふさいでいる存在の除去にしか神社組も寺組も力を注げないんだろうが……『道』を塞いでいた原因が神だとは本部も驚おどろくだろうな。まあ、こんなこと、俺も聞いた事が無いが。

「ねえ……」

　亜美かと思って、引っ張られた裾すそを見つめると、そこには、女神ではないかと疑われている女の子。

「あたし、ひめのかみしぐれのみこと、なんて知らない」

「……知らない？」

　うん、と頷うなずく女の子。どういうことだ。いや、この子、最初から自分のことが分からないと言っていたじゃないか。ということは、ただの迷子じゃないのか？　神が記憶喪失になるなんて聞いたことが無い。

「正樹君、ちょっとぉ」

　間延びしたこまの声。とりあえず、女の子をその場に座らせておいて、畳たたみを四つんばいで移動してこまの近くに。

「神様が記憶喪失、なんて聞いた事ないぞって顔、してるねぇ」

　などと、少し腹の立つような間延びした声。ん、何だか引っ掛かかる言い方だな。

「何か知ってるのか？」

「正樹君、知らないかなぁ？　神とかイサマトでもねぇ、極度の霊れい的てきなダメージを受けたり、混乱に陥おちいったりすると、記憶を無くしたりするんだよぉ。自己防衛のためにねぇ」

　何でそんなことを知ってるんだ。という言葉は、俺の記憶の隅すみに残っているこまについてのことで思いとどまった。確か、こいつは本部での役職は玉城家の歴史……いわゆるイサマトとの戦いの歴史や神々の文ぶん献けんを扱あつかっている部門だったはず。

「極度のダメージか混乱……ね。でも、仮にも神にダメージを与あたえるイサマトとか人なんて、有り得ないだろ。大体、神々同士はいがみ合ったりしないし」

「じゃあ、混乱かなぁ？」

「それもだよ。確かにご神体という目印が無くなって驚いただろうけど、それにしたって、混乱とまではいかないだろう？」

「でも、あれだよぉ。お家うちが分からなくなっちゃって、どうしようどうしようってこんがらがったんじゃない？」

「仮にも、俺たちの何百倍も生きているんだぞ、神は」

「でも、見み掛かけは子供だよ？」

　いや、見掛けって。視線をそちらに向けると、亜美と一いつ緒しよにご飯を食べ続けている女の子。亜美から分けてもらった焼き鮭ざけを嬉うれしそうに食べている。見方によれば、姉し妹まいに見えなくも無い。亜美にしては珍めずらしいな、食べ物を人に分けるなんて……と思ったが、あいつが魚嫌ぎらいだということを思い出して納なつ得とく。

「で、どうします？」

　いつの間にか、こまの横に座り込んでいたあずさちゃん。あの女の子の相手は亜美に任せたらしい。まあ、年ねん齢れいが近そうだもんな……見掛けだけ。

「どうもこうも、もし本当に女神なら、すすぐわけにいかないだろ？」

　何しろ、まがりなりにも俺たちは神み子こなのだから。

「じゃあ、姫由神社に送り届けましょうか」

「でも、女神じゃなかったら？」

　あずさちゃんの提案に反論するこま。でも、仮に女め神がみだとしても、記き憶おくが無いままで神社に帰したとして、神の力は行使できないだろうし、何よりご神体が無いのだ。はい分かりましたと神社の本殿に戻れる可能性は低い。それにまたどこかに飛び出して、道の渋滞の原因になってもらっては二度手間だ。記憶が戻るまでどこかで預かるとか、本部に送るとかしても良いが、今の時季はどこも人手が足りないだろうから一時預かる許可もおりないかもしれない。道の渋滞を解消した場所があればそこで間借りでもすれば良いが、今から探しても、近くにあるかどうか……

　その上、この女の子がまだ、本当に姫乃守時雨尊、とかいう女神かどうかも疑わしいのは事実。普通の迷子、とは感じる力の大きさから言えはしないが、早はや合が点てんするのは良くない。イサマトでないという証しよう拠こもないのだ。よって、警察に送るわけにもいかないし、このまま解放するわけにもいかないだろう。

「当分、ここで預かるか」

　ふと呟つぶやいた言葉。即そく座ざに否定されると思っていた言葉。だが、現実とは単純なようで。

「良いアイデアですねぇ、正樹君」

「それ、良いですよ」

　何で、やる気満々な瞳ひとみをしますか、お嬢じようさん二人。

「い、いや、今のは適当に言っただけで。それに、まだ女神と分かったわけじゃ」

　などという言葉は二人には聞こえてないようで。

「ここに祀まつっている亜あ貴き月づき由ゆ布ふの命みことは姫乃守時雨尊と交流もありますし、なかなか寛かん容ような方です。おそらく了りよう承しようを得られると思います」

「さすが商あきないの神ですねぇ、太っ腹です」

　いや、意味不明ですよ、こまさん。そんな言葉は俺の心の中でしか反はん響きようせず、会話の矛ほこ先さきは既すでに朝ご飯を食べ終えた亜美とあの女の子の方へ。

「亜美ちゃん、正樹さんがこの子をしばらくここで面めん倒どう見るって仰おつしやっているんですけど、亜美ちゃんはどう？」

　頼たのむ。否定してくれ、亜美。などという言葉は届かなかったようで。

「良いよ、別に。正樹が言ったんなら」

　撃げき沈ちんでした。そんなやりとりを不安そうに眺ながめる女の子。何となく、自分のことを言われていると分かっているんだろうな。

「あ、あの、あたし」

「大だい丈じよう夫ぶよぉ。あのお兄ちゃんが、ここであなたの面倒を見るって言ってるから」

　途と端たん、長い黒くろ髪かみの女の子の視線は俺の方に……って、ちょっと待て。

「俺が面倒見るのか？」

「だって、言い出したの正樹君じゃない」

　いや、だから、あれは適当に言ったんだって。それに。

「一応、『道』を塞ふさいでいた原因は除去できたんだから、俺はもう本部に戻もどらないと」

　などと女め々めしい言葉を吐はいてみれば。

「大丈夫ですよ、正樹さん。こんなこともあろうかと、盆ぼんが終わるまで、正樹さんと亜美ちゃんはここの手伝いをするように申しん請せいしてますから」

　何と、手て際ぎわの良いことで。というより、そこまで時間が掛かかると思われていたのか……見かけによらず、なかなか手厳しい女性だな。

「そ、それでも、俺が面倒を見るなんて、おかしいだろ。普ふ通つう、女性の役割じゃないか」

「良いじゃないですかぁ、亜美ちゃんがもう一人増えたと思えば」

　いや、それはやめて。あいつが二人に増えたかと思うと。

「正樹、その顔は何？　蹴けるよ？」

　あなたのその笑え顔がおこそ、何、と聞きたいです、はい。

「で、でも、俺は」

「じゃあ、名前を決めないと、不便ですねぇ。女神だとしてもイサマトだとしても、固有名詞がないと」

「そうですよね。あなたは何か希望ありますか？」

「あ、あの、特には、無い」

　俺を無視する女性が二人。そして、妙みようにこちらを見つめてくる女の子一人。亜美はといえば、疲つかれたように足を投げ出して座り込んでいる。

　すみません、俺に人権を、発言権を下さい。

「でも」

　やはりこちらを見つめて喋しやべる女の子。顔にご飯はん粒つぶでも付いているのかと触さわってみるが、特に見つからなかった。

「この人が決めてくれた名前が良い」

　と、俺に指を。まさしくご指名ですね。いや、女神だとしたら、使命でも良さそうだが。こまもあずさちゃんも、じゃあ決めて、と言わんばかりに頷うなずく。まあ、彼女たちの目がきらきらと光って見えるのは気にしないでおこう。名前、名前か、自由に決めていいんだよな、俺が。ふっふっふ。

「そうだな、俺はゴンザ」

「正樹、変な名前付けたら、おじさんおばさんに言いつけるからね」

「……さすがだな、我が娘むすめよ」

「娘じゃないし」

　そんなやりとりを困こん惑わく気味に見つめる女の子。どうでもいいけど、見つめすぎです。あなたには、俗ぞくな私が珍めずらしいと見た……なんだか虚むなしい。

「えっと、もし彼女が女め神がみであれば、本当の名前が、姫乃守時雨尊だったっけ？」

「本当の名前というと語ご弊へいがありますが、私たち人間の間では、そう呼んでいます」

　なるほどね。

「じゃあ、簡単に姫乃で良いんじゃないか？　凝こった名前にしても、言いにくいだろ？」

　運良く、普通の名前っぽいし。

「ありきたりですねぇ」

「……まあ、妥だ当とうですよね」

「馬ば鹿かだ」

　と、一いつ斉せいに肩かたを落とす人たち。何だ、その反応は。俺、そんなにがっかりさせたのか。

「もっとこう、ジョセフィーヌとかそういうのが良かったですねぇ」

「あ、私はキャロルとか良いなって思いました」

「うぅん。シエルとか良いんじゃないかな」

　……悪いですけど、貴女あなた方のご希望に添そう事は出来ません。何で、そんなに西洋な名前を純和風少女につけようとするのでしょう、それが愛、というものなのですか。とまあ、無意味な妄もう想そうは置いて。

　勝手に盛り上がり始めている女性たちはとりあえず無視して女の子の方に目を向けてみる。

「……姫乃、姫乃」

　呟つぶやくように何度も唱える。やはり、少し安易だったか。

「やっぱ気に入らないか、な。そうだな……どんな名前が」

「ち、違ちがう。違うよ」

　と、裾すそを摑つかまれる。

「姫乃……あたし、姫乃が良い」

　という彼女の反応に肩をすくめる他ほかの女性たち。どう考えても、本人が良いって言ってるならね、などと言っているだろうな、心の中で。顔はかなりがっくりしているけれど。今度は、女の子の方に振ふり返り、頭に手を置く。

「じゃあ、今から、姫乃で良いよな」

「うん……ありがとう、お兄ちゃん」

　と、満面の笑みを返してくれる。

　そんな笑みになぜか心臓が唸うなった気がして、おいおい、などと自分でツッコミを入れるようにため息を一つ落とした。







　その後、朝食を食べ終えた俺と姫乃が居間に残されている。女神かイサマトか分からない女の子はちゃぶ台の向かいの座ざ布ぶ団とんの上でちょこんと正座してこちらをご覧になってらっしゃるが、さて、どうすれば良いのだろう。神かん主ぬし不在のため神主代行となっているあずさちゃんは元々の社務である社務所での経理や書類整理があるらしく、またこまも販はん売ばい所での売り子や境けい内だいの掃そう除じなどの雑務のため、それぞれ仕事に向かってしまって、亜美は俺の母さんに電話して必要な衣類や資金を送ってもらえるように要よう請せい中。もう三十分は経たっているのだが、おそらく俺の母さんと長電話でもしているのだろう。

　母さん、亜美の事お気に入りだからなぁ。

「あ、あの、もっと楽にしてくれていいから」

　正座はきついだろうと思って声を掛かけてみるが、姫乃はこちらをじっと見てからにこっと笑うだけで姿勢を崩くずそうとはしない。先ほどから、お茶は要いらないかとか、朝ご飯は美味おいしかったかとか、ご趣しゆ味みはとか、綺き麗れいな髪かみですねとか、肩揉もみましょうかとか、胸揉みましょうかとか、私を足で踏ふんでくれませんかとか話し掛けはしたのだが、一向に反応が無い。いや、あるにはあるのだけど、大たい抵てい、無言の笑え顔がおで拒きよ否ひしている感じだ。

　……まあ、最後のほうとかは拒否してくれて内心良かったと思いましたが。

「あの」

「あ、な、何？」

　少し首を傾かしげながらこちらに声を掛けてくる彼女。何となく居住まいを正してしまう。

「あの、亜美は」

　亜美、がどうかしたのだろう。何か気に障さわったのだろうか。もしかすると、かなり失礼なことをしている可能性も。

「亜美は、お兄ちゃんの何？」

　えっと、お兄ちゃんって俺なのかな。まあ、確かにおじさんと呼ばれるほどの年ねん齢れいじゃないが微び妙みようにむず痒がゆい。

「何、というと」

「奥さん？」

　……ナニカオッシャイマシタカ。

「い、いやいや、あの、奥さんって、意味分かってるか？」

　姫乃は目を瞑つぶって。だが、直すぐに目を開けてこちらをじっと見つめて。

「わかんない」

　わ、分からないんですね。

「奥さんじゃないの？」

「当たり前だ」

　大体、亜美は今年で十一歳、俺は十九歳。どこをどう見れば、俺の妻に見えるんだ……

「じゃあ、恋こい人びと？」

「全力で否定させていただきます。俺は、大人の女性が好きなんだ」

「ふうん」

　とまるで全すべてを悟さとったかのような微笑ほほえみを浮うかべる。な、何ですか、その笑顔は。こっちは自分がロリコン疑ぎ惑わくを掛けられているのでないかととても不安なのですが。

　姫乃は不意に足をもぞもぞさせると、そのまま正座の足を開くようにしながら、ぺたんと、所謂いわゆる女の子座りで座布団に座り込む。そして、首をちょっと傾げながら。

「喉のど、渇かわいたの」

「え？」

「何か、飲みたい」

　先ほどにもお茶を勧すすめたのですが、お聞きになっていらっしゃらなかったのでしょうか。それとも、人間風情ふぜいがあたしの希望にいちいち文句つけるんじゃないよ、ふん。的な考えの方なのでしょうか。

「……ん？」

　とりあえず、そんな風には見えません。そのくりっとした瞳ひとみから、そんなどす黒いものは見えないし、もしこれで中身がどす黒ければ、これから僕は何を信じて生きていけば良いのでしょう。

　ちゃぶ台から立ち上がり、台所の方へ。確か、麦茶は冷蔵庫に置いてあるとあずさちゃんが言っていたな。シンクの隣となりに置いてある冷蔵庫から麦茶の入ったペットボトルを取り出し、水切りに置いてあるコップ二つに注ついでいると。

「あ、あの」

　不意に声。振ふり返ると、そこには居間に居たはずの姫乃。

　なぜか大きいお盆ぼんを胸の前に持っているのですが。

「ど、どうかした？」

「手伝う」

　えっと、姫乃さん、もし、貴女あなたが女め神がみであった場合、女神である君に手伝われると、色々と言われそうなのですが、例えば亜美からとかこまからとか亜美からとか。

「い、いや、良いよ。さっきの場所に行っといてください」

　そう言うと、お盆を抱だきしめ、くいくいっと左右の肩かたを交こう互ごに揺ゆらし、こちらを見上げてくる。

「手伝う、手伝いたい」

　ああ、そんな可愛かわいらしさアピールな格好で言われると、少しどきっとしますね。おそらく計算とか何もなしでそういう行動をしているのでしょうが、それがまた胸にぐっときます。

「分かった。じゃあ、これ載のせるから、居間に先に行っててくれ」

　出来るだけ優やさしい声こわ色いろで伝えると、満面の笑みでお盆の表面を差し出してくる。そこに麦茶を入れたコップを置くと、また一つ微笑んで、でもすぐにきゅっと顔を引き締しめて、ゆっくり居間の方に歩いていく。それを尻しり目めに、俺は麦茶のペットボトルを冷蔵庫に入れ、ため息を一つだけついた。

　何だか、気が抜ぬけるな。あれが本当に女神なのだろうか、俺も何人かの女神に会ってきたが、あんなに子供っぽい性格のは知らない。まあ、記き憶おく喪そう失しつの副作用かもしれないし、神であるというのもまだ断定は出来ないが、見た目にはジャストヒットなので、大して違い和わ感かんはない。それどころか、あの容姿で、跪ひざまずけ、愚ぐ民みんども、私のヒールをお舐なめ的な性格であったなら俺は人間不信になりかねないだろう。いや、その、別に少しそういうのも良いかな、などという趣しゆ味みはありませんよ、ええ、神様に誓ちかえます。

「ねえ、お兄ちゃん」

「うわ、すみません、ストッキングを舐めたいなんて思ってません」

「……何、それ？」

　いや、貴女様は知らなくていいことでございます。

「どうした、何かあったか。ごきぶりが出たのか、それだったら俺は駄だ目めだぞ。そういうのは亜美を呼びなさい」

「ううん、ごきぶりは出てない。ちゃんと運んだの」

「お、そうか」

　それから言葉が続くかと思ったが、姫乃からは何も聞こえてこない。その代わり、上うわ目め遣づかいでこちらを見つめている。あれ？

「どうかしたか？」

「……運んだの」

「あ、ああ」

　また、沈ちん黙もく。姫乃は少し俯うつむきながらも、少しこちらに寄ってきて、上目遣いをちらちらと。その表情は笑顔でも何でもなく、無表情に近い。あれ、こういうの、どこかで見た……ああ、そうか、でも、して良いのかな。まあ、嫌いやがられたら止やめれば良いか。他ほかに理由も思いつかない。

「姫乃。運んでくれて、ありがとな」

　と同時に艶つややかな彼女の黒くろ髪かみへ手を伸のばし、そのままくしゃくしゃと撫なでまくる。姫乃は嫌がる様子も無く、目を細めてその行こう為いを受け入れている。

　やはり、か。まるでシルクを触さわっているような手て触ざわりの黒髪を楽しみながら、先ほどの姫乃の顔や行動を思い浮うかべる。それらは昔、ある女の子が褒ほめて欲しい時に見せた表情と行動に酷こく似じしている。まあ、あいつも、褒めて、とか言わない子供だったからな、というか、今でも子供か。

「……何してんの、正樹？」

「げっ」

　台所の入り口。その隅すみに顔を片側だけ出した亜美がこちらをじろりと形容するにふさわしい目つきで睨にらんできている。その整った眉まゆ毛げは訝いぶかしげに歪ゆがんでいた。

「げって何よ、げって」

「いや、何、何でもないさ、空耳だよ、亜美君」

「ふうん……」

　いや、あの、もうそこに居るのは分かっていますから、こちらに姿を見せてください。顔の片側だけでこちらを睨んでいる姿は怖こわいとしか言いようがない。

「何だ、何だよ」

「べっつに。それと、いつまで撫でてるのさ」

　ふと気付くと、頭を撫でられながらもこちらを見上げている姫乃の姿が目に入る。慌あわてて手を離はなすと、姫乃の髪の毛は文字通りくしゃくしゃに。しかし、それに気付いた姫乃は自分の頭を見るようにしてから、何度か頭をぶんぶんと振ふる。すると、直すぐにさっきと同じようにしっかり綺き麗れいに髪が戻もどっていた。形状記憶合金か、その髪は。

「ほんと、目を離すとすぐ」

　幾いく分ぶん、不ふ機き嫌げんそうにその姿を現すように物もの陰かげから出てくる亜美。な、何でそんなに怒おこっているんでしょう。

「別にいかがわしい事をしてるわけじゃないぞ、なあ、姫乃」

「いかがわしい、って何？」

　あ、いや、そんなこと聞くのは反則だと思うのです、姫乃さん。

「姫乃。いかがわしいってのは、正樹みたいな人のこと」

　お嬢じようさん。僕をそんな目で見てたんですね、そんな、僕はそんなのじゃないのに……涙なみだが出ちゃう、だって僕、男の子、いや、止めておこう。自分で思ってて気持ち悪くなった。俺たちのやりとりの意味が分からないのだろう、姫乃は小首を傾かしげながらこちらを見守っていた。

「あ、そうだ、おじさん、急用思い出しちゃった。ささ、ここは若い人たちに任せて、ワタクシめはお暇いとまさせていただきます。風が、海が、俺を呼んでサンバのリズムで出で迎むかえてくれるのさ」

　とりあえず意味不明な文字羅ら列れつを喋しやべりながら、文字通り逃にげるように台所から出て行く。後ろから、逃げるの、という亜美の声が聞こえたので、姫乃を頼たのむわ、と振り向きもせずに。まあ、さっきも仲良くやっていたし、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　靴くつに履はき替かえ、一いつ旦たん境けい内だいへ出て行く。熱い日ざしが頭に降りかかり、それから逃のがれるように近くの木の下へ逃げ込んだ。そこら中から蟬せみの鳴き声が聞こえ、陽ひの熱さよりも雰ふん囲い気きの暑さで汗あせが滲にじみ出てくる。額の汗を手の平で拭ぬぐい、その手で顔を扇あおいだ。

　さて、まずは昨日の場所だな。急用、というのは逃げの言い訳というのもあるが、あながち噓うそではない。

　あの姫乃が姫乃守時雨尊であるという可能性は高い。力の大きさはひしひしと伝わってくるし、何より漠ばく然ぜんとした心ここ地ちよさを彼女に感じた、そう、あれは、どうにも神と接した時のような……そんなことを思いながら、ぐるっと境内を見回す。さすがに昼前ということでそれほど通る数は多くないが、霊れいが滞とどこおりなく進んでいくのがいくつか見て取れた。昨日とは全然違ちがっている。おそらく、夜にはもっと顕けん著ちよに分かるだろう。やはり、あの姫乃が渋じゆう滞たいの原因であったと考えるのが普ふ通つうだ。だが、そこに俺は合が点てんがいかない。

　何で、隣となり町まちの姫由神社からここまで来たのだろうか。ご神体がなくなったとはいえ、自分の神社の場所ぐらいは分かる気がするし、もし本当に分からなくても自分の領域である土地から離れるとは考えにくい。

　それに、記き憶おく喪そう失しつというのも、何かおかしい。いや、その事実自体を疑っているわけではない。なぜそうなったのかが疑問なのだ。こまは、神でもダメージを受けすぎれば身を守るために記憶を無くすと言っていたが、そのダメージの原因は何なのだろう。いや、そもそもダメージが原因かも分からない。と考えてみるが、これは姫乃が女め神がみであったときのことで、可能性が高いといっても、彼女が女神以外の何かであるというのも捨てきれない。

　蟬の声が激しくなっていく。こんなところで考え事は駄だ目めだな、暑すぎて気が散ってしまう。考えるのは後にして、やはり昨日姫乃を保護した場所へ行ってみる方が良いだろう。

　本ほん殿でんが北にあり、木の根の根毛のようにこの境内から横道がそれていて、その中の一番奥、本殿の前にある横道に入り、そのまま進んでいく。狭せまい入り口とうって変わって視界が広がり、左目に大きな木が生えているのが見え、真っ直ぐ石いし畳だたみは続いていく。さすがに昨日とは、風景が全然違って見える。確か、この先で猿さるのイサマトと出会い、そして。

「ここ、か」

　額の汗を拭って、つい独り言。目の前の右手には家、とまでは言わないものの、なかなか大きな小屋が一つ。確か、この倉庫……といっても、中には祭具や文化財などを保管していると思うが……の裏に姫乃は居た。その倉庫を右目に見ながら、ずっと遠くを見つめるように空を見上げる。この先には、姫乃守時雨尊が祀まつられているという姫由神社のある隣町があるはずだ。直線距きよ離りにして、どれぐらいあるか、詳くわしくは聞いていないが、あずさちゃんによると、おいそれと歩いていける距離ではないらしい。やはり、おかしい。

　なぜ、姫乃はここで倒たおれていたんだ？

　助けを求めに来た、と考えるのが普通だが、それなら自分の神社の神かん主ぬしなり神み子こなりぐらいは居るだろうし、自分からここまで来なくても、ここの亜貴月由布命という神に救きゆう援えんを要よう請せいしたっていい。いや、そもそも、ここに来る前に本部でこのことについて、特に何も聞かされなかった。近所の神社で女神が一人行方ゆくえ不明になったんだ、何か俺たちに情報を……そう思ったとき、あることが頭に浮うかぶ。

「まさか」

　玉城家には神子に階級があり、あずさちゃんやこまが属する通つう称しようアルバイターと呼ばれる赤あか袴ばかまの下級神子に始まり、亜美の属する藍あい袴の上級神子、俺が属する水色袴の三さん位み宮ぐう司じ、青袴の二位宮司、紫むらさき袴の一位宮司と上がっていき、三位宮司以上はそれぞれに神社を持つことが許され、上の階級ほど所謂いわゆる有名な神社や由ゆい緒しよ正ただしい神社を任されることになるのだが、下級神子から上級神子、上級神子から三位宮司は一定年ねん齢れい以上であれば、試験を受けることで上がる事が出来るのに対して、それ以上の階級は一定年数、与あたえられた神社や社の管理を充じゆう分ぶんに行なったものだけが本部から与えられる形になっている。聞いただけでは簡単に思えるがこの、管理を充分に行なう、という言葉が曲くせ者ものなのだ。

　ただ、平へい穏おんに管理を続ければいいというわけでなく、それぞれに本部からある程度のノルマが課せられ、それを達成できなかった神社はその年を、管理年数に数えてもらえない。つまり人によっては死ぬまで三位宮司で終わる場合もあるというのが現状だ。言うまでもなく、神社内で何かが起これば、それどころでは済まないだろう。

　俺も一応は三位宮司であり、本部の中にある小さな神社の管理を任されている。もし、自分の管理している神社で祀られている神が自分の不ふ手て際ぎわ、もしくは偶ぐう発はつ的にも行方不明になってしまった場合、俺だったらどうするか。答えは、もう出ている。

「まあ、過ぎたことは仕方が無いか」

　ため息を出す事は禁じえなかったが、とりあえず、姫乃がここまで来た理由はやはり、助けを求めに来た、としか考えられない。それも、ここの神社に連れん絡らくするほどの暇ひまもないほど、混乱、またはダメージを受けた状態で。しかし、こうして暑い中、必死に考えていても、彼女が女神であると断定できるまでは……と心の中で振ふり出しに戻もどり。

　暑さをしのぐために先ほどの入り口近くの大きな木のところまで来て、その根元に座り込む。蟬せみの声はまだまだ止やみそうにはないようだ。

「ダメージ、というのは考えにくいな。もし神にダメージを与えようとしても、随ずい時じ彼らの身体からだは障しよう壁へきが守っているはずだし、神子が易やす々やすと神を危険にあわせるわけがない。とすると、混乱になるが……いくらご神体がなくなったとしても、神はそんなにやわじゃない。神社に何かあったとしても、神は自分と神社を分ぶん離りさせることが出来るから影えい響きようがあるはずがないし」

　実際、以前にある神社が火事に遭あったのだが、その際、神主が気付くのが遅おくれ、本殿は全焼。祭具やご神体も完全に焼失したらしい。その時に神も行方不明になったのだが、当の神は三軒げん隣となりの神主の実家の居間でお茶を啜すすっていたところを消火活動を終えた神主に発見されたという武勇伝だか冗じよう談だんだか分からない話を聞いたことがある。まあ、お茶を啜っていたかどうかは真実か定さだかではないが、つまり、本殿がなくなっても、神社がなくなったとしても、神が混乱したり動どう揺ようしたりすることは有り得ないだろうし、もし有り得たとしても、可能性はゼロに近いということだ。

　駄目だ、やっぱり分からん。声に出してみれば、少しは纏まとまるかと思ったが、ただの独り言に終わってしまった。これでは俺がアブナイ人みたいでは……あれ、何だろう、この称しよう号ごうのフィット感は。き、気にしないでおこう。

「ま、俺が考えなくても良いんだけど」

　本部に戻った時に報告すれば、俺よりもっと頭の良い奴やつらが原因を究明してくれるだろう。大体、頭脳労働が得意だぜ、なんて言えるほどの頭の良さは俺にはないことが何年も前から分かっている。

「どうしたのぉ、正樹君。こんなところで」

　不意に掛かけられた声。いつの間にか俯うつむいていた頭を起こすと、植木で仕切られた入り口には赤い袴に白い千早のポニーテールの女性。

「いや、別に何もないけど」

　こまは不思議そうな顔を一いつ瞬しゆんしたが、即そく、にまりと形容できそうな笑えみをたたえ、俺に近寄ってくる。何だ、その顔は。気色悪いですよ、こまさん。

「ふうん、何も無いんだぁ」

「何だよ」

「ふっふっふ、どうせまた、亜美ちゃんに嫌いやがられることしてぇ機き嫌げん損そこねたんでしょ」

　いや、あの、こまさん。それを理由にすると、まるで俺が妹の機嫌取りのプレゼントでも考えるシスコンな人に思われるではないですか。

「違ちがうの？」

「ああ」

　まあ、機嫌を損ねたのは事実っぽいけど。

「じゃあ、何かなぁ。もしかして、こんなお昼前の健康的な陽ひの下で、私の裸ら体たいを思い浮うかべながら……いやあん」

「百メートルほど後退していいか。全速力で」

　身み悶もだえしているこまに表情をあえて変えず。こまは心底楽しそうに笑い、噓うそ噓、冗談、と何度ものたまう。どうでも良いが、笑い続けている時点で貴女あなたの発言に確証をもてないのは私だけじゃないと思うのです、はい。

「まあ、若いのは良いことですねぇ」

「ちょい待て、何だ、その締しめは。というか、俺がそういうこと考えていたということが既すでに事実と認にん識しきされるようなことになっているじゃないか」

「そう思う時点でぇ、そうとしか考えられない正樹君の負けだと思います」

　……ぐっ。ひ、否定が出来ない。

「まあ、亜美ちゃんとは仲良くしなきゃ」

　俺の隣となりにある木の根に座り込みながら呟つぶやく。三角座りをして、彼女は頰ほおの汗あせを袴から出した赤いハンカチで拭ぬぐった。

「それは、分かってる」

「分かってるくせに、やっちゃう正樹君は駄だ目めな子」

　駄目な子呼ばわりされるほどのものだろうか。まあ、確かに時々やりすぎたかな、と思うこともあるけど。しばらくこまは黙だまり込み俺も蟬の声を無言で聞いていたが、横目で、彼女が俺を見ているのに気が付き、それに応こたえるように振ふり向いた。

「ねえ、正樹君。してないよね？」

「何のことだ？」

「封ふう印いん」

　その言葉に胸がうねる。まるで、ソイツ自身がここに居ると自己主張でもしているかのようだ。

「封印、解放してないよね」

「……ああ」

「いくら亜美ちゃんが居るからって言っても、無む闇やみにしないで、ね。もし完全に解放したら」

「俺は身体を維い持じできないってんだろ。分かってるよ、言われなくたって」

　まるで俺の姉であるかのように、優やさしい声こわ色いろで俺をくすぐっていくこま。俺は居い心ごこ地ちが悪くなって、こまから視線を外し俯いた。地面の土をスニーカーの踵かかとで削けずり、出来た穴を広げるようにその行こう為いを繰くり返す。
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　昔、俺は生まれて直すぐに封印をかけられた。なんでも俺の身体からだに人としては持ってはいけない大きさの力が宿っていて、それは俺の身を滅ほろぼすほどであったからだという。と言っても、そんなことは俺が物心つく前であるし、大して実感もない。子供の頃ころにそんなことを聞かされたって、まるでテレビの特とく撮さつのヒーローが改造手術を受けているのを見ているようなものだ。ただ、この封印は目め障ざわりでしかなかった。

　落ちこぼれ。

　高校の頃、俺はこういう部類に入っていただろう。封印の副作用である、下級神み子こにすら負ける持続力しかない俺は中学生での任務まではこなせた。しかし、俺は限界が来た事を知り、そして、挫ざ折せつした。

　そんな時、ある事件が起こった。その時に俺は封印が弱まり、追い詰つめられ封印が解放した。自分では制せい御ぎよしきれない身体が燃え尽つきるような力に死を意識した俺の前にアイツが現れたのだ。亜美、という名の女の子が。

　確かに亜美が居たから、今の俺が居ると思う。いや、亜美が居なければ、俺は何時いつまでも昔の俺のままだっただろう。それは分かっているんだ、分かっているつもりだ。だけど、どこかで亜美を連れ回す自分が嫌になる事がある。亜美はまだ、こういう仕事に就つく年ねん齢れいではない、ただ俺の我わが儘ままなのだ。亜美が何も言わないことが、唯ゆい一いつの救いであり、自じ戒かいでもあった。

　だが、俺は役に立ちたかった。玉城家の役に立ちたかった。ただ、それだけ、でも、それこそが俺には必要な事に思えた。昔は、それだけを思って生きていた。

　でも、それなのに、そうだからこそかもしれないが、こまは、いや当の亜美でさえ、俺のコレを心配している、不安に思っている。亜美は確かに封印について俺に協力をしてくれる、だが、その時のあいつの表情を見れば、自分の感情を殺しているのは、俺には一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。そして、こまはこうして、封印された力に頼たよろうとする俺を戒いましめるように今まで何度も語り掛かけてきてくれた。

「分かってるんだったら、もう少し亜美ちゃんへの接し方、考えるべきなんだけどねぇ」

　気が付くと、非難めいた視線。あの、何でしょうか、こまさま。

「接し方？」

「そうそう。確かに昔はさぁ、抱だきついたり髪かみくしゃくしゃってしたりして喜んでたのは確かだけど、亜美ちゃん、今年で十一だよ。思春期なんですから」

　思春期ねぇ。

「ううん、と言われても。今いま更さら態度変えたら、何だか亜美に女を感じているみたいに思われるじゃねえか」

　こまは大きくため息をついて。

「亜美ちゃんは、もう女性として見て良いと思いますよぉ」

「馬ば鹿かな、あの胸で大人と見てもらおうなど、百年早い」

「百年経たったら、おばあちゃんですねぇ……もしかして、正樹君、そういう方面に興味が」

　いや、待て。いいから待て。勝手に人の趣しゆ向こうを変えるな。俺が最大限不ふ機き嫌げんさを強調した表情をすると、こまは冗じよう談だんですよ、なんて言って、きゃっきゃと笑い出す。何が楽しいんだよ、こいつは。

「まあ、とりあえず、亜美はまだまだ子供だよ」

「でも、子供相手だとしても、時々刑けい法ほうに引っ掛かかるんじゃないかって思う」

「ああ、いい天気だな、ほら、こんなに涼すずやかで気持ちのいい風が吹ふいているじゃないか。あ、あんなところに蝶ちよう々ちようが」

　即そく座ざに立ち上がり、空に向かって手を広げる。暑い日ざしが俺を突つき刺さしていく。

「……汗あせ、めいっぱいかいてて、その上風も吹いてないのにぃ。もう少しごまかし方を練習した方が良いですよ？」

　うるさい。お前が俺の勢いでごまかされれば、問題はないというのが分からんのか、この非国民が。

「その程度で非国民扱あつかいされてもぉ」

「なぜ、思ったことがっ？」

「いや、声出してる」

　あれだね、僕の口は脳の指揮下から逃のがれようとかクーデターを起こそうとかデモクラシーだぜとか考えているのかね。

「あ、もうそろそろ時間ですね」

　と袴はかまの帯の部分にストラップを利用してくくりつけていた携けい帯たい電話を見ながら、こまは立ち上がり、手でお尻しりの部分を払はらう仕し種ぐさをする。

「時間？　サボってたのか？」

「ま、まさか。自主的に休きゆう憩けいしていただけですよぉ。何言っちゃってるんですか」

　……何も言うまい。その苦く笑しように免めんじて許してやる。

「そういう正樹君だって、姫乃さんの世話は良いんですか？」

「良いんだよ、俺より亜美の方が適任だ」

　と言ったところで、先ほど考えていた事じ項こうを思い出す。こまは、そういうのをサボりと言うんですよ、と呟つぶやいて。

「じゃあ、私は戻もどりますね」

「ああ、ちょっと待て」

　既すでに背中を向けていたこまは振ふり向き、無言で小首を傾かしげる。だが、すぐにはっとした顔で頷うなずき、にやにやと。嫌いやな予感がする。

「あ、ああ、分かりました。はい、良いですよ？」

　と、首を少し横に向け前ぜん傾けい姿勢になると、彼女は目をゆっくり瞑つぶる。

「……何だ？」

「いえいえ、照れなくても良いですよぉ。ほら、誰だれも居ませんしぃ。仕事中で汗っぽいかもしれませんが」

　……沈ちん黙もく。

「どうしました、ささ、早く。もう時間がないのです」

「だから、何のまねだ」

「いえ、ですから、あれでしょぉ、お別れのキッス。ほら、こう、頰ほおにちゅっと、ちゅっとぉ」

　無言で彼女に近づき、俺は唇くちびるを彼女の頰に……近づけるはずもなく、有う無むを言わさず、そのおめでたい頭にチョップを繰くり出した。

「いひゃっ？」

　驚おどろいたように目を見開き、こちらを見る。そして、俺の体勢と頭の痛みから何が起こったか分かったのだろう、恨うらめしそうに見つめて。

「た、叩たたく事、ないじゃないですかぁ」

「ハッピーな頭には打だ撃げきが一番だ」

　冗談なのに、と呟くこまに対して、ため息をつく。

「で、何ですか、呼び止めて」

　少し涙なみだ目めで不機嫌そうなのは俺のせいではないはずだ。

「姫乃のことを調べられるか？」

「姫乃……姫乃守時雨尊？」

　無言で頷く。こまは眉み間けんに皺しわを寄せてから。

「どういうことが知りたいんですか」

「そうだな、とりあえず出来るだけ。何だか、嫌な予感がするんだ。それに容姿の情報でも入れば、完全に彼女が女め神がみかどうかも分かる」

　こまは数秒考えるように空を見上げたが、俺に視線を戻した時には満面の笑えみで。

「分かりました。仕事熱心なのは良いことです。今夜の夕食のおかず一品で手を打ちましょう」

「え、いや、その、こう男の子はさ、食べ物とか女の子よりも多く食べないといけない生き物でね、つまりは食べ物を僕たちから奪うばうのは魚から水を奪うのに等しく」

「別に良いんですよぉ。自分で、本部に連れん絡らくとって、ファックスで書類を五枚ほど送ってもらって、全すべて記入して、その後ファックスで送って……」

「ごめんなさい、おかず一品で手を打ちます」

　悪いけど、あの書類にはもう手を触ふれたくない。書く事が多い上に調べたい事を事細かに書かされ、その上一字でも誤字があれば、書類が通らない。前に自分でやってみたが、五回ほど同じ作業を繰り返され、遂ついに諦あきらめた経験がある。

「分かりました。多分、今夜ぐらいには資料を送ってくれるようにしておきますねぇ」

　こまはその豊満な胸を拳こぶしで一度叩き、任せなさいという気き概がいをみせてくれる。揺ゆれてますね、ええ、大いに揺れてますね。たゆたゆと。

「ん、どうしました？」

「あ、いや、何でもない」

　危ない。視線がばれる前に逸そらしておいて良かった。別に怒おこったりはしないだろうけど、こっちが恥はずかしくなってしまう。だからって、見ないという選せん択たく肢しを選ぶのは愚ぐ行こうであるし、男として生まれたことの半分を損するようなものだ。

　眼福、眼福。

「じゃ、もう良いですねぇ。これ以上はあずさちゃんに怒られちゃいますから……というより、あの子に落ち込まれちゃいますから。ああ、私がもっとリーダーシップがあればぁ、なんて言って」

「ああ、確かに」

　何となく会ってそんなに経たってはいないけど、あずさちゃんの性格というか、真面目まじめさみたいなのは彼女の言動からひしひしと感じる。少し肩かた肘ひじ張はりすぎな感じもあるが。

「あ、正樹君。言い忘れましたけど」

「ん、何だ？」

「社務所にはしばらく近づかないでくださいね」

　何で、と聞こうとした途と端たん。

「ちょっとサプライズなことしてますから」

「ま、まさか、こまとあずさちゃんが社務所の中で組んずほぐれ」

「違ちがいます」

　途端、チョップを食くらいました。

「痛い……痛いよ、お姉ちゃん」

「弟キャラになろうなんて考えはぁ、歳としを考えてからしてください」

「じゃあ、おばちゃ」

「何か言いましたぁ？」

　こ、怖こわい。そのオーラは何だ……冗じよう談だんなんだから、そんな気にしないで、お姉さま。お姉さまは充じゆう分ぶんに若く美しいですよ、ええ、そりゃ、まだ二十二歳ですもんね、私の三つ上なだけですもんね。というフォローを入れながら、頭を下げるとこまのオーラは沈ちん静せいし。

「ふう……ともかく、ちょっと社務所はごたごたするんで、緊きん急きゆう時以外は来ては駄だ目めですよ。じゃあ、本当にこれ以上はあずさちゃんが泣いちゃいますので」

　言うや否いなや、こまは既すでに小走りを始めており、俺に後ろ向きで手を振ふりながらも、そのまま先ほどの植木の入り口を出て行った。おそらく、社務所に行ったのだろう。まあ、別に今のところ、社務所には用が無いからな。そう思いながら一度だけ空を仰あおぎ、背を伸のばした。

「さて……と」

　目をゆっくり瞑つぶり、静かに、イムの子キヨラの血を受け継つぎ、と唱え、目を開ける。すると、先ほどまでそこにはなかった、透とう明めいな絨じゆう毯たんのようなものが地面に敷しかれているように見えてくる。

　これが俺たち玉城が管理している道。ただ道を確かく認にんするだけであれば、力を使う必要はないのだが、一応、これからの仕事に対しては道が見えていないと話にならない。

　この時季の俺たち高位血統の神み子この仕事はいくつかあるが、まず、道の整備、管理である。整備、といっても、別に道を分解したりするわけでない。

　道において不都合な事、所謂いわゆる渋じゆう滞たいなどが起これば、道は多少なりとも乱れる。乱れる、というのは、たとえるなら、川が氾はん濫らんした後の川原かわらのようなもので、道が変に膨ふくれ上がったり、三つに割れたり、はたまた大回りな形に変わったりするものである。そんな状態は渋滞を再発しやすく、せっかく今年整備しても、そのままにしておけば、また来年も同じ事をしなければならない。そうならないために、そうして乱れた道を直す必要がある。アフターケアのようなもの、と俺は思っている。

　まあ、道を直す、と言っても大層な事ではなく、道は乱れやすい代わりに戻もどりやすい性質があるため、一度大きな力、例えば俺たち神子の力を道に流せば、あら不思議、変形した道が自然と戻っていくというごく簡単な仕事。本当は渋滞の原因を除去した後に出来れば、手っ取り早いのだが、大きな力を流すということは、通っている霊れいを結果押しのけるような形になってしまう。言うなれば、朝のラッシュ時に道路工事を始めるようなものなので、それでは本ほん末まつ転てん倒とう、こうして昼の通行量の少ない時間帯にこの作業を行なうように義務付けられているのだが……

　こうして頭の中で自分の仕事を反はん芻すうしているのは、俺が仕事熱心な真面目少年であるという事実も関係しているが、それだけではない。まあ、何だ、その……もう叫さけんでもいいよな。

「なんだこれはっ」

　俺の目の前に広がる道。いや、そりゃ、あんなに力の大きい存在が渋滞の原因であったなら、それなりに乱れてるだろうな、なんて考えていたんだけど、こんなにお乱れになる必要はないと思うんですけど。

　そこに広がっていたのは、俺の目に間違いがなければ、道というよりも、迷めい路ろとでも言ってしまった方がすっきりするもの。しばらく考えに耽ふけっていれば、勝手に都合よく変わってくれるかな、などという期待を大いに持っていたのだが。

「去年もある程度、力の強いイサマトだったけど」

　こんなにこんがらがるまでではなかったはずだ。あるところは三つ叉また、十字路、ヘアピンカーブなどに変わっているかと思えば、普ふ通つうは人が両りよう腕うでを伸ばしたぐらいの横よこ幅はばしかない道が糸のように細くなったり、それがカールしたり、もう何が何だか分からない。

「とりあえず、やっぱりあの姫乃が普通じゃないことは確かだな」

　ため息をつき、植木の入り口に向かって歩きながら、道を見ていく。まだ乱れていないところを探し、そこから力を送ろうと思った結果だ。

　難なく入り口付近で整った道を見つけたが、果たしていつも通りに力を送って、成功するのだろうか……不安に耐たえ切れなくなり、ふうっとため息がこぼれる。

　実はこの仕事は簡単ではあるが、失敗した時が少し厄やつ介かいではある。失敗、というのはもちろん道の完全な復旧が出来なかった場合で、成功した場合には使い切ってしまう俺たちの力が道の中に残り、それが元々ある道を通っていくなら問題ないが、元の道を通らずに乱れた道の方へ行ってしまうと問題が大有りである。何しろ、乱れた方は霊のような弱い力で作られた道なので、俺たち神子の大きな力を送ったりすれば、即そく座ざに破は裂れつしてしまい、力がその場に溢あふれかえってしまう。容量の少ないコンセントを蛸たこ足あしにして、家電製品を全すべて繫つなげた状態を考えると分かりやすいだろうか。もし、そんな状態になれば、何が起こるか……コンセントであれば、おそらく容量を超こえた電気量で発火したりするだろう。

　それが、道でも起こる。この場合、発火ではないが、もっと厄介なことが起こってしまう。大きな力が溢れかえれば、そこには、この力を欲しがる存在、イサマトが現れるのである。

　今は昼であるから、姿を具現化できるほどのイサマト……昨日の猿さるのような大した奴やつは来ないであろうが、それでも油断は出来ない。何しろ、俺の持続力はないに等しいため、多数のイサマトに囲まれれば……去年、見事に失敗して、神社の中を逃にげ回った挙句、亜美に助けられるという醜しゆう態たいを晒さらしてしまったことを思い出してしまったではないか。

　かといって、わあい、てふてふだぁ、わあい、などという行動をしてしまうような年ねん齢れいの亜美はまだこういう仕事は認められていないし、こまやあずさちゃんでは、悪いけど力不足なので、俺がするしかない。ええい、ままよ。

「ここは運試だめし。今年、俺にこま以外で彼女が出来るかどうかの占うらない代わりだ」

　道に向かって手の平を出し、そしてそのまま、イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならんと呟つぶやこうとしましたが、それはあまりにも無む謀ぼうではないでしょうか、やはり賭かけに負けたときに何もなしでは私の大切な命が危なく、一億五千万もの正樹ファンに対して申し訳が立たないですよね、と自問自答の結果、俺は本ほん殿でんに行き、途と中ちゆうで出会ったあずさちゃんから、ここの神、亜貴月由布命は玉城家からの召しよう集しゆうで留守であると確認し、ずかずかと本殿の中から目的の得物を持ち出し、こうして先ほどと同じ場所、同じ態勢に戻っているのですが、ああ、少し暑いな、と思って、先ほどこまと座っていた木の根に座り込み、しばらく休きゆう憩けいした後に再度同じ形に戻りましたが、ああ、そうだ、この頃ころ素す振ぶりをしてなかったなと思い立ち、ぶんぶんと振り回し、腰こしだ、腰を使って振るんだ、お前の力なら大リーグボールを打つことが出来るなどと呟いて、それは野球ではないか、はっはっは、そうか刀の素振りはこうだった、メンメンメンと繰くり返し、ふう、いい汗あせかいたな、ここで、先せん輩ぱい、これ使ってください、なんて言って良い匂においのするスポーツタオルを僕に手て渡わたしてくれる可愛かわいいツインテールの女の子でも居れば、などと考えつつ、それから、えっと、そのですね……とどのつまり。

「こ、こえぇ」

　まあ、そういうことである。くそ、小心者だと笑わば笑え。しかし、何時いつまでもこんなことに構っていてはただ暑いだけであるし、だからといってこれを放ほうっておけば、職務怠たい慢まんでしかない。悪いが、俺はサボり魔まなどというレッテルは御ご免めんである。仕方がない、昔の偉えらい人も、案ずるより娘むすめを産むほうが萌もえるではないかと仰おつしやってらっしゃる……ん、何か違ちがう気がするが、この際どうでも良い。

　決心し、右手をまだ乱れていない道に向け、静かに目を瞑つぶる。呼吸を落ち着かせ、左手で額に滲にじんだ汗を拭ぬぐった。

「イムの子キヨラの血を受け継ぎ、我、たましろとならん」

　途と端たん、暗い瞼まぶたから一いつ瞬しゆん、カメラのフラッシュのような光を感じる。即座に目を開けると、白い光が透とう明めいな絨じゆう毯たんのように見える道を辿たどっていき、通った後の変形した道はみるみるうちに本筋に吸収されていく。おお、今年は一発で成功……したと思ったのですが。

「え」

　突とつ如じよ、光が方向転てん換かん。わざわざ十字路を右折し、そのままヘアピンカーブへ突入。そして、案の定、光はコースアウトしたマシンよろしく、カーブの場所で弾はじけ飛んだ。

　そして、待ってましたとばかりに遠くから、青白い煙けむりではなく、血のように真っ赤な煙のようなイサマトがゆらゆらと漂ただよってくる。その数は、一、二、三……四。

「さて」

　爽さわやかに笑い、汗で濡ぬれた髪かみをかきあげる。

　正樹のコマンド。

　戦う。

　亜美をからかう。

　あずさちゃんと仲良くなる。

　こまから隠かくれる。

　逃げる。

　などと頭の中でいくつかコマンドが浮うかんだのは最近したＲＰＧの影えい響きようだろうが、何を選ぶかはもう決めている。

「逃げよう」

　即座にそれらに背を向け、全速力で戦域から離り脱だつ。ここは引っ搔かき回して、一つひとつ相手にでもしなければ、分が悪いのだから仕方がないのだよ、決して僕は逃げているわけではない、戦略的撤てつ退たいであるのだ……くそ、言えば言うほど、自分の姿が情けなくなってくる。

　ちなみに、この鬼おにごっこは十数分間も続いた。













　あの後、無事に道の整備を終えた俺はふらふらになりながらも、汗を拭いつつ母おも屋やへと帰き還かん。そして、なぜか静かな居間に戻もどってみると、姫乃が一人でぽつんと座っていらっしゃる。亜美め、逃にげたな。

「あ、お兄ちゃん、お帰りなさい」

　出で迎むかえてくれた姫乃の隣となりに座り、亜美は、と聞いてみると、伝え忘れた事があるって言って、電話してるみたい、と答えてくれた。ふむ、そうすると、またどうせ亜美とうちの母さんが長電話するだろうから、十数分は戻ってこないな。全く、どこにそんな話のネタがあると言うのだろう。

「ううん」

　とりあえず、亜美が居ないのであれば、俺が姫乃の相手をするべきだろう。なぜ他人ひと事ごとな言い方かと言えば、元々は俺の仕事であるとかそういう不都合なことは俺の頭からは消去されているからであるが、そんなことはともかく見た目、言動から判断するに何か遊んでやるのが一番であろう。ということで遊びを考えながら、額に滲み出た汗を拭う。野球拳けん、賭けポーカー、脱だつ衣い麻マー雀ジヤン……って、何だ、この遊びのレパートリーは。何で全部、アレ系なやつばっかりなんだよ。と、思いを巡めぐらしていれば、自分の体が汗でべたべたになっている事に気が付く。そりゃ、あれだけ走り回ったからな。

「風呂ふろ、入りたいな」

「お風呂？」

　姫乃は首を傾かしげて。

「お風呂、沸わいてるよ」

「え、そうなのか？」

「うん。あずさが汗あせかいたからって、入ってたみたい」

　……何です、今、あずさちゃんが入ってたと言いましたか、姫乃さん。俺は無言で立ち上がり、飽あくまで爽やかさを装よそおいながら。

「そうかそうか、風呂沸いているのか。じゃあ、俺も入ろう、うん」

「お兄ちゃん、どこ見てるの？」

　ふっ、明日を見ているに決まっているだろう、姫乃。汗をゆっくり流して、姫乃でも楽しめそうな遊びを思いつくことにしよう。決して、あずさちゃんの残り湯だとかあずさちゃんの残り湯だとかあずさちゃんの残り湯だとかを考えているわけではない。そう、断じてそうなのだ。

　そうと決まれば、話は早い。即そく座ざに昨日案内された風呂場へのルートを思い出し、傍はた目めからはごく普ふ通つうのスピードで、しかし、心の中では全力疾しつ走そうで突つっ走る。

　脱だつ衣い所のドアの前でノックをして、誰だれも居ないことを確かく認にんし、素す早ばやくその中に。ここで誰かの入浴中に入るなどという過あやまちを犯おかさないのが俺の利点だ。ただし、故意にそういった過ちの行こう為いをしちゃうのは俺のお茶ちや目めなところだ。などというどうでも良いことを考えながら、さっさと服を脱ぬぎ、既すでに引き戸を開き、風呂場の方へ足を踏ふみ入れている。一いつ般ぱん家庭用の広さの風呂場で、一人で入るには丁度良い広さである。

　そして俺より早く服を脱いでいた姫乃は即座に湯船の中へ。

「あ、こらこら。駄だ目めだ、姫乃。湯船に入る前に体を洗わないと」

「え、そうなの？」

　何だ、そんなことも知らないのか。

「そうだ。ちゃんと垢あかを取ってから入るのが礼れい儀ぎだ。特に自分が客であればなおさら」

　まあ、姫乃が女め神がみであれば、汗とかかかないから話は別だろうが……あれ、今、俺、誰と喋しやべってるんだ？

「そっか。じゃあ、あたしも体洗う」

　と笑え顔がおで言って、その真っ白な体を湯船から出そうと。

「って、待て！　出るな、いいから出るな！」

「え、は、はいっ」

　即座にどぼんと頭から沈しずみ込む姫乃。そして、湯船に漂う黒くろ髪かみと共に浮き上がってくる。頭まで沈めなくても……っじゃなくて。

「ななな、何で、ここにいるのですますございますかっ？」

　と立ち上がって指を彼女へ向ける。姫乃は濡ぬれた黒髪を手ぐしで梳すく様にしながら。

「お兄ちゃん、お風呂に入るって」

「いや、だからそこで何で一いつ緒しよに」

「え、駄目なの？」

「いや、あの、そこで真面目まじめな顔で疑問をぶつけられても……ん？」

　そこで気が付く姫乃の視線。彼女の目は俺の顔を見ているわけではなく、もっと下の方を見ながら話しかけてくる。もっと下、嫌いやな予感にさいなまれながらも、お嬢じよう様さまの視線を辿たどっていくと。

「ぐあっ？」

　即座に近くにあった風呂桶おけを手に取り、それを目的の場所へ。

「あ、あの。姫乃さん」

　ん、と首を傾げて、俺の顔を見つめてくる。

「み、見ました？」

　そう言うと、首を傾げながらこちらを上うわ目め遣づかいすること数秒。その愛らしい唇くちびるから出て来た言葉は。

「微び妙みよう」

「ぐっ」

　痛つう恨こんの一いち撃げき。という文字が頭に浮うかび、覚えず数歩後退してしまう。ああ、見たかどうかという私の俗ぞくな質問に、微妙という見た感想までつけてしまう高こう尚しような返答をしてくださる。嗚呼ああ、自分でも知らないうちに盗ぬすんだバイクで走り出してしまいそうなほど、ハッピーですよ。

「冗じよう談だん」

　そんな俺に微笑ほほえみ、くすくすと声を出して笑う。

「じょ、冗談……」

「こまに教えてもらったの、お兄ちゃんは冗談が好きって」

　ああ、我が婚こん約やく者よ。いつの間に姫乃に、冗談などという俗な物事を教えなさったのですか。僕は本当に、ここがもし地上百メートルの高層ビルであれば、即座にフライフライ、アイキャンなどと叫さけんで飛び降りていただろう。そんな破は壊かい力の冗談を操あやつれることも想定せずに教えるのは、犯罪だと思うんだよ。

「でも、半分本気」

　……数秒沈ちん黙もく。

「じょ、冗談だよな？」

「ふふっ」

　た、助けてください。この、冗談だと肯こう定ていも否定もしないテクニシャンな彼女のお戯たわむれから僕を助けてください。などと思っている俺のことなど無視するように湯船から体を出し、徐おもむろに石せつ鹼けんを手にとって、それを泡あわ立だたせていく。

「な、なあ、何をして」

「お兄ちゃん、背中洗ってあげる。ここに座って」

　とプラスチック製のお風呂ふろ用の椅子いすを勧すすめてくる。ああ、それは有り難がたい、出来ればマットを使ってソープのように……じゃなくて。

「いや、待って。まったく問題は解決してないし！」

「んう？」

　可愛かわいらしい声を出しながら、また女の子座りで風呂場にぺたん。あの、下、硬かたくて痛くないですか、というのはこの際、心のうちで留とどめて。

「あのだな、姫乃。お風呂は、一人で入るものだ」

「一緒は駄目なの？」

　いや、個人的には親しい成人女性となら、俺は……じゃなくて、小さい頃ころに親子同士とか兄弟同士とかなら別に問題はないけれども、貴女あなたと私はただの赤の他人でありますので、もし一緒に入った事が他ほかにばれた場合は僕の社会的地位が下がるだけならいざ知らず、タイホなどという事態にも陥おちいってしまう可能性があるんですよ、え、何で他人は駄目なのか。それは、そういうものだからです。人間の世界ではそういうものであり、俺たちは人間なのですからそのルールに従うべきであって、え、誰だれがルールを作ったか、いや、それは昔の偉えらい人たちが……

　と、一いち人にん称しようが幾いく度どか変化しながらも何分か説得を続けたところ、姫乃は分かってくれたらしく。

「うん、分かった。あたしはお風呂から出て行かないといけないんだね」

「……そうです、その通りです」

　風呂場の暑さと混乱でグロッキーな状態になってしまっている。汗あせを流し疲つかれを取ろうかと思って入ったのに。

「じゃあ、あたしは出て行くね」

　と湯船から体を出す姫乃。さすがに普ふ通つうの存在ではないためか、暑さなどは感じないらしい。とりあえず、彼女から視線を外して真っ白な体を見ないようにし、風呂場の引き戸から出て行くのを待っていると。

「誰かお風呂使ってるの、話し声が聞こえたけど？」

　……え。

「あ、亜美」

「あ、正樹が入ってるの？」

　ああ、と言おうとしたところで、俺は重大な事に気が付いた。

　姫乃が既すでに引き戸に手を掛かけているっ？

「うわ、止やめ」

　瞬しゆん時じに姫乃の手を右手で摑つかみ、何、とでも言おうとしていた口を左手で塞ふさぐという誘ゆう拐かい犯はんスタイルで姫乃を拉ら致ち……ではなく、押し留める。引き戸は無事一センチも開いておらず、姫乃はくりくりと目を動かして、何か言いたげではある。悪いが、今は説明している場合じゃない。

「ど、どうかした？」

　とたとたと音が聞こえ、引き戸のすりガラスに黒いドレスのシルエットが浮かび上がる。くっ、声が聞こえていたか。

「い、いや、何でもない。こけそうになっただけだ」

「そう？　姫乃の声が聞こえた気がしたんだけど」

　この地じ獄ごく耳みみめ。いや、ここでは意味が少し違ちがうか。

「ああ、そうそう。姫乃知らない？」

「い、居間に居なかったか？」

　ここに居るけど。

「ううん。居ない」

「じゃあ、トイレとか」

　俺が捕つかまえてるけど。

「うん、そこも居なかった……って、神様はトイレしないでしょ」

「そうだったな。じゃあ、境けい内だいとかは？」

　裸はだかで俺の腕うでの中だけど。

「あ、境内かな。でも、途と中ちゆうで見つけられなかったけど……もう一回捜さがしてみる」

「ああ、ここで俺に拉致られてるけど」

「はい？　何か言った？　聞こえなかったんだけど」

「あ、いや、何でもない」

　そう、と少し疑うような声こわ色いろを出したが、すりガラスの向こうの亜美はくるっと回れ右をして、すたすたと脱だつ衣い所から出て行く。ど、どうやら乗り越こえたようだ。それにしても、脱衣所まで入ってくるとは……もし姫乃の着物を見つけられていたら。

「ど、どうしたの、お兄ちゃん」

　口から手を離はなし、完全に誘拐スタイルから解放されて第一声。あの、先ほどの私の説得は全然役に立っていないんですね。そんな間に完全にのぼせ上がり、少し頭がくらくらしてきてしまった。少し気持ち悪い。

「あたし、出て行って良いの？」

「あ、ああ……」

　俺ももう出よう。これ以上は倒たおれてしまう。そう思って、姫乃が引き戸に手を掛けると同時に立ち上がった。のが駄だ目めだった。

「あ」

　気付いた時には視界は完全に揺ゆれており、平へい衡こう感かん覚かくは完全になくなっていた。俺の声に気付いたのか、姫乃はこちらに振ふり返り。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　という声を聞いた瞬間、世界が回った。既に立つ事は限界だったらしく、重力に引かれるがまま、抗あらがう事も出来ずに。スローモーションのように倒れていく時の映像が流れ、倒れる方向に姫乃が居る事に気が付き、何とか体をそらせようとしたが無理だったらしく。

「あ……」

　姫乃の声が響ひびくと同時に俺は彼女を押し倒すように倒れこんでいた。だがいまだに世界は回っており、彼女を気き遣づかうことも出来ない。だが、俺が両手を床ゆかについたおかげでお嬢じよう様さまを押しつぶすような事態にはならなかった。

「お、兄ちゃん。大丈夫？」

「あ、ああ」

　その声から、怪け我がとかはないと分かって安あん堵どする。だが。

「正樹、大丈夫？　大きな音がしたけど」

　という声が聞こえた瞬間、俺の頭が状じよう況きようを理解しはじめる。なのに、いまだにダメージの残っている俺は動く事も出来ず、危機回かい避ひなどという選せん択たく肢しを知らない姫乃は倒れこんだまま。そして、亜美の足音はどんどん近づき、遂ついにすりガラスに彼女のシルエットが。

「正樹、良い？　開けるよ？」

　ああ、待て、亜美。待ってくれ、来るんじゃない。違う、これは、これはな、そう、風呂ふろ釜がまでガス爆ばく発はつが起こって、姫乃の上に爆風で飛んできた石が当たらないように俺がカバーを……って、ごまかせねえ！

　良い言い訳も考えられず、また入るなという言葉も出て来ず、俺はそのままこの流れを甘かん受じゆするように何も行動できないまま、亜美が引き戸を開けるのを見守っていた。

「ねえ、正樹。返事しなさいよ、もしかして頭でも、う……」

　引き戸を開けた姿で見事に固まるゴスロリ服の亜美。

　素すっ裸で風呂場の床に仰あお向むけで寝ね転ころがっている姫乃。

　そして姫乃を押し倒しているような格好の、これまた裸の俺。

　世界が凍こおりつく音を聞きながら、俺は引き戸の上の方から出て行く湯気の代わりに入ってくる冷たい風に心ここ地ちよさと、言い知れぬ恐きよう怖ふを感じていた。







「あ、あの、亜美ちゃん。お醬しよう油ゆ、取ってくれないかな？」

　出来る限りの友好的な声。それなのに当のお嬢様は無表情のまま、自分の取り分を平らげていくだけ。そして、この食しよく卓たくに重苦しい空気が天てん井じよう辺りから。

「あ、ま、正樹さん。お醬油ですね」

　と、亜美の隣となりに正座しているあずさちゃんがすかさず醬油を手に取り、こちらにおいてくれる。

「正樹君、あんまり冷ひや奴やつこにお醬油かけちゃ駄目ですよぉ。塩分、取り過ぎると早死にしますから」

　絶ぜつ妙みようなタイミングで喋しやべりだしてくれるこま。そのおかげで、夕食を囲んでいる四人プラスおそらく女め神がみな一人の間にあった空気は少し熱を持ち、上じよう昇しようを始め……

「さっさと死ねばいいのに」

　……ようとした空気を見事に直ちよつ滑かつ降こうの角度で落としてくるゴスロリのお嬢様。やはり変わってないか。

　風呂場での『もしかすると女神様をお風呂にご招待事件』の折、もとい俺と姫乃が非常に誤解されやすい位置で亜美に見つかった時、俺は、コンクリで固められて東京湾わんに沈しずめられる、マグロ漁船に乗せられ海の真ん中で捨てられる、悪の秘密結社に改造手術をされる、アレな小太りの中年男性の玩具おもちやになどの、その他多くのありとあらゆる不幸な出来事が頭をよぎった。

　だが、亜美はそのまま風呂場の引き戸を閉めると、すたすたとどこかへ。そう、あまりにも呆あつ気けないほどに何もなく。ともかく誤解を解くべきだと俺は感じて、直すぐに服に着き替がえ居間に戻もどっていた亜美に事情を説明したのだが。

「ああ、はいはい。分かってる、事故なんでしょ」

　と冷たく言うや否いなや、立ち上がるとまたすたすたと。そんな態度を取られれば、亜美が納なつ得とくしていないのはよく分かる。亜美の後についていき、いや、だからあれは姫乃が、と言い訳を続けると。

「分かってるって」

　亜美は俺の声を聞かないように足を速める。

「いや、分かってないだろ」

　亜美はずんずんと廊ろう下かを突つき進む。仕方がなく俺もそれを追いかける。所しよ詮せん、小学生程度の足の長さで大人に勝てるわけがないため、直ぐに追いつき、また最初から話を始めようとすれば。

「私、トイレに行くんだから、ついてこないで」

　おお、そうか。ならば、トイレの前で話でも……と思っていたのだが、亜美は目的のトイレを目の前にして、すっと角を曲がっていく。

「あれ、トイレ」

「なんだか、嫌いやな予感がした」

　また少し俺より足の速度を速めながら。なるほど、俺がドアの前で話をしようとしたのを本能的に悟さとったか……そして、直ぐにまた追いついて。

「いやいや、お嬢じようさん。こんな早足で喋っていると疲つかれてしまう。イチゴミルクキャンディーでもしゃぶりながら話をしようではないですか、ほら、こっちのあぁめはあぁまいぞ」

　などと軽口で言ってみたりしたけれど。

「話すことないし、飴あめも要いらないし、飴舐なめてたら話しにくいじゃないか。その上、音おん痴ち」

　と返して、またもや速度を上げる。というか、今度はギアが変わったのかと思うほど早足。競歩並の速さにまでなっているためか、俺の額から汗あせが滲にじみ、亜美からも、荒あらい息が聞こえ始めた。

「あのだな、亜美。俺が年下に興味がないのは」

「知ってるよ。だから、分かってるって言ってる」

　何とか追いついて話しかけるが、亜美はまたスピードアップ。何だ、従妹いとこの白い足は化け物か。というか、既すでに小走り。

「いや、だからさ、もう少し俺の話を」

「聞きたくない」

　小走りレベルアップ。さっきから家中をどたどたと走り回っていて、さっきの角はもう四回目である。

「いや、聞け、よ。聞いてくだ、さい」

「何、よ、言い直、しちゃって」

　小走りがいつの間にかだんだん本当の走りになっているのに気が付いているのかいないのか、亜美の顔は真っ赤になりながらも足を遅おそめる気も止める気もないらしい。その証しよう拠こに俺が話しかけようとした瞬しゆん間かんにぐんっとスピードをあげて。

「ああ、だか、ら、あ、謝る、から」

「な、んで、あんた、に、謝って、しなきゃいけないのよ」

　既にほとんど全力疾しつ走そうに変わっている亜美は、もらわなきゃいけない、すらも言う事が出来ないようで、黒いドレスを翻ひるがえしながら華か麗れい、とはいえないどたどた走りで俺から逃のがれようとする。そして、俺も何度も角を曲がる亜美を追いかけることで息が切れ切れになり。

「ついて、こないでぇ！」

「話、聞け、ってぇ！」

　ちなみにこの追いかけっこは、障害物の多い家の中ということもあり、小回りの利きく亜美に勝てるはずもなく、十分後、廊下で虫の息となっていたところをあずさちゃんに救出された。どうやら、姫乃から話を聞いたらしく、私が話してみます、なんていう女神のような優やさしさを発揮して、任せてください、と猛も者さのような勇ましさを俺にアピールしてくれた……が。

「も、黙もく秘ひ権けん、使われました。何がいけなかったのでしょう、やはり私の日々の行ないが悪いのでしょうか、うう」

　涙なみだ目めで帰ってきた。おそらく、一いつ切さい無視されてしまったのだろう。まあ、普ふ段だんの愛あい想その良さから比べるとなあ、さすがに。ちなみに、あずさちゃんはその責任感の強さからかショックで落ち込んでしまい、半時ほど本ほん殿でんから出てこなかった。

　その後、昼飯にはしっかり来て、ちゃんと自分の分を平らげたのだが、何も話さずにまた自分に宛あてがわれた部屋へ戻もどってしまう。こまはどうやら、俺たちの追いかけっこを見ていたらしく、正樹君、しつこい、とだけ言ってから、ま、仕方ないんじゃない、夕食ぐらいになれば、戻ってるよと付け加えた。そして、今、その夕食を食べているのだが。

「亜美ちゃん。ほら、俺のトリカラやろう。ほら、皿出せ」

「要らない」

　……どうすりゃ良いんだよ。まあ、まだ応答してくれるだけ昼飯の時よりは改善しているとは思うが、素っ気無さは相変わらず。

「ご馳ち走そう様さま」

　いち早く食べ終わった亜美は直すぐに居間から出て、廊下を歩いていく。ふうむ、国交断絶状態から少しは良くなってはいる。でも、このままの状態で帰る事になれば、叔母おばさんになんて言われるか。あいつ、黙だまってても、行動で直ぐに分かるから。

　亜美を見送って、今度は何も喋しやべっていない姫乃に視線を。そこでは、美味おいしそうに鳥の唐から揚あげを頰ほお張ばり、ばくばくと食べ続ける姿。

　昼飯後、へそを曲げてしまった亜美の代わりに俺が姫乃の世話……いや、元々は俺が世話役だったか、まあ、とりあえず、することになり、このお嬢様は特に亜美が相手でも、俺が相手でも良いらしく、外に出たいと言い出した。まあ、まだ昼であるし、道の整備も終わったため、特に反対することもない。そう思って外へ連れ出したのだが、もっと熟考するべきだったのだろう。今となっては、甘あま酸ずっぱい青春、ではなく、過ぎた事ではあるが。

「で、何かしたいのか？」

　境けい内だいには、参拝客が数人居るものの、別に着物姿の姫乃を好こう奇きな視線で見る者も居なかったため、普通に話しかけたのだが。

「ううん」

　と唸うなり声が返ってきたのみ。

「ど、どうかしたか？」

　しかし、姫乃はゆっくりかぶりを振ふり。

「何か、変」

「変？」

　いや、別に風景に変なところもないし、姫乃自身にも何も変化はない気がするのだが。

「変って、何が？」

「わかんない」

　そう言われてはどうすることもできないな。なんて考えていると、姫乃の前に二羽の烏からすが降りてくる。どうも人ひと馴なれした烏のようで、その黒光りしたボディをこちらに自じ慢まんするかのように前から動こうとしない。

　ふと、姫乃を見ると、彼女はその烏たちをじっと見つめ続けている。ああ、もしや、へっへっへ、この烏野や郎ろう、美味うまそうな肉付きしやがって、焼き鳥にでもしてやろうか、こんちくしょう的な考えでも持っていらっしゃるのでしょうか。今にも飛びついて、生きたまま喉のど元もとに食くらい付き、羽が口に入って邪じや魔まだ、ぺっぺっぺ、みたいなことをしたいのでしょうか。あなたのような容姿が可か憐れんなお嬢じよう様さまがそんなことをすれば、さすがにこちらを気にしていない参拝客の目にも留まり、この佐瀬波神社が化け物少女の居る神社という名めい誉よある称しよう号ごうを得なければなりません、やめてください、私が代わりにあなたの行こう為いを受け入れましょう、ああ、そんなところをお嚙かみになっては、あ、ああ……などという考えをしたとき、ふと、何か、そう、言うなれば別に風が吹ふいているわけではないのに、風が通ったかのような感かん触しよくが身体からだを通っていく。しかも、これはどこかで感じたことがある、そう、確かこれは。

「ふふっ」

　姫乃の微笑ほほえみで思考を中止。先ほどと同じく烏を見ているだけのようだが……と先ほどと何か違ちがう事に気が付く。えっと、何と言うか、さっきまで普通だったのに、二羽の烏が今は寄り添そってるような感じに見えるのは私だけでしょうか。

「あ、あの姫乃。お前」

「あ」

　何かしたのか、と繫つなげようとした俺の話を聞く前についっと境内の入り口の方へ。人の話は最後までしっかり聞くと親に言われませんでしたか、と言おうとしたが、親が居るかどうかは微び妙みようだななんて考えをしているうちに入り口で近所の人らしき女性に散歩されていた犬としゃがみこんでじゃれあっている姫乃のもとへ。

「あら、お兄さんですか？」

　なかなかに上品そうで清せい楚そな女性は微笑みながら呟つぶやき、姫乃をちらっと見る。まあ、傍はた目めには妹にしか見えないよな。

「あ、え、はい、すみません。妹が」

「いえいえ」

　当の姫乃は犬をじっと見つめ、にこにこと。しかし、当の犬はぶんぶんと尻尾しつぽを振っていたにもかかわらず、突とつ然ぜん全力で吠ほえ立ててきた。姫乃に吠えたのかと思ったが、視線は姫乃を通り越こした向こう……には、一匹ぴきのネコが挑ちよう発はつするようにこちらを見ながら身体を固めている。

「あ、すみません、犬が吠えますので、これで」

「あ、はい。姫乃」

　と姫乃を犬から離はなそうとすると、彼女はすっと立ち上がり、無表情なままで後ろのネコと前の犬を交こう互ごに見つめる。
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　途と端たん、風が吹いたような感触があったかと思うと、突然ネコが犬のもとに走り寄り、じゃれあいだした。

　……今感じた風のような感触、俺に覚えがある。そう、これは紛まぎれも無く、神が能力を行使した際の力の流れそのものだ。そして、先ほどのと合わせ、どちらもこの笑顔のお嬢様……姫乃から発せられたものだ。

「姫乃？」

　彼女は笑顔で、じゃれあう犬いぬ猫ねこと戸と惑まどう犬の飼い主の女性を見つめていたが、こちらに気が付き、不思議そうな顔で振り返った。

「何？」

「今、お前、何した？」

　そんな俺に彼女は笑顔で。

「わかんない」

　と言った瞬しゆん間かん、風のようなものが俺の身体を通り過ぎていった。嫌いやな予感がした俺が瞬時に後ろを振り返ると。

「お前のような素す晴ばらしい男が居たとは」

「俺もだ。何で気付かなかったんだ」

　と抱だき合う中年男性二人を筆頭に、木に頰ほお擦ずりしだすおばさん、蟬せみに愛の歌をプレゼントしている大学生ぐらいの男性、石を愛めでるご老人、と参拝客のほとんどが取りつかれたような行動を起こし、そうでない参拝客も突然の異様さにどよめきを隠かくせないでいる。こ、これは……直感的に危険を感じた俺は姫乃を抱きかかえると、一目散に母おも屋やへ逃にげ帰り、姫乃を玄げん関かんに座らせ。

「姫乃……今、何かしたよな？」

　しかし、当の姫乃は首を傾かしげただけ。

「わかんないけど」

「けど？」

「変なの」

「えっと、何が」

「わかんない、けど」

　とまあ、この問答を何度か繰くり返した末に、とりあえず、さっきみたいなことはしちゃいけないよ、とだけ釘くぎをさすと、不思議な顔つきになりながらも、分かったと呟いた。

　おそらく、彼女が変と言っていたのは、力が自分で確かく認にんできるようになったからだろう。そして、わかんない、と呟きながら起こしたあの力はどうみても、縁えん結むすびであった。

　これで完全に、彼女が女め神がみであると分かったのだが、俺が、正体は女神であったと言えば相当びっくりするはずだ、なんて思って親切心でこまにそう伝えれば、え、女神だから預かったんじゃないんですか、そういう風に本部にも連れん絡らくしましたけどもしかして駄だ目めでしたかねぇ、などと呟かれ、脱だつ力りよくしたのは言うまでもない。

　ちなみに姫乃の無差別縁結びの被ひ害がい者しやたちは、どうやら効き目が弱かったらしく、しばらくすると、元に戻もどったらしい。しかし、戻った瞬間に怒ど声せいや何やらが境けい内だいから聞こえてきたため、確認はしていないが。

　まあ、姫乃の方はとりあえず保留にしておこう、まだ本部から資料も送られてきていないのだ。さて、食べ終えてから、ラウンドツーといこう。そう思って、亜美にやろうとしていた唐から揚あげを食べようと皿を見ると。

「あ、れ？」

　ない。確か、もう一個残っていたのに。

「あ、唐揚げなら貰もらいましたよ」

　と隣となりのこまがもしゃもしゃと口を動かしながら。口に物入れて喋しやべるんじゃねえよ……って、貰った？

「な、何をしやがる」

「いや、ほら、お昼前に言ったじゃないですか。書類申しん請せいのお代に夕食のおかずをって」

　……ああ、そんなこと言ってましたね、僕。

「ちくしょう。飯がしょっぱいぜ、世せ知ち辛がらいぜ」

「あれ、お塩は入れてないんですけど……」

　いや、あの、まともに受けてもらっても困ります、あずさちゃん。そんな俺の気も知らずに、俺の先ほどの発言を事細かにあずさちゃんに説明するこまと、それを聞いて何度も頷うなずくあずさちゃんを無視して自分の分を食べ終えると、静かにご馳ち走そう様さまと呟つぶやき、居間を出て行く。

　さて、魔ま王おう退治、もといお嬢様の機き嫌げん取りにいきますか。

　廊ろう下かを歩いて、ふと中庭に視線を。月が綺き麗れいに光り、木々を照らし、こぢんまりとした池に沈しずんで消える。それにしても、まさかあのタイミングで亜美が来るとは思ってもみなかった。というか、亜美も亜美だ。普通、親族とはいえ、大人の男が入っているのだから、おいそれと風呂ふろ場ばに侵しん入にゆうされては困る、そうだ、そうだよ、俺は全然やましいこととかしてないんだから、悪い事はないんだ、悪いのは全部亜美……いや、素直に謝ろう、うん。どんなに自転車の運転手が余所よそ見みをしていても、ぶつかった時点で車の運転手が全すべて悪いという事になっちゃうんだからな。

　亜美の居る部屋の前に。おそらく、足音で大体誰だれかが来たぐらいは分かっているだろう、その上で何も物音を立てないところをみると、居留守でも使おうとしているのかもしれない。

「亜美、居るか？」

　応答なし。やはり居留守を使うらしい。しかし、こんな夜中にこの部屋以外では風呂とトイレ以外にあいつの行きそうなところはない。風呂はまだだし、トイレは電気がついていなかった。まあ、仕方がない、ここは強行突とつ破ぱといこう。

「亜美、入るぞ」

「居るから入るな」

　あ、新手の居留守ですね、それは。既すでに居留守ではないから、ただの拒きよ否ひともとれるが、そんなものにかまわず俺は襖ふすまを蹴け破やぶり、驚おどろいた亜美の体に襲おそい掛かかると、その黒いドレスを力任せに破……るわけがなく、静かに襖を開いた。

　亜美は既に夏も終わろうかという時に、梅雨つゆ時のようなじとっとした視線をこちらに向けて、直すぐにぷいっと顔を逸そらし、ちゃぶ台を見つめる。

「あれ、亜美、居たのか」

「さっき居るかって……っ」

　振ふり向いたと思うと、直ぐにきゅっと口を結んで、憎ぞう悪おに満ちた視線を向けてからまた元の位置に。ふっふっふ、引っ掛かったな。以前から亜美は誰かと喧けん嘩かしたり気に入らないことがあったりすると、完全にその相手と話さないようにして拒絶を表すという癖くせがある。だが、基本的に愛あい想そが良い、というか、ノリが良い奴やつだから、ちょっとしたツッコミどころを出してやると、不意に喋しやべってしまうことがあるので、さっきのようになってしまう。でも、この程度で会話する亜美も亜美だと思うのだが。もう少し辛しん抱ぼう強づよくできないのかね。まあ、その方がこっちには都合が良いが。

「あれ、どこに行くんだ？」

　亜美が立ち上がろうとした瞬しゆん間かんを狙ねらって。亜美は何も言わずに視線を泳がせ、何か喋ろうか無言で出て行こうか考えているようだ。何というか、ここで出て行かないところがお前の良い所というか、間ま抜ぬけというか。

「俺はここの本を読みに来ただけなんだが」

　事実、本ほん棚だなはこの部屋にしかなく、それは亜美も部屋を紹しよう介かいされた時にあずさちゃんから聞いている。

「……白々しい」

「ん、何か言ったか。俺は独り言、言ってるだけなんだけど」

「……っ」

　はっはっは。そんな恨うらめしい目で見られても、びくともしないよ、お嬢じようさん。

「ただ足が痺しびれて立っただけなんだけど」

　と、すとんと畳たたみに座り込む。ふう、どうやら居てくれるらしいな。

「その割には、どこかに行こうとしてたように見えたな」

「ああ、何か聞こえる。虫かな、独り言言っただけなのに」

　……どうやら、俺は虫になったようです、ぶーん。

　亜美からの視線を感じながらも、本棚まで歩き、物色しはじめる。ふうむ、神かん主ぬしさんの趣しゆ味みの本しかないと聞いていたが、やはり漫まん画がの類たぐいはないか。あるのは歴史小説のシリーズと辞書ぐらい。辞書を読むような活字中毒者ではない俺は、土と佐さ藩はん士しの一生を物語調に綴つづった小説の第一巻を手に取り、ちゃぶ台のわざと亜美の向かいの位置に胡坐あぐらをかいた。

　亜美のわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえたが、俺は気にもせず、文庫本の適当なページを開け、ため息を一つだけついた。

「それにしても、亜美はどうすれば機嫌が直るのかな」

　亜美から反応はない。いや、ちょこっと頭が揺ゆれたように見えたから、また応答しそうになったのだろう。視線は本にあるが、亜美の行動を随ずい時じ見守りながら、独り言を続ける。

「あれが事故だってことは多分分かっているんだろうけど、何でか機嫌が悪いんだよな」

　ぴくっと身体からだが動くのが分かる。しかし、反応はそれだけだ。

「ほんと、あのバカ正樹は何考えてるんだろ」

　どうやら、相手も独り言を始めたらしい。

「ひ、姫乃を、女め神がみなのにお風呂に連れ込んで。私が行ってなかったら、何をしてたか」

「いや、それはだから、姫乃が勝手に」

「ああ、虫がうるさいな。あずささんに蚊か取とり線せん香こう借りてこようかな」

　茶色がかった髪かみをくしゃくしゃとかきあげて、苛いら立だっていることを行こう為いでアピールしてくる。いや、本当に誰だれも居ないのであれば、そんなオーバーリアクションはしないと思うぞ、普ふ通つう。

「こまさんっていうバカ正樹には勿もつ体たい無いほどの婚こん約やく者も居るのに……こまさんのこと考えたら、もう少し行動が慎しん重ちようになるのが普通じゃないの」

「慎重って、あれはどうすることも」

　突とつ然ぜん、亜美はだんとちゃぶ台を拳こぶしで叩たたき、乗り出してくる。その衝しよう撃げきが俺の腕うでにも伝わり、じいんと少しだけ痺れた。

「脱だつ衣い所に鍵かぎを掛けられたんじゃない？　姫乃が居たなら、直ぐに出れば良かったんじゃない？　私が来たときに姫乃が居るから、連れて行ってくれとでも言えたんじゃない？　何でしなかったの、ねえ、何で？」

　既に独り言の声量を超こえ、完全に俺の目を見てきている。あの、独り言ルールは守って欲しいんですが、という声は彼女から立ち上る威い圧あつでかき消された。

　だが、言われてから、確かに何でもっと早い行動をしなかったのだろう。いや、頭にはその考えがあったのに、なぜかそれを行動に移せなかった。亜美の言うとおり、何で、俺はあんなことになるのが分かっていたのに、回かい避ひしなかったのか。と思う。

「……はあ」

　俺から何も返答がないためか、亜美は言い終えると大きいため息を吐いて、元のようにちょこんと座る。髪をかきあげ、こちらに睨にらみを利きかせてきた。

「独り言だけどさ」

　いや、まあ、ね。今いま更さら感が漂ただよう中、睨んではいるものの先ほどのような殺気やら憎ぞう悪おやらオーラ関係のものは感じられなくなっている。

「確かにあれは、魔まが差したというか、何と言うか」

「何で浮うわ気きっぽい言い訳になるかな」

「いや、傍はた目めからはそれっぽいけどな」

　独り言だけどな、と返されると思っていたんだろう、普通に受け答えしたためか、亜美は目を見開き、居い心ごこ地ちが悪そうに視線を泳がせて、気まずそうに俺を横目で見やってくる。俺はそれに繫つなげるように。

「まあ、姫乃が大人の容姿でなくて良かった。あれで風呂ふろ場ばの一件があれば、俺は玉城家から永久追放されているような、あはんいやんなことをしていたかもしれない」

「……でなくて？　だったら良かったのに、じゃないの」

　あれですね、そんな微笑ほほえみで言われると、本気でこちらの思考が読み取られているのではないかと危き惧ぐしてしまいますね。

「ああ、何だか疲つかれちゃった。正樹があんな子に手を出すはずないし。よく考えたら、こまさんが気にしてないのに私だけがいらいらしてるの、馬ば鹿かみたい」

　……実は、こまに真相を話したときに痣あざが出来るほどわき腹をつねられたというのは、あいつの名めい誉よのために黙だまっていた方が良いのでしょうね。何だかんだで、亜美よりこまの方が直すぐ手を出すからな。ただ、破は壊かい力に関しては亜美が上だろう。言うまでもなく。

「ああ、そうだ。疲れたときにはこれが良い」

　腰こしをずらして、ジーンズのポケットを探さぐる。

「疲れたとき……そこで生きたマムシとか出てくると面おも白しろいよね」

　俺は探っていたポケットから手を出した。

「あ、噓うそうそ。大体、生きたマムシ出されても困るし」

　悪いな、俺はそこまでボケに命をかける関西のお笑いの人でもなんでもないのだ。再度ポケットを探り、指に当たったものを取り出した。

「ほれ」

　ひょいっとそれを放ほうり投げる。亜美は目測で落下地点が分かったらしく、空中でぱしっとキャッチする。

「あ」

　それを引き寄せ、亜美は小さい声で呟つぶやく。

「まあ、今日はまだやってなかったからな」

　茶色がかった髪の毛の女の子はイチゴミルクキャンディーを包み紙から取り出し、直ぐに口の中へ放り込む。しばらく口の中で転がしていたが、俺の視線に気付いたのか、口から飴あめを取り出し。

「何よ」

「いや、別に」

「ふん、独り言だもんね」

　べえっと舌を出し、右手でつまんでいたイチゴミルクキャンディーをまた口の中へ放り込む。むう、何だか腹が立つ。そんな俺などお構いなしに亜美は部屋の時計を見て、気が付いたように立ち上がり。

「私、お風呂入ってくるから」

　その言葉を聞くと、俺もゆっくり立ち上がり。

「じゃあ、一いつ緒しよに入るか」

　……数秒後、亜美は顔を真っ赤にして。

「馬鹿じゃないの。学習能力ないんじゃない、正樹！」

「いや、こう、ほら、喧けん嘩かした親子は風呂で裸はだかの付き合いをするというのが」

「親子じゃないし。それにもう、喧嘩してるわけじゃないでしょ」

　ふう、良かった。どうやら、国交は完全に回復したらしい。ここでしっかり引き下がっていれば、良かったのだが。

「いや、親には子供の成長を見守る義務があるからな。それに育ちの悪い胸とか胸とか胸とか、どれだけ成長したか見ないと心配で心配で」

　なんてことを言ってしまうのは多分、病気なのです。許してください。

「しっつこい！」

　小走りでこちらまで近づき、跳ちよう躍やくして体重を完全に乗せた拳こぶしを鳩尾みぞおちに叩たたきいれられた。痛みよりまず息が止まり、その苦しさがくるのに従って、痛みも襲おそってくる。

「い、良いいパンチだ。お嬢じようさん」

　跪ひざまずき、右手で鳩尾を押さえ左手で床ゆかをつき、項うな垂だれる。本気ではないから痛みは少しずつ引いていっているが、当の亜美は、リアクション大きすぎ、などと言って笑っていらっしゃる。

「あ、そうそう。お風呂で思い出したけど」

　何とか起き上がり、胡坐あぐらをかくとそれを見み越こしたように亜美が、にまにまという形容が正しい笑顔でこちらを見つめ。

「正樹のアレって、微び妙みようだよね」

　……技術的な問題から、このデータを処理することは出来ません。いや、あの、亜美ちゃん、何を言ってるのかな、おにいちゃん、全然分からないや。アレってナンダロウね。

「微妙、微妙」

　楽しそうに連呼してくる亜美。ああ、俺のヒットポイントがガンガン削けずられていく感じがします。くそ、ここは反はん撃げきを……

「亜美の胸よりはましだ、あるだけ」

　などという発言はしない方が良いのだろうということを、身をもって知らされました。俺への報復が終しゆう了りようすると、最後にあかんべえをしてから、すたすたと部屋を出て行った。あれ、僕、また怒おこらせてます？

　蹴けられた箇か所しよを撫なでさすってみるが、やはり本気ではないのだろう、別におかしいところはなさそうだ。さすがに、従妹いとこに殺されかけました、なんて呟いて病院には送られたくない。

「正樹君、居ますぅ？」

　起き上がると同時に襖ふすまの外から声が掛かかる。ああ、と声を出すと、ポニーテールを下ろしたこまが寝ね巻まき姿で。手に何か紙の束を持っている。良い匂においが鼻に届き、少し心臓が鼓こ動どうを速めたが、すぐにそれも沈ちん下かし、こまが座る頃ころには普ふ通つうに戻もどっていた。

「どうした？」

「えっと、亜美ちゃんとどうなったかなぁと思って見に来たんですけど」

「ああ、それなら心配するな。問題ない」

「その割には、お風呂ふろに行く亜美ちゃん、怒ってた感じがするんですけどぉ？」

「……いつも通りだ」

　こまは一つため息をつく。どうやら、ある程度分かったらしい。

「まあ、それは正樹君の問題ですから、気にしないことにします。あ、それでですねぇ」

　こまは持っていた紙をちゃぶ台に置いて、手招きする。導かれるままこまの隣となりまで四つんばいで進み、その場に座った。

「これが姫乃ちゃん、正確には姫由神社、姫乃守時雨尊の情報です」

　言われて、書類を手に取り、ぱらぱらとめくってみる。

　神のランクとしては、縁結びの神一位に属し、全国的に知名度は低いものの、参拝客の口コミで、若い男女によく知られている。容姿は少女の姿をしており、長い黒くろ髪かみと茶色の着物が特とく徴ちよう。起源は古く平安時代末期で貴族達の恋れん愛あいに多く関かかわったが、その後武士の時代に移り変わると共に廃すたれていった。しかし、戦国時代末期からは『功名への縁えん』があるということで再興し、現代に至る。今年の道の整備は既すでに神かん主ぬしの手で終了しており、特筆するほどの異状は見られていない、というのがざっと見た情報であるが、詳くわしいことは寝る前にでも見るのが良いだろう。

「あの、正樹君」

「ん、どうした？」

　書類をめくる手を休め、隣のこまに目を向ける。すると、申し訳無さそうに俯うつむいて。

「実は、書類を全部まとめてもらったんですが、どうしてもここ数日の移動記録がないんです」

「え？」

　言われて、書類をもう一度見回す。移動記録、移動記録……はあったにはあったが、確かに五日前からの記録が一いつ切さい残っていない。六日前の移動記録を最後に、である。

　移動記録、言ってしまえば、神の外出記録のようなものである。これは神主が管理するものではなく本部の管かん轄かつで、たとえ一ミリでも神社から体を出せば、自動的にその事象が記録されるようになっていて、神社に居るうちは存在を示す記録がなされる。その記録がないというのは、つまり、神が消しよう滅めつしたということを意味する。しかし、現に姫乃はここに居る。

「おかしいですよねぇ」

「ああ」

「本部の話では確かに姫乃守時雨尊らしきものの存在を感知できているけど、断定が出来ないそうなんです。何しろ、一度消えた神ですからぁ」

　五日前。そこで何かがあったのかもしれないが、今知る術すべは無い。

「でも、何でここの道の整備をする俺たちに本部はそんな情報を今まで……佐瀬波神社近辺の姫由神社で起きたことなのに」

「そのこと、なんですけど」

　こまは眉まゆを顰ひそめ。

「今年は、どうも本部の動きが鈍にぶいというか、情報伝達にかかわらず、多くのことで細かい不ふ手て際ぎわが目立っているんです。情報部の友達が教えてくれた事なんですけど」

「な、なるほど。ということは、俺が荷物を盗ぬすまれたのも」

「それは正樹君の完全なる不注意と油断ですね」

　何も聞こえません。

「ま、まあ良い。そこらのことは本部に任せるとして、何かあっちから指令が出ているとかないか？」

「ああ、それを言うんでしたねぇ。本部からは、姫乃守時雨尊の保護を続行し、記き憶おくの復活を最優先事じ項こうとするぅ、ということでした。おそらく、姫乃ちゃんの記憶から原因を追つい及きゆうするつもりなんですねぇ」

　いつも思うが、何でこんなにこまが言うと間が抜ぬけてしまうんだろう。まあ、とりあえず、記憶の復活を最優先か。今のところ、そういう兆候は一切見られないよな。唯ゆい一いつあったのは縁結び事件だけど、あれは無意識にやった感じだしな。しかし、正式に本部から指令が来たのだから、やるしかない。

「ふぁあ。じゃあ、もう私は眠ねむって良いですかぁ。もう、疲つかれて疲れてぇ」

　と大きな胸に手を置く。

「サボってたくせに」

「な、何も聞こえません」

　否定はしないんですね、やっぱり。こまはまた一つ大きな欠伸あくびをしてから、立ち上がる。すると、何かを思いついたように眠そうだった目を見開いて。

「あ、そうそう」

「どうした？」

「正樹君のアレが微び妙みようでもぉ、私、構いませんからぁ。心です、心ぉ」

　……キイテラッシャッタンデスカ。

「じゃあ、おやすみなさぁい」

　固まる俺を残し、こまはまた欠伸を嚙かみ殺しながら、部屋を出て行った。

　あの、僕、泣いて良いんですよね。泣いて良い場面なんですよね？

　しばらく俺は天てん井じようを眺ながめていた。涙なみだがこぼれないように。







　第三章　街へ出たら、そこはゴスロリ







　何してんだろ、俺。などと考えてみるけど、助けてくれる人は居ないようで。ふと周りを見み渡わたせば、植木で周りを囲まれた石いし畳だたみ、腰こしまである長い黒くろ髪かみの女の子。遠くには大きく白い鳥居が見える。

「さて、これである程度はまわっただろ」

　深くため息を落とすと、女の子は俺の周りをくるくると。

「何？」

「もう終わり？」

　いや、少し休みましょうよ、姫乃さん。ただでさえ昨日はあなた様と色々とありましたので、その件で精神的なダメージが大きいのだから。朝食を食べ終え、姫乃の記憶の復活のためには何が良いのだろうと考え、やはり刺し激げきを与あたえる事で思い出させるのが良いだろうと結論付けた。そのためにとりあえず、姫乃を保護したところへ連れて行ったのだが、大して収しゆう穫かくもなく。何か記憶が戻もどる手がかりがないかと、神社を一通りまわってきたのだが。

　女め神がみ様には朝のお散歩にしか思われていないようで。というか、子供はどうしてこう、朝から元気に走り回れるのでしょう。いや、子供なのは見み掛かけだけだと分かっているけど。

「飴あめをあげるから、少し休ませてくれ」

「あめ？」

　と、天を指差してから、開いた両手を上下に動かして。

「いや、違ちがう違う。その雨じゃあなくて、これ」

　と言いつつ、ジーンズのポケットに入っているイチゴミルクキャンディーを見せる。それを彼女の小さな手に乗せると、姫乃は首を傾かしげてみせた。

「何、これ？」

「飴。甘いんだ。亜美も好きなんだ」

「亜美も？」

　とりあえず一番見掛けが似ている人物の名前を出すと、今度はそれをじろじろと。もしかして、姫乃は飴を知らないのか？

　まあ、供く物もつに飴を捧ささげる奴やつも居ないだろうけど。

「食べれるの？」

「ああ、そうだよ。貸してみろ」

　姫乃からイチゴミルクキャンディーを受け取り、その白に赤い斑はん点てんの包みを取る。

「あぁんしてみ。口を」

　というと、昨日押おし倒たおすようなことをした男の前で疑いもせず口を開けてくれる。もし亜美であれば、悪戯いたずらでもしてやろうと思うが。一応、昨日の一件がまだ根深く残っているうちにそんなことをすれば……なんて考えに寒気を覚えつつ、飴を彼女の口の中へ。

「……美味おいしい」

　口の中である程度転がした後、満面の笑えみで。こうやっていると、本当に子供にしか思えない。だが、彼女の内に秘ひめられている力の大きさを見れば、そんなことがあるはずがない。

　それにしても、まいったな。普ふ通つうのイサマト退治であれば、やっつけ仕事で直すぐなんだが、記き憶おくを無くした女神のお守もりなんてやったことない。しかも、記憶をいつ取り戻すかも分からないわけだし……大体、亜美一人でも手に余っている。

　他ほかのあずさちゃんやこまは昨日と同じく、それぞれ社務に就ついていて、手が離はなせないでいる。亜美はといえば、昨日俺の父さんや母さんに電話で頼たのんだ経費や着き替がえを取りに駅まで行ったらしい。そして、残ったのは俺と……

「美味しい、美味しい」

　頰ほおに手を当てて落ちないように支えている姫乃。何だかため息が出て、泣けてしまう。

「何で泣いてるの？」

「気にしないでくれ、姫乃」

　……何で、こう、もっと大人になってくれないかな。そうすれば、俺もやる気が出るんだけど……いや、あの、別にもし彼女が大人の姿であったら昨日のようなことを起こそうとか思ってませんよ、別に。どんなに子供でも、女神は女神。私は誰だれにでも公平に接する紳しん士しなのです。

　さて、そんなことより、こいつをどうするかだよな。このまま神社に居ても、昨日と変わらないし……それに昨日の倉庫の周りで何も反応がないのだから、少し変わった刺激を与えないと駄だ目めだろう。

　考えているのは、やはり、この姫乃、いや、姫乃守時雨尊を祀まつっている姫由神社に行く事。もうここ近辺では、姫乃に関係するような場所はないし、何より、自分の神社は神にとって俺たちで言う故郷のようなものだ。絶対、何か反応があるはず。まあ、なかった場合の事は考えてないが、その時はその時に考えよう。

　と考えてみて、ふと姫乃の姿が俺の目に飛び込んでくる。見れば見るほど、時代錯さく誤ごな、まあ、それは仕方がないとしても、この姿で街中を出歩くのは少しあれだね。新手の羞しゆう恥ちプレイにも思えてしまう。

「……街にでも出るか？」

「え？」

　口をもごもごとさせながら。

「いや、退たい屈くつだろ。ここで遊ぶにしても何にしても、街に出ないと」

　退屈というのは、ただの詭き弁べんで、実際は目立たない普通の服を買って、姫由神社に行こうと思っての発言。正直に言っても良いのだが、異常な拒きよ否ひ反応を示し、嫌いやぁ、それだけは嫌、お願い、他のことは何でもしますから、それだけは許してぇ、なんて泣き顔で言われてしまうと、もうそろそろ訪おとずれるであろう参拝客の方々に、まあ、アノ人、あんなちっちゃな子にそんなことを強要するなんて……と誤解されかねない。というか、本当に姫乃がこんな台詞せりふを言ってしまうと、誤解されることは間違いない。ほら、歯医者さんに行くと正直に言わず買い物に行きましょう、と誘さそう親の常じよう套とう手しゆ段だんと同じ……いや、歯医者さんのポスターにそんなことはしてはいけませんと書いてあるけど。

　亜美の服を着せても良いが、亜美のことだ、亜美はあのお気に入りの黒いドレス以外は持ってきていないし、昨日頼んだ着替えも、どうせ下着と、またあの黒いドレスだ。悪いけれど、黒いドレスの少女二人を引き連れて街を歩くなんてことはしたくない。

「遊ぶ……お兄ちゃんが？」

　思考を繰くり返していた俺に少し不安そうな顔で。まあ、俺だけしか貴女あなた様の傍そばには居おりませんので。まあ、もしかすると、昨日の一件で嫌けん悪お感その他諸もろ々もろの悪い感情があるのかもしれないが。普通の女の子であれば、あんなことがあれば、そういう感情を持ってもおかしくない。

「俺じゃ、嫌か？」

「違う、違うよ。ただ、昨日はあんまり遊べなかったから」

　瞬しゆん時じに否定してくれる姫乃。勢い込んだためか、顔が少し赤い。確かに遊ぶことはあまりありませんでしたが、それ以上の行こう為いがちらほらとありますので、あれらの行為で私はお腹なか一いつ杯ぱいでございまして、貴女と積極的に遊ぶ勇気がありませんでした。姫乃は、俺の気持ちを知ってか知らずか、直ぐに微笑ほほえみを俺に。

「行く、行きたい。遊びに行こ、お兄ちゃん」

　少し地味な色合いの着物の袂たもとを揺ゆらしながら、俺の手を握にぎってくる。普通の人間と変わらないような、温かく柔やわらかい手。亜美の手と似ているかもしれない。まあ、それはともかく昨日から思い続けていたことを実行する事にする。

「あのさ、昨日から思ってたんだけど、お兄ちゃん、は止やめてくれないか、姫乃」

「何で？」

「いや、こっちこそ何で、だよ。俺は姫乃の兄でも何でもないんだからさ」

「駄目？」

「いや、まあ、駄目ではないけど、居い心ごこ地ちが悪い」

　昨日から姫乃は俺のことをお兄ちゃんと呼び続けていた。他の亜美とかこまは呼び捨てであるのに、だ。別に変える必要もないかと思ってはいたが、やはりどうにも居心地が悪いのは変わらない。何というか、その呼こ称しようはどうにもあの時を思い出して、駄目なのだ。

　それに仮にも、女め神がみにお兄ちゃん呼ばわりさせるのは神み子ことしてどうかと思う。お兄ちゃんと呼ばれて身み悶もだえするような趣しゆ味みはもちろん持ち合わせていない。

「……じゃあ、何て呼べばいいの。ご主人様、旦だん那な様？」

　どこでそんなお言葉をお覚えになったのでしょうか、女神様。いや、ここは負けてはいけない。この微笑みに負けるわけにはいかない。心の中で、うん、とこらえて。

「正樹で良い」

「まさき？」

　そう、と頷うなずいてみせる。手て探さぐりで物を探し当てるような顔で、まさきまさきと何度か呟つぶやき、うんと大おお袈げ裟さに頷く。

「まさきちゃん」

「ちゃん付けは止めてください。お願いします」

　即そく座ざに頭を下げると、透すき通る笑い声。

「冗じよう談だん」

　顔を上げて目が合った時、彼女の最初の台詞。嗚呼ああ、自分の婚こん約やく者の顔が思い浮うかぶ俺は間ま違ちがっているでしょうか？

「じゃあ、まさき。どこ行くの。遊ぼ」

　まるで子供のように、いや子供か。亜美と大して変わらない風ふう貌ぼうなのに精神的にはもっと幼い。これも記き憶おく喪そう失しつによる症しよう状じようなのだろうか？　それとも、地なのか？

　ただ、地だとすれば、こんなちびっこい女神に縁えん結むすびをお願いに来る参拝客は心底がっくりするだろう。だって、小学生並の女の子に恋れん愛あいの相談とかするのと同じことであるし。

「よし、じゃあ早さつ速そく行こう。ほら」

　と手を出すと。首を傾かしげて。

「何？」

「手、繫つなげ。離はなれて迷子になられると困る」

　というのは、単なる言い回しだ。神、というのは不便なもので、移動する際には自分と今自分が居る土地とを引き離さなければならず、鳥居の外に出る時にそれを行なっているらしい。これがどういう感覚でしているかは人間である俺には分からないが、その時に個々に発生する力の流れによって、神の移動記録がつけられている。だが、彼女は五日前からの移動記録がなく、今でさえ、存在をしっかり認にん知ちされているわけではない。しかし、彼女が神であることは無差別縁結び事件でも資料の上でも明白である。ということは、記憶喪失の姫乃は今、神としての移動が自分で出来ない可能性があり、もし無理やりすれば、何らかの障害が起こることもある。

　だが、神が自力で移動できない場合でも、神子が居れば話は別になる。神子が神と何らかの接せつ触しよく、つまり手を繫いだりしていれば、神子に付属する存在として本部に認知され、移動の際にも、障害はない。まあ、そういうことを記憶喪失のこいつに言っても分からないだろうし、こういう言い方をしたのだが。

　しかし、言ってから気付いたが、まるで人ひと攫さらいのような発言だな、じゃなくて。前に亜美に向かってそういう類たぐいのことを言ったら、一日機き嫌げんが悪かったような気がする。しまったな……子ども扱あつかいすると嫌いやがる奴やつ居るから。一応女神だし、そういうのに敏びん感かんかもしれない。

　というのは杞き憂ゆうだったようで。

「あ、うん。ありがと」

　恥はずかしそうに少し顔を赤らめ、控ひかえめな握あく力りよくで手を握ってくる。昨日は全すべてを見せ合った仲、もとい、一いつ緒しよに風呂ふろに入ろうとしたくせに、と思いながらも、その初うい々ういしさに少し胸が高鳴る……いやいや、こんな子供に何をどきどきしてるんだ、俺は。そこまで飢うえてる気は無いぞ。

　そんなことを考えると、心臓の方も落ち着いたようで、全く何も思わない。そんな俺の苦く悩のうの姿が不思議だったのか、姫乃は俺の周りをくるくると動きながらこちらを見つめていた。

　まあとりあえず、亜美が帰ってくるまで待った方が良いだろう。あずさちゃんもこまも社務に就ついてて、どこに居るか分からないし、今から呼びに行くのも面めん倒どうだ。といっても、いくら俺でも、娘むすめでも妹でも何でもない幼い女の子の服を店で選ぶほど、人の道を外してはいない。いや、まあ、娘や妹であれば女の子の服を喜びいさんで買いに行くというわけではないが。大体、趣味が良いと胸を張れるファッションもしていない。ごく平へい凡ぼんなのである。

　なんて思っていれば、丁度いいタイミング。白い鳥居を大きな荷物をゆっくり運んでくるシルエット。姫乃にちょっと待ってろと呟いて手を放し、それにゆっくり歩み寄っていくと、あちらもこっちに気が付いたらしく。

「ん、正樹？　何してんの？」

　訝いぶかしげに聞いてくる。何だ、その痴ち漢かんを見るような目は。

「痴漢だからね」

「なぜ、考えてる事をっ？」

「従兄妹いとこだからじゃない？」

　いや、怖こわいね、その血縁関係。考えてる事が分かっちゃうのは、僕としては非常に危険なスキルです。

　スカートの裾すそや手首に黒いレースが装そう飾しよくされている黒い布地のドレスに身を包み、その両手には仏ふ蘭らん西す人形のような容姿とは不似合いなほどの大きめのボストンバッグ。茶色がかった髪かみが少しきらめいているところを見ると、ここまでの道程の険しさが窺うかがえる。ここまでの大荷物なら、俺を呼べばいいのに。確か、亜美は携けい帯たい電話を持っていたはずだが。

「大だい丈じよう夫ぶか、その荷物」

「……別に大丈夫だけど」

　いや、そういうのは、私元気です、疲つかれてないです、何度でも頑がん張ばります、っていう感じの顔で言ってもらわないといけないな。減点対象だよ、亜美君。

「亜美。大丈夫？」

「うん。まあね、少し重いけど」

　と言って、俺の後ろについてきていた姫乃からこっちに視線を向けてくる。その視線にはいくらばかりか恨うらみが含ふくまれているようにも見える。まあ、おそらく、持ってくれという合図だと思い。

「さぁて、亜美。今日もお前の胸を揉もんで、大きくしてやろうなぁ」

「え、えっ？」

　さっと手を亜美に向けると、瞬しゆん時じに亜美は寒気でも覚えたのかそれとも本能か、バッグを持っている手を緩ゆるめ、自分の胸を庇かばおうとする。亜美が完全にそれを落とした瞬間に手の方向をボストンバッグへ。

「あ、ちょ」

「こんなに重くなるなら、俺を呼べ、馬ば鹿か」

　なんて言い放ち、バッグを持ち直す。俺にすればそれほどの重さでもないが、亜美には少し重過ぎるだろう。それを見て、亜美はぼそっと、ごめん、と呟つぶやく。いや、謝られる筋合いはない。まあ、昨日のこととか日ひ頃ごろの行ないだとか俺は男だぜというところをアピールするだとか、とりあえず色々な理由で運んでいるだけなので。と言おうかと思ったが。

「まさき、遊ばないの？」

　……そうでしたね。頼たのむから、俺の裾を摑つかんで、泣きそうな顔をしないでください。貴女あなた様が泣いてしまうと、今度は俺がこまとあずさちゃんに泣かされることになってしまいます。しかも、昨日の一件も加味されることは請うけ合いです。

「これ運んだら、行くから。な？」

「うん……」

「どっか行くの、正樹？」

「ああ、街にな。あ、亜美。お前も付き合えよ」

　途と端たん、また訝しげに睨にらんでくる。何で、従兄いとこにそんな顔を見せてくれるかな、このお嬢じようさんは。

「何で？」

「いや、何でって。姫乃の服を買おうと思ってな。いくら何でもこんな着物じゃ可哀かわい想そうだろ。一応、女の子だしさ」

「ふうん」

　何ですか、その態度は？

「妙みように優やさしいね、正樹」

　何か含みがある言い方であるが、気にしないのが良いのだろう。

「何を言う。俺はいつでも」

「ジェントルマン、でしょ？　はいはい」

　……何か、引っ掛かかる言い方だな。棘とげがあるというか、何というか。

　ともかく、亜美を見ながら顎あごを内側に引くように動かすと、一瞬、亜美は戸と惑まどう表情を見せたが、直すぐにこっちに来い、という合図だと分かったらしく、不ふ審しんそうではあるが、素す直なおに近づいてくる。姫乃は蟬せみか何かを見つけたらしく、境けい内だいの植木をじっと見つめているのを確かく認にんし、亜美の耳に顔を近づけ、そのまま彼女の愛らしい耳を舐なめ回……すわけではない。

「何？」

　意味が分かったらしく、亜美は耳にかかっていた髪の毛を手でかきあげる。

「姫由神社に行こうと思う」

　途端、驚おどろいた顔を見せて。

「大丈夫、なの？」

　姫乃を見やる。まあ、既すでに記き憶おく復活が任務となってしまった以上、少しの危険は仕方がない、と俺は思っているんだが、と呟くと、亜美は確かにそうだけど、と姫乃に聞こえないように小さい声で同意しながらも。

「まあ、正樹が言うなら。私も、行ってみるべきだと思っていたし」

　それで、服を買いに行くんだね、と一応は納なつ得とくしてくれたのだが、俺から離はなれると、なぜか少し不ふ機き嫌げんそうに姫乃を見て。

「どうした？」

「別に。でも、昨日の今日なんだから、気を付けてね」

　おそらく、縁えん結むすびのことだろう。とりあえず、するなよ、と言ってはいるが、どこまで自分で管理できるかは分からない。これが、目下一番の問題ではあるが。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶだろ。姫乃に何かあったときは、俺が何とかする」

「そう」

　と呟いたかと思うと、亜美は呆あきれたようにため息を落とし、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「早く運んでよ。買い物、行くんでしょ？」

「ああ、分かったよ」

　で、歩き出そうと思ったんだが。

「正樹」

「んあ？」

　直ぐに呼び止められる。

「……やっぱ良い。何でもない」

「何だよ、言いたい事があるなら言えよ」

「別に……無い、けど」

　けど、何だよ。本当、変な態度だな、こいつ。どうしたんだ？　風邪かぜでもひいたのか……それとも。

「あの日か？」

「違ちがう！　早く行けよ、馬ば鹿か正樹」

　罵ば倒とうを後ろに聞きながら、母おも屋やに向かう。少し痺しびれてきた手を庇かばうように一度両手のバッグを浮うかせると、顎に集まっていた汗あせが一ひと粒つぶだけ落ちた。

　とりあえず母屋の玄げん関かんに荷物を置き、出窓のところに置いてあったメモ帳に『姫乃と亜美は預かった。この未成熟な体にしっかり男の味を覚えさせてから、売り飛ば』まで書いてから、こまであればこういう冗じよう談だんも通じるが、あずさちゃんが見れば即そく座ざに一一〇のボタンを押し、女児二名誘ゆう拐かい事件などということにまで発展しかねない。というか、俺でも、何も知らずにこんなメモを見れば、そうしてしまうだろう。ということで、その紙は破り、『姫乃と亜美で街に行きます。正樹』とだけ書いておいた。ホテル街、と書かなかった僕の理性を褒ほめてください。いや、こんなことで遊ぶ必要はさらさらないのだけど。

　鳥居の下に戻もどると、亜美と姫乃が特に会話をしている様子もなく、静かに待っていた。ポケットに財さい布ふがあることを確認し、行こうかと声をかけると、先頭の亜美が姫乃の手を握にぎり、鳥居を抜ぬけていく。

　後ろから彼女たちを見ながら、昨日の夜に目を通した資料の内容を思い出す。大部分は、今回の記憶喪そう失しつに関しては使えそうな情報はなかったが、一つだけ気になるものがあった。通常、二位や三位の神と違い、一位のランクの神ともなれば、その存在の重要性から、大たい抵てい、物の神や動物の神を守護者としてその神に従属させているものだ。しかし、姫乃、いや、姫ひめ乃の守かみ時雨しぐれの尊みことの守護者である男女一人ずつの神の存在が全く感知できていない。存在自体が消えてしまった、というのはここに姫乃が居る時点で有り得ない。だが、実際は姫乃の移動記録が途と絶だえた頃ころと同じくして、感知できなくなっている、というのが資料の中に添そえられていた。この、自分の仕える神の一大事に消えた、というのがどうにもきな臭くさい。なんてことを考えていると、いつの間にか周りの風景は街並に変わり、前を歩く亜美と姫乃以外の人も多くなってきた。これ以上は頭脳労働の苦手な俺が考えても時間の無む駄だであろうし、資料でも至急調査すると明記されていた。そして、十字路の赤信号で止まった彼女たちの間に並び、周りに溢あふれんばかりの人々を見回した。

「うわぁ……人が多いな、さすがに」

　まだ昼前で太陽も本ほん腰ごしではないのが有り難がたいが、さすがに人の多さにはうんざりする。それほど都会ではないと思うのだが、やはり夏休みというドリームスラッシュって感じの力は偉い大だいなのか。と意味不明な台詞せりふが出てきたのは、人の熱気で段々やられてきているのです。

「凄すごい……ねえ、凄い、凄い」

　と、先ほどから私めの右側の裾すそを摑つかみ、はしゃいでいらっしゃる一人のお嬢じよう様さま。まあ楽しんでいるようなので、こちらとしては御おんの字だ。問題なのは……

「しかし、暑いな、亜美」

[image: ]

「夏だからね」

　素っ気無く返してくる。俺の左側の裾を摑んでいる様子は姫乃とあまり変わらないが、なぜか先ほどから機き嫌げんがよろしくない。

　やはり、あの日じゃないのか、と思うが、さっき真っ向から否定されたしな。それとも、まだ昨日のことで憤ふん慨がいしているのだろうか。だけど、夜にはそんなに怒おこってなかったように思う……けど、俺が最後に怒らせたような記き憶おくがあるが、そんな自分の不利になりそうなことは覚えてない。まあ、放ほうっといても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「それで、まずどうするの？」

　冷たい態度は変わらないが、一応俺のお供はしてくれるようだ。まあ、ついでに本屋にでも寄って息いき抜ぬきをしたいとは思うが、最初に……やっぱり目的達成だろう。

「姫乃の服を買おうか、最初」

「あたし？」

　と、こちらを見つめてくる。それに頷うなずき、亜美に視線を。

「良いか？」

「良いも何も、それが目的でしょ？」

　まあ、そうなんだけど。と、無言で茶色がかった髪かみのお嬢さんを見つめ。

「分かってる。私が選ぶんでしょ。えっと」

　と言うや否いなや、亜美はきょろきょろと辺りを見み渡わたして、信号の先にあるオレンジ色の大きい看板をつけたお洒しや落れそうな店に視線が止まる。俺の記憶が確かなら、よく亜美の母親が亜美の服を買いにいくところの店だ。なるほど、確かに通い慣れている店の支店があるなら、服選びもしやすいだろうな。でも……

「よくこの街にあの店があるって、知ってたな」

「出発する前にテレビのシーエムで、ここに支店が出来たって分かってたから」

「なるほどねぇ」

　と呟つぶやきながら、俺も周りを見渡す。

「どうしたの？」

「いや、本屋でもあれば、と思ったんだが」

　特に無し。人ごみと商店街の個人店てん舗ぽがいくつも並んでいるが、本屋だけが見つからず、見えるのは喫きつ茶さ店てんやスーパー、ＣＤショップ程度だ。

「本屋は向こうにあったよ。さっき駅に行く途と中ちゆうで見かけた」

「そうか、じゃあ、仕方ないな」

「後で寄れば？」

　という、亜美からのお言葉。まあ、姫由神社に行くには電車に乗って、バスに乗り換かえるのが一番だということを朝にあずさちゃんから聞いているから、どうせ通ることになるのだが。

「いや、それも考えてたんだが、服選びの時に暇ひまつぶしとして立ち読みでも、と思ってて……というか、よく考えれば、俺、無む駄だ遣づかいできるほど持ってなかった」

　本部から佐瀬波神社に入金されたのをあずさちゃんから預かっており、姫乃の世話に関する事にはこれを使えばいいだろうが、さすがに俺の趣しゆ味みには使えない。別に横領罪やらで捕つかまる事はないだろうが、賽さい銭せん箱ばこに手を突つっ込んでいる気分になってしまう。

「呆あきれた」

　という冷たい亜美の声。そして、有う無むを言わさず、左手に何かを握にぎらされる。それを見てみると……

「一万円？」

「おばさんから。私たちの仕事内容の変へん更こうを聞いて、正樹にだって」

　……ありがとう、お母様。どうせ、俺の貯金から下ろした金だろうけど、通帳を取り上げられている俺にとっては嬉うれしい限りです。

「変なもの買うなよ、その、エロ本とか」

「分かってるって……そうだ、姫乃」

「え？」

　突とつ然ぜん呼びかけられ、少しびくっと震ふるえてくれる。

「お前にも、何か本を買ってやるよ。絵本とか」

「えほん？」

「絵がついた物語……分からないかな？　まあ、見れば分かるよ」

　うん、と少し不安げに頷く姫乃。別に怖こわがるようなものでもないけど……昔、飛び出す絵本というヤツに俺は驚おどろいたことはあったが。

「ふうん」

　と、少し引っ掛かかるような亜美の声。亜美に視線を向ければ、すいっとそっぽを向いてしまう。ああ、なるほど。

「亜美、心配するな。優やさしい俺はお前にも本買ってやるから」

「要いらない。私、本読まないから」

「遠えん慮りよするなよ。それにほら、よくお前買ってきてるだろ、本」

「あれは、別に何でもない」

　……意味が分かりませんな、このお嬢じようさんは。何をへそ曲げているのか。まあ、本屋に行けば、何か欲しいと言い出すだろ。

「あ、それとさ正樹」

　信号が変わり横断歩道を渡っていると、裾すそを引っ張られる。いつか恋こい人びとに引っ張られて、おいおい袖そでが伸のびるだろ、良いじゃない、摑つかみたいの、なんて甘いデートでもしたいと思うが、こまとだけは勘かん弁べんして欲しい。

「何だ？」

「正樹も店に入ったほうがいいよ」

「ん？　何でだよ、俺は嫌いやなんだけど」

　子供服専門の店に居る俺を想像してみる。おそらく傍はた目めからは不ふ審しん者にしか思われない。

「あのさ、どうせ、店の前で待ってるんでしょ？　考えてよ。正樹みたいな大の大人が子供服専門店の前で待っている姿」

　日差しが照りつける街の一角。この頃ころ、そのお洒しや落れな店舗や可愛かわいい服によって着々と人気を得ている新装開店された支店。そのオレンジの看板の下には、一人の男。年の頃は二十代前半。子供が居ない年ねん齢れいではないが、こんな子供服専門店には用はないはず。

　まあ、つまり……だ。

「ご要望通り、私も店にお邪じや魔まさせていただきますです、はい」

　と亜美に向かって礼をしてみる。まあ、俺はまだ犯罪者として捕まりたくはないし、昨日の一件以来、あずさちゃんに俺がそういう人だと思われている可能性もあるので、もし待っている間に彼女と会ったなんてなれば、ああ、やはり正樹さんはそうなんですね、鬼き畜ちくなんですね、性犯罪者なんですね、と確信され、あまつさえ、ああ、私にもっと運があれば、こんな方なんて来なかったのに、と意味もなく落ち込んでしまうこと請うけ合いだ。

　亜美の希望通り、俺も彼女たちについていって、店に入ってみると、爽さわやかな冷風が俺を襲おそう。その心ここ地ちよさは、現代の夏にしか味わえない気持ちよさ。

「ふう」

「どうしたの？」

　気分良く息を吐はき捨てると、姫乃がこちらを見つめてくる。

「いや、気持ちよくてな」

「気持ち良い？」

「ああ。だって、涼すずしいから」

　困こん惑わく気味に首を傾かしげてくれる。よく考えれば、女め神がみが温度なんてものを感じるはずないよな。

「いや、気にしないでくれ。ほら、亜美が呼んでるから」

　と言ってやると、嬉しそうに笑え顔がおを向けてくれる。だが、亜美は口だけでこちらに馬ば鹿かと送ってきた。どうにも機き嫌げんが悪いな。

　さすがに亜美が通う店と言うべきか、よくゴスロリなどと言われるような服からドレスに着物、なぜかは知らないが見たことがないコスチュームなどが綺き麗れいに揃そろえられている。そして、周りには母親に連れられた無む垢くな子供。置いてある服は女の子の物が多いが、何組かは男の子も居る。まあ、奥のほうに男の子用の服が置いてあるのが見えるしな。

「正樹」

「あ？」

「……そんなとこに居ると、本当に間ま違ちがわれるよ？」

　誘ゆう拐かい犯とか強ごう姦かん魔まとか鬼畜とか？

「まあ、その通りじゃない？」

「何で考えてる事分かるんですか、お嬢じよう様さま」

「顔に出てるよ、いくらか」

　今度からお面でも被かぶって生活しようか。というより、そんなに観察しないで。私、恥はずかしくて赤くなっちゃ……やめよ。

　亜美に連れられる姫乃の後ろを眺ながめるようについて行く。長い黒くろ髪かみが歩く毎ごとにぱさぱさと揺ゆれるのがとても綺麗に思える。地味な茶色の着物とは似合いにくい。

　そして着いたのは今風の洋服などが売られている場所。ちなみに遠くに亜美のお気に入りの黒いドレスに似たようなやつも見える。

「まずサイズ調べないと、駄だ目めだよね」

　なんて言いながら、亜美は姫乃を近くの試着室に押し込む。そして亜美も一いつ緒しよに入り込むと、すぐに無垢な乙女おとめの穢けがれのない喘あえぎが……なんて展開はあるはずなく。近くに居た女性の店員に姫乃のサイズを調べてくれるよう頼たのむと、亜美はこっちに近づいてくる。

「正樹、姫乃を待っててあげてよ」

「何で？」

「何でって、出てきたときに誰だれも居なかったら、あの子不安になるでしょ？　ま、どうしても私の試着を覗のぞきたいっていうようなスケベで変態な考えがあるなら、別だけど？」

　……視線が痛いです、亜美さん。その絶対零れい度どの視線は怖こわすぎです。というより、私の純情で儚はかない企たくらみは、全すべてお見通しですか。

「いや、俺は心配してるんだよ……お前がしっかり育っているかどうか」

　と自然な風を装よそおって、目を胸に向ければ。

「やる気だったのかっ」

　と痛つう烈れつなローキックを僕の足に。ここが店内で無ければ、ドロップキックが飛んできていただろう。しかし……こいつの蹴けりに磨みがきが掛かかっているな。とても痛いです。

「大体、私の身体からだなんて見たって、何も無いでしょうが」

　顔を真っ赤にさせて怒おこっている亜美。そういう顔を見ると、虐いじめたくなるねぇ……絶対、従兄いとことして失格だな、俺。

「……亜美」

「な、何よ」

　自分が言いたい事は言い終わったためか、驚おどろく亜美の肩かたに手を置く。出来る限り、真しん剣けんな表情で。

「あのさ」

「何……よ。私も、服、見たいんだけど」

　上うわ目め遣づかいにこちらを見つめる茶色い髪の女の子。顔は、まだ赤らんだまま。なるほど、小学校で既すでに中学生からラブレターを貰もらうというのは伊達だてじゃないようで、なかなか可愛かわいらしい。

「俺、実はロリコンでな。亜美みたいな女の子が大好きなんだ」

「え？」

　驚きの瞳ひとみが俺を貫つらぬく。

「だから、こまみたいな女はあまり好きじゃないんだ……ほら、あいつ俺より年上だろ」

「じゃ、じゃあこまさんより私の方が……？」

　無言で頷うなずく。途と端たん、亜美の顔が再発火。こちらに瞳を向けずに俯うつむきながら、肩に置いてあるこちらの手を握にぎる。周りには、店員の姿も先ほどの親子連れの姿も居ない。姫乃もまだ試着室で店員にサイズを測ってもらっているだろう。

「で、でも、私たち、従兄妹いとこ……」

「血の鎖くさりぐらいで、俺は諦あきらめられない」

　なんて台詞せりふを吐はいてみる。いつもの亜美なら、そんな台詞よく言えるね、なんて言いながら冷やかすくせに……今は黙だまって、真っ赤に。

　……なのに、何で、こんなに寒気が襲おそってくるんだろう、この顔から。

「ね、ねえ。正樹」

「何だ、亜美？」

　こちらに瞳を。光の加減か、少し潤うるんでいるようにも思える。

「……私、正樹を殴なぐってもいいんだよね？」

　そんな純情な乙女を演じきった亜美は微笑ほほえみをたたえていた。あれ、何、この亜美の後ろから見えるオーラは何ですか。

「ちょ、待て。いいから落ち着け。そんなに怒らなく」

　全てを言い切る前に俺は地面に伏ふしていた。先ほどの顔がピンクであれば、今度は血のように真っ赤な顔になり、俺の膝ひざの裏に激げき烈れつな蹴りをくれた。いやぁ良い蹴りをしてる。

「死ねっ！」

　罵ば声せいと共に今度は笑っていられない衝しよう撃げき。痛みの場所から察すると、側頭部を膝ひざ蹴げり。もしこれが子供でなかったら、俺は死んでいたかもしれない。俺が地面に倒たおれたためか、横向きに立っている亜美が声を落としてくる。

「嫌きらい、正樹。大、大、だいっきらい！」

　の声の後、去っていく亜美の姿。武士の情けで、とりあえず見えそうだった亜美のパンツは目を瞑つぶってやり過ごした。

「何してるの、正樹？」

　亜美とはまた違う幼い声。目を開けてみると、そこにはきちんと正座をした姫乃の姿。こちらの顔が真っ直すぐ見えるようにか、首を傾かしげている姿が可愛らしい。

「いや、昼ひる寝ね……かな？」

「じゃあ、あたしも」

　と言って、正座の体勢から寝ようとしている着物の女の子。

「いや、やっぱ寝てない」

　本当に昼寝しそうな姫乃に安心させるように立ち上がり、埃ほこりを払はらう。

「身体の大きさ、測った？」

「うん。これに書いてある」

　メモを受け取る。途端、絶望感。亜美を怒おこらせてしまった俺には、亜美、姫乃の服選んでくれ、なんて言葉を言う勇気は無い。

　メモが、なぜかダンベルのように重く感じるのは、私の錯さつ覚かくでしょうか？







「ありがとな、亜美」

「別に……私はただ親しん戚せきに変態が居るって知られたくなかっただけ」

　痛いことを仰おつしやる。確かにあのまま自分の娘むすめでもない女の子の服を選んでいれば、変態扱あつかいは間ま違ちがいないだろうけど。いや、いつもの行動もそれに属する行こう為いなのは分かってますから、そんなに睨にらんでこないでください。

「変な事するのは私だけで良いんだから」

「はい？」

「正樹の変なことに付き合うのは、私ぐらいしか居ないって事」

　なるほどね、という意味合いを込めて笑ってみると、亜美は目を逸そらしてフライドポテトを次々と放ほうり込み始める。

　どうやらまだ完全には機き嫌げんが直っていないらしい。そう悟さとった俺はぼぅっと周りを見み渡わたす。木の下の日ひ陰かげに座り込み、目の前には小さい川。せせらぎの合間に夏の日差しを煌きらめかせて、こちらの瞳に訴うつたえかけてくる。ずっと遠くまで川原かわらが続き、下流のもっと浅いところからは子供らの戯たわむれる声が聞こえてきた。

「まさき、食べたよ？」

　亜美とは反対側……俺の右に座っている女の子に視線を向ける。食べ終えたハンバーガーの包みを俺に差し出している、口の周りを真っ赤にした姫乃。

「あ、ほらほら。口、ケチャップだらけじゃないか」

　包みを紙かみ袋ぶくろに捨てると、ハンカチを取り出してゆっくり彼女の口を拭ふく。丁てい寧ねいに拭いていると、すっかりケチャップは無くなった。

「ありがと、まさき」

　満面の笑えみ。心の奥底から昇のぼってくる感情を抑おさえようとせず、俺の頰ほおが緩ゆるむ。何だか知らないが、姫乃が笑いかけてくれると、こちらも笑顔になってきてしまう……やはり、この子が女め神がみだからだろうか、などと感かん慨がいに耽ふけりながら見つめる。

「ん？　どうしたの？」

「あ、いや……その服、似合ってるよ」

　ごまかすように不意に言った途と端たん、姫乃は笑顔で立ち上がる。亜美の黒いドレスとは違い、淡あわいピンク色を基調としたドレスで、ところどころに花びらの刺し繡しゆうが施ほどこされている。姫乃は俺に見せつけるようにくるっと回ってみると、長めのスカートが膨ふくらんだ。少し子供っぽい服だが、姫乃によく似合っている……つまり姫乃の精神年ねん齢れいにあっているということだが。

　ただ、あの店、こんなドレスばっかりしか置いてないのによく流行はやるな。いや、だから流行っているのか。それに、一つひとつの単価が恐おそろしく高い。まさか、本部から送られてきた軍資金の半分が消えるとは。

「綺き麗れいだね、姫乃」

「えへへ」

　はにかむように俯うつむいて、上うわ目め遣づかいにこちらを見つめてくる。頰が着ているドレスと同じ色になっていた。

「ふうん」

「何だ？」

　突とつ然ぜん発せられた拗すねたような声に敏びん感かんに反応。左側に視線を移せば、なぜか鋭するどい視線が襲おそい掛かかってきた。

「正樹が女の子の服、褒ほめるなんてね」

「いや、まあ……似合っているんだから、素す直なおにそう言うよ、俺は」

「へえ」

　何だか引っ掛かる言い方だな。何が言いたいんだ、こいつは。

「何だよ」

「何でもない」

　亜美は足を前後させて土手の草を掘ほり出す。何を拗ねてるんだ、亜美は。ま、こういうのはいつものことか。どうせ、俺のせいなんだろうけど、俺としては全く身に覚えが無い。なので、どうすることも出来ないしすることもないのだから、亜美の機嫌が直るまで、そっとしておくのが一番だろう。なんて考えていると、少し怒おこったようにさっと手にポテトの袋を渡される。どうでもいいけど、無言で渡すのはやめて欲しい。

　まあ、良い。渡されたものを紙袋に捨てて、後ろに手をついて、空を眺ながめてみる。青い空。強い日差し。夏、という言葉を暗に知らしめる蟬せみの声。両りよう隣どなりには、女の子。ただし、どちらも子供だというのが非常に残念だ。

「ねえ、まさき？」

「何だ、姫乃」

「何でここは人が全然居ないの？」

　いや、それは……

「人がいっぱいだと、疲つかれるからだよ？」

　と言ってみる。実際は、違ちがうところにあった。

　実は、本屋に寄った後にそのまま駅で電車に乗り姫由神社に向かおうと思っていたのだが、ふと気付くと、当の姫乃の姿が消えており、も、もしかして迷子に……という危き惧ぐは杞き憂ゆうに終わったようで、駅前の全国チェーンのファーストフード店の前で彼女を発見。何事かと思えば、そこには食い入るように表に飾かざられたメニューを見つめる女神様の姿。そして、俺たちに向けられるその笑顔。ナンデスカ、それは所謂いわゆる、無言の強きよう迫はくなどという部類に属される行動なのでしょうか。まあ、昼前であるし、着る服をとっかえひっかえする亜美と姫乃を待っていたため、腹も減っている。そのため、昼飯にでもするか、ということになったのだが、ここで問題があった。

　いくら幼子の容姿をしていても、彼女は女神である。それが、いわゆる俗ぞくな人間の多いところに長時間居るのは、こちらとしては胸が痛む。それに、一応釘くぎをさしていると言っても、いつまたあの無差別縁えん結むすびを行なってしまうか分からない、というのが一番の気き掛がかりなのである。だから、わざわざファーストフードをテイクアウトして川原かわらで食べるようにした。というこちらの考えは、どうやら不服なようで。

「何で？　あたし、疲れないよ？」

「姫乃、人が多いとね、疲れはどんどん溜たまっていって、家に着いたときには眠ねむくなるぐらいに疲れちゃうんだよ」

「そうなの？」

　亜美はゆっくり頷うなずき、手を伸のばして姫乃の黒い髪かみを撫なでる。

「そうだよ。そうなったら、お家うち帰ってから絵本見れなくなるよ？」

「それは嫌いや」

「だから、だよ」

　亜美の手が姫乃の頰ほおに至ると、姫乃はゆっくりと頷いてみせる。何とか納なつ得とくしてくれたようだな。

「さすがだな、亜美」

「誰だれだって楽しみにしてることが無くなるのは嫌でしょ？」

　なるほどね。まさか駅前で買った人魚姫の絵本が役に立つとは。まあ本屋でそのまま袋ふくろを破りそうな勢いだったからな……そのために今でも俺がしっかり持っている。そういえば、亜美も何か買ってたな。今でも、落とさないようにか、大事にしっかり、無い胸の前で抱かかえている。何だかんだ言って、亜美も本が好きで、俺がレジで会計を済ませた後にちゃっかり俺から金をせびってきて、それで本を買ったようだ。その胸にぎゅっと抱だきしめるように本を抱いていたため何を買ったかは知らないが。

「それでも、亜美は偉えらいな。もうお姉さんのようだ」

「そ、そう？」

　困こん惑わくするように首を傾かしげる。

「ああ。いつまでも子供だと思ってたけど、やっぱり大人になっていくんだな」

「そうかな……？」

　照れくさそうに頰を染める。それにしても、こいつはおだてに弱い。

「そうだ。偉い偉い」

　と言って、亜美の茶色がかった頭を撫でる……ではなく、長い髪を梳すくようにしてみる。

「あっ。ちょ、ちょっと」

　どんどん顔が赤く。こういうことに免めん疫えきが少ない亜美にとっては、かなりむずがゆいだろうに亜美は黙だまって受け入れている。そんなことを考えながら、ポケットからある物を取り出し、準備する。

　そして、笑えみをたたえながら、言葉というナイフを。

「まあ……その精神に身体からだが追いついていないのは、悲しいことだ」

　突つき刺さした。もちろん、亜美の貧ひん相そうな胸を見つめて。

「な、どこ見て、んあ？」

　最後まで言わせない。亜美の口には俺の指。ただし、親指と人差し指に挟はさんだイチゴミルクキャンディーがある。

「はい、ご褒ほう美び」

　驚おどろきの眼まな差ざしを向けている亜美の口からゆっくり指を抜ぬき出す。もちろん口には飴あめを残して。とりあえず、姫乃の服を選んでくれたことについての感謝。普ふ通つうに渡わたせば良いのだろうが、それはそれで面おも白しろくない。

「あ、ありがと」

「いや、買い物についてきてくれたしな」

　なんて言って、湿しつ気けと暑さのために飴が溶とけたのか、粘ねばついている親指と人差し指を舐なめる。

「あ……」

「ん？　どうした？」

「あ、え、う、うん。何でも……ない」

　何を焦あせっているのやら。顔も何だか赤いし、本当に疲れたのだろうか。

「まさき、あたしも欲しい」

　思考を中断させてくれたのは小さく華きや奢しやな手の平。割とこの飴を気に入ったらしい。まあ見た目からすると、相応なんだろうけど。

「ああ、はいはい。どうぞ」

　と包みに入っているもう一つの飴を手に置こうとしたら、姫乃は後ろに手を隠かくしてしまう。危あやうく落としそうだった。

「あぁぁぁ」

　と大口を開く。入れろ、という催さい促そくですか。あなたは雛ひな鳥どりですか、姫乃守時雨尊さん。

「はい、どうぞ」

　包みから取り出し、ひょいっと愛らしい小さな口へ。口の中で何度か舐め回すと、満面の笑みをこっちに向けてくれた。何で、こんな甘い飴が好きなんだか。

　また周りを見み渡わたし、ため息を一つだけ。ため息毎ごとに幸せが逃にげていくというが、それはともかく、と心で呟つぶやき飴をしゃぶっている姫乃を見つめる。一いち抹まつの期待をかけて街に出てはみたが、やはりというか、記き憶おくが復活する兆きざしは見られない。それどころか、どんどん子供っぽく見えるといいますか、女め神がみであるのに可愛かわいらしいなんて思えてきてしまうほどに神こう々ごうしさがなくなっているようにも思える。こうして、可愛らしいドレスを着ていれば、普通の子供にしか見えないのだ。本当に記憶が復活することはあるのだろうか、もし、姫由神社に行っても記憶が戻もどらなければ、と思うが、本部が記憶の復活を最優先に、と伝えてきたからには、復活する見込みがあるのだろうけど……まあ、彼女の神社に行って、それでも何も起こらなかったときに考えれば良いか。

「正樹さぁん」

　不意に聞こえてきた声。土手の上へ視線を向けると、そこではリヤカーを引いている袴はかま姿の女性が。

「あずさちゃん？」

「何してるんですか？」

　いや、あなたこそ、神み子この格好でリヤカー引くのはどうかと。

「姫乃の服を買いに行ってたんだ。その帰り」

「そうですか……あ、そうそう、伝えないといけないことがありまして。今夜手伝ってくれませんか？」

　と言ってリヤカーの持ち手を見えるように上げる。そして身体は思考など気にかけず、即そく座ざにあずさちゃんのもとへ。

「良いでしょう。手伝います。私の遺伝子で良ければ」

　手を繫つなぎながら、訴うつたえる。そして、彼女は真しん剣けんな表情で。

「て、丁てい重ちようにお断りします。まだ、その、そういうのを考えるのは早いと思います」

　……泣かないぞ。

「正樹、泣くぐらいなら言わない方が良いよ」

「す、すみません。そんな、お泣きになるぐらい思いつめてたなんて知らなくて」

　いや、別に冗じよう談だんだったんだけど。なので、あずさちゃん、そんなに落ち込まないで。

「お前の胸で泣かせてくれ、亜美」

「それは嫌いや」

　容よう赦しやが無い。いつの間にか亜美と姫乃も土手を上がってきている。姫乃は、俺が置き忘れた絵本を入れた袋ふくろをしっかり胸に抱だいて。それに気付いたあずさちゃんは一気に落ち込みムードを吹ふき飛ばし。

「あ、姫乃さん、可愛い」

　なんて瞳ひとみをきらきらさせるあずさちゃん。というか、瞳がハートマークに見えてくる。

「えへへ」

　恥はずかしそうにする。嬉うれしそうで良かった。

「良い趣しゆ味みのドレスですね。正樹さんがお選びに？」

「ま、まさか」

　そんなことしたら、僕は変態ですよ。

「私が選んだの」

「あ、やっぱり」

　亜美の声にうんうんと頷うなずくあずさちゃん。何だか悲しいけど、そりゃ、そうだよな。俺にこんなセンスは微み塵じんもない。

「で、何を手伝えば？」

「いえ、あの、明日、うちの神社がお祭なので、それで、たこ焼き屋台をしてもらいたいんですが」

　はい？

「そんなの、聞いてないけど」

　という亜美の声。俺も全く聞いてない。

「あれ……言っておく、って仰おつしやっていたのですが」

「それって誰だれが？」

「えっと、こまさんが……昨日の集会も、正樹さんは忙いそがしいから来れないけど、やることは伝えてあるからって、仰って、いたんですが」

　……嫌な予感がしますよ、僕。亜美もそのようで、顔が引きつっている。ああ、思い出すな、昨年。嫌でも身についたスキルが思い出される。あのソースの匂においと共に。

　そうか、なるほど、昨日、社務所に来るなと言っていたのはこれのことだったんですね、お姉さま。充じゆう分ぶんにサプライズでファンタスティックなことをしやがりましたね、親愛なるお姉さま。こうして直前まで教えないという荒あら業わざで俺の拒きよ否ひ反応を少しでも減らそうという魂こん胆たんがとても胸に染しみ入ります。

「あ、あのどうかしましたか。そんなに落ち込んで。ももも、もしかして、私、何かいけないことを。教えておいたほうが良かったんですか？」

「気にしないで」

　と、亜美が答える。見ると、亜美もどこか暗い顔をしている。ふと、後ろの荷台に載のっているものを見れば、そこにはやはりあった。

　見慣れた業務用のたこ焼きプレートが。

　その後、あずさちゃんに姫乃の神社へ行く事を伝え、ああ、貴方あなたは行ってしまうのね、あの夜のことは遊びだったのね、捨てる気だったのね、いや、違ちがうよ、この世では君とは結ばれることが出来なかったんだ、だから許してくれ、そんな、私のお腹なかには貴方の赤ちゃんが、的な会話をするわけがなく、ただ、気を付けてくださいね、夜にはお祭の準備手伝ってください、などという意外に素っ気無い返事を頂きました。あれ、何だろう、何で目から透とう明めいな液体が出てくるの。という俺の迫はく真しんの演技に気付かないまま、あずさちゃんは神かん主ぬし代行という責任感を胸に佐瀬波神社へと行ってしまわれた。

　ファーストフードのごみを片付け、再び駅前に移動。どこに行くの、と聞く姫乃に、良い所だよ、とても良い所だ、という台詞せりふを言ってしまってから、あれ、少し誘ゆう拐かいの常じよう套とう手しゆ段だんのような台詞だなと思えたのは俺だけではなかったようで、亜美が渋しぶい顔でこちらをぎらりと睨にらみつけたのは俺の目の錯さつ覚かくではない。ともかく、大人一枚と子供二枚の切きつ符ぷを買い……あれ、中学生に入るまでは子供料金だったよな、などと自問自答しながら電車に乗り込んだ。

　そこから隣となりの駅まで五分ほど。そこから姫由神社行き、と書かれたバスに乗り、約三十分。姫由神社前のバス停で俺たちは降りると、目の前には見上げるほどの階段がそこに仁に王おう立だちしていた。

「これ、上るの？」

　亜美が見上げながら呟つぶやく。

「上るんだろう、な」

　俺もうるさい蟬せみの声を耳に感じながら、見上げて呟いた。まさか、こんなに高い場所にある神社だったとは。

　元はおそらく山だったのだろう。ゆるやかに蛇だ行こうしながら繫つながっている階段の周りは全すべて木々に囲まれており、階段の所々でちょっとした広場のような場所があり、上の方に大きな赤い鳥居と神社の建物の、おそらくは本ほん殿でんらしき屋根が見えている。おそらく、上まで上れない人は途と中ちゆうの広場にあるだろう拝殿で参拝したり、お守りを買ったりしているのだろう。ここからでも社務所らしきものが見ることが出来る。とりあえず、あそこぐらいまでは上らないと……神主に会って話を聞くべきだからな。

「私、ここに居ちゃ、駄だ目め？」

　かなりのしかめっ面つらでため息をつきながら言ってくるが、そうは問屋が卸おろさない。

「駄目だ。お前も上れ」

「ええ、何でよ。私、別にここに居ても良いじゃない」

「うるさい。俺だけがこんなの上るとか嫌いやだからな。お前も道連れだ」

「何で私がそんなのに」

「父おや娘ことは、一心同体の」

「だからぁ、娘むすめじゃないし」

　ふっ、強ごう情じようなお嬢じようさんだ。こっちがこんなに熱ねつ烈れつに誘さそっているというのに……恥はずかしがり屋さんなんだね、などという怖こわい考えは綺き麗れいに捨て払はらい、ふと、亜美とは逆方向、左ひだり隣どなりに居たお嬢さんが何も喋しやべっていないのに気が付いた。

「姫乃？」

　呼びかけながら、振ふり返る。そこには、じいっとこちらを見つめるように視線を上に向けたまま、本の入った袋ふくろをぎゅっと抱かかえているお嬢様。さっきのバスまでは無む邪じや気きに窓の外を見ていたのに。

「どうした、姫乃」

　返事がないので、再び呼びかけてみる。しかし、姫乃は黙だまったまま、じっとこちらを、いや、違う。俺を見ているんじゃない、もっと、どこか遠いところ……そう思って、姫乃の視線を辿たどるように上を見てみると、そこには、頂上にある本殿らしき建物の屋根。

「あ、れ」

　突とつ然ぜん、姫乃が呟く。俺の隣に居た亜美は姫乃の前に移動し、大だい丈じよう夫ぶ、と声を掛かけるが、やはり反応がない。

「まさき」

　しばらくすると、姫乃はゆっくりと視線を上から外して、こちらに振り向いた。

「どうしたんだ、姫乃」

　だが、姫乃はふるふるとかぶりを振って。

「わかんない」

　聞いたことがある台詞を俺に返した。わかんない、姫乃がそう表現したことはこれで二回目。一度目は、あの縁えん結むすびの時。もしかして、記き憶おくが戻もどりかけているのだろうか。

「姫乃、何か思い出さない？」

　亜美の声にふるふると首を横に。そして、申し訳無さそうな顔になってしまう。だが、やはり気になるのか、上の方をじっと見つめている。何かに反応するかのように。

「ここ、どこなの？」

「姫乃が元々居た場所だよ」

「あたしが、居たの？」

　亜美の言葉にぐっと眉まゆを顰ひそめた。だが、すぐに目を瞑つぶって、下を向き、わかんない、わかんないよ、と呟きだす。

　やはり、あそこ、本殿に何かあるのかもしれない。何かしらの、姫乃が反応するものが。確か、昨日見た書類にこの姫由神社の道の管理、整備は既すでに終えられていることが明記されていた……つまり、今のところの危険性はおそらくない。ならば。

「姫乃、上に行ってみよう」

　顔を上げると、幾いく分ぶん、瞳ひとみが潤うるおっているように見えた。

「上、に」

「正樹」

　亜美が不安そうに。おそらく、入り口でさえこんな反応を見せる姫乃の身体からだが保もつかどうかを危き惧ぐしているのだろう。確かに、昨日の縁結びのように、突然神の力が出てきて、暴走するかもしれない。しかし、ここは賭かけに出てみるべきだろう。何となく、そんな考えが頭に浮うかび、俺は亜美に力強く頷うなずく。茶色い髪かみのお嬢様はいまだに不安そうではあるが、分かった、とだけ呟いてくれた。

「まさき、怖い、よ」

　涙なみだが溢あふれそうになった瞳が俺に向けられる。何かに恐おそれている、それは、記憶や力が戻ることへの恐きよう怖ふか、それとも、記憶が戻ったときに、自分に起こったことを思い出すことへの恐怖なのか、俺には分からない。だけど。

「大丈夫だ」

　俺はしゃがみこみ、ゆっくりと桃もも色いろのドレスの彼女を抱だきしめる。いつだったか、ある少女にした記憶がある、だが、そんなものを消し去るように目を瞑ると、温かい、それなのに涼すずしい、柔やわらかい、それなのにしなやかに、頼たよりない、それなのに力強い、そんな感情が頭に上ってくる感かん触しよく。まさき、という声が身体を通すように聞こえてきた。

「俺が守るから、大丈夫だ」

「……うん」

　弱々しくも、しっかりした発音で聞こえてきた言葉に俺は安心し、ゆっくり目を開ける。すると、なぜか亜美と視線がばっちりあった。だがすぐにお嬢さんは視線を逸そらすと、後ろを向いてしまわれ、どうしたんだ、と思いながらも、ゆっくり姫乃から離はなれる。さっきの意味深な行動を聞こうかと思って声を掛けようとしたら、亜美はすたすたと階段へと向かっていった。

「先、行くから」

　などという捨て台詞ぜりふを吐はくと、言葉通り、一人でどんどん階段を上っていく。いや、待て、お前が先行っても意味ないだろ、そんなことを思いながら姫乃と手を繫つないで、俺も後に続いた。亜美の後ろ姿を見つめながら、どんどん上っていくうちに、姫乃が手を強く握にぎり返してくる。それに気付いた俺が横目で見ると、姫乃はずっと俯うつむいたまま。やはり、何かに反応しているようだ。

　途と中ちゆうで疲つかれてきたのか、今は亜美も俺の隣となりでじっくり階段を上っている。しかし、先ほどから何も喋しやべりかけてこない。何だろう、何だか知らないが、嫌いやな雰ふん囲い気きが流れてる気がするのは俺だけなのだろうか。というか、何でこんなに帰りたい、と思ってしまうんだろう。

　何段上っただろうか、百段ぐらいまでは数えていたが、それ以降は全然数えていないが、とりあえず額だけでなく、胸むな元もとにも汗あせが滲にじんできたそんな時、やっと最初の広場まで上りきり、視界が開ける。そこにはやはり思ったとおり、木々で囲まれた土地には奥に社務所らしきものと拝はい殿でんが置かれていて、小型サイズの神社があるような感じになっていた。

　胸元のシャツをつまみ、前後させて風を体に送る。ふと二人は大だい丈じよう夫ぶだろうかと視線を送ってみたが、姫乃はやはり怖こわがっているような悲しそうな顔をしているが、特に変な事はない。亜美も、別段汗をかいた感じもなく、しかしこちらも幾分暗い顔。ふむ、腹でも痛いのだろうか、と思うが、こいつが食あたりとかそういう類たぐいのものには縁がないことは俺がよく知っているしな。

　ともかく、二人を連れて、木こ陰かげに移動。日は少し傾かたむいてはきたが、まだまだ真上からの熱線攻こう撃げきを続けている。蟬せみの声が一段とうるさい場所ではあるが、少しくらいは暑さをしのげる。

　そして、二人を見ているが、どちらも元気はない。いや、体調的には元気なのだろうが、どうにも二人とも力がない。亜美の理由は分からないが、姫乃の方は、記憶が戻りかけてる兆きざしとも見える。まあ、何にしても、一いつ旦たん、神かん主ぬしに会って話を聞くべきだろう。本部に移動記録が無い以上、見ていたはずの神主に聞くしかない。

「さて」

　再度二人を見る。やっぱり、姫乃はまずいよな……何せ、自分の神が行方ゆくえ不明になっていたのを隠かくしていたぐらいだ、もしかすると、これは偽にせ物ものだとかなんだとか言い出して、協力しない場合もある。変に姫乃を連れて行くのは得策じゃない。それに……姫乃をちらりと見るが、やはり元気がない。無差別縁えん結むすびのこともあるし、これ以上、刺し激げきを与あたえるのは多少、心配なところがある。とすれば。

「亜美」

「え、な、何」

　じっと地面を見つめていた彼女に声をかけると、びくっと肩かたを震ふるわせた。あ、あの、別に僕は貴女あなたの従兄いとこでありまして、痴ち漢かんでも何でもないんです、なので、そんな行動を取られると、とても傷ついてしまうのですよ。まあ、今の変な亜美に言っても、意味が無さそうだが。

「姫乃を見ていてくれないか」

「姫乃を？」

　何で、と問いかけてくる。

「いや、これから神主に話を聞こうと思ったんだけど、ほら、なんと言うか、姫乃を会わせるのはやばいのではないかと思うんだ」

　ううん、と唸うなった後、数秒考え込むように俯いたが、考えがまとまったらしく。

「まあ、正樹の言いたい事も何となく分かる。それに、あそこには多分、姫乃に関係するものが多いから」

　突とつ然ぜん、記き憶おくが戻もどるのなら問題ないが、もし暴走してしまって神の力を無制限に乱発されれば、被ひ害がいは甚じん大だいになるから、これだけ反応を示してる時に変な刺激は加えない方がいい、というのが亜美の意見で、それはもっともだと俺が頷うなずき。

「じゃあ、頼たのめるか？」

　一度だけ、ぎゅっと口を結んだが、分かった、と言ってくれた。それから、姫乃にも少し用事があるから、と言って、頭を撫なでて、木陰から出て行く。太陽光線が際限なく俺に降りかかり、それを手で遮さえぎるようにして奥の方にある社務所へと到とう着ちやく。

　社務所といっても、普ふ通つうの事務所と大して変わらず、ドアの前に立ち、二回だけノックをした。

「はい、何でしょう？」

　出て来たのは大学生くらいの女性。自分が玉城であることを告げて、神主に会わせて欲しいんだけど、と俺が言うと、ああ、ごめんなさいと返ってきて。

「神主さん、今、留守にしていて。あ、私はアルバイトなんで、どこかとか分からないんですが」

　とりあえず、どうぞ、と俺を招いてくれる。留守であれば仕方が無い、とりあえず、ここ最近の神社の資料を全すべて見せてくださいと頼み、冷れい房ぼうの効いた、中ちゆう小しよう企き業ぎようの事務所のような社務所に入る。ソファーに座って、出されたお茶を飲みながらアルバイトの彼女が持ってきた資料を見たのだが、やはり、ここ最近の姫乃守時雨尊の行動が記録されていない。というより、意図的に消したのだろうか……まさか、そんなことはさすがにしないだろう。しかし、何でこんなに情報が歯は抜ぬけのように。

「ふう」

　それ以外の情報は、本部からのものと変わらない。やはり、これ以上は神主が居ない以上、どうすることも出来ない。あのアルバイトの子の話では、神主以外の玉城は居ないらしく、アルバイトも自分だけなのだという。まあ、力の大きさとしては一位のランクに居る神ではあるが、ここまで長い階段が続く場所にあるんだ。あまり参拝客も多くないのだろう、実際、今日もここまで上ってきたが、全然人ひと気けが無かった。

「どうです、調べもの、ありました？」

　二に杯はい目のお茶を注ついでくれたアルバイトの女の子が資料を覗のぞき込んでくる。まあ、実際、全然情報は集まらなかったが、この子を心配させる必要は無いだろう。

「ああ、分かった。ありがと、ご親切に」

　途と端たん、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。大学一年生ということもあり、まだまだ高校生気分が抜ぬけていない感じの女の子だ。亜美もこれぐらい素す直なおなら可愛かわいいのだけど……まあ、そんなこと、今はどうでも良い。ともかく、これ以上の情報を得るには。そう考えていると、ふと目の前の彼女と目が合った。

「ねえ、質問して良い？」

「彼氏なら居ますよ」

　居るのか……じゃなくて。

「いや、ここでアルバイトしてどれぐらいになる？」

「えっと、今年の夏からなんで、まだ一ヶ月くらいですが」

　まあ、質問しても大だい丈じよう夫ぶそうかな。ただ、先ほどからの言動からして、自分のところの神が居なくなっていることに気付いている節がないから、詳くわしいところまでは聞けそうにないけど。

「じゃあ、さ。何か変な事とかなかった？」

　俺の質問に一いつ瞬しゆん、眉まゆを顰ひそめたけど、直すぐに。

「変って言えば、ここの神さまですね」

　答えてくれた。

「変？」

　俺が顔をしかめたからだろう、慌あわてるように、違ちがうんです、違うんです、と手を振ふって。

「神かん主ぬしさんが前に話してくれたんですが、縁結びの糸なんですけどね、確か、何か生き物から作ったものらしいんですけど」

　へえ、と相あい槌づちを打つ。まあ、さすがに本部からの情報には、そういうご利り益やくの話までは載のっておらず、全て実用性のみの資料だけなので、初耳であった。

「えっと、毛、だったか、体液だったか、何か忘れましたけど、何だか気持ち悪い生き物ので作ったんだなって思いました。あ、それだけ、なんですけど」

　彼女の気持ち悪そうな顔が面おも白しろく、少しだけ笑ってしまう。いや、だけど、お嬢じようさん、体液は糸にはならないでしょう。という返しは吞のみ込んだ。でも、それは姫乃の事件に関してはあまり使えなそうだ。俺はそのまま、他ほかにはないか、と聞くと。

「そうですね……変、変。あ、変って言えば」

　彼女はこちらを手招き。何ですか、もしかして近づいた途端、ちゅう、などというラブコメ的な行動でもお見み舞まいしてくれるのですか。そういうことならいくらでも見舞ってください、私はいくらでも食くらって差し上げます……という妄もう想そうは彼女が俺の耳に口を近づけた時点で霧む散さんさせられました。

「ここの神主さん、このごろちょっと変な感じだったんです」

「……というと？」

　彼女がなぜか小声で話すので、こちらも小声で応答する。

「何だか日に日に瘦やせていくというか、覇は気きがなくなっていったというか、目なんか血走ってましたし。神主さんは、このお盆ぼんの時季の玉城は皆みなこうだと言ってたんですけど」

　と、俺の顔を見て。

「こうしてみると、やっぱりあの人がおかしかったんじゃないかと」

　ああ、何でだろうね。下手すると、俺が全然仕事してなさそうに思われる行動ではあるな。いや、まあ、俺は適度に仕事熱心だよ、うん。

「それに、訪ねてくる人も変なのばっかで」

「参拝客？」

　彼女は首を横に振って。

「いいえ、神主さんの友達だっていうんですけど。年ねん齢れいもまちまちで神主さん三十歳だったはずなのに、お年寄りの人やら中高生っぽい人やら、何より、何だか雰ふん囲い気きが怪あやしいというか、気味悪い感じでした。皆、この暑いのに顔を隠かくすようなフードを被かぶってましたし。それで、よくそういう人たちと外出してました。玉城の人の中で流行はやってるんですか？」

　ああ、そうそう、今、玉城の中で流行っていてね、と俺は返し、彼女から離はなれ、お茶を啜すする。彼女は最後に、あ、そう、ですか。やっぱり、玉城の人って変わってるんですね、と呟つぶやき、まあ、私が憶おぼえてるのはそれだけなんですけど、と付け加えた。

　フードの集団、か。彼女にはああ言ったが、特に玉城の間でフードが、しかも夏に流行っているなんていう奇妙な事態はない。もしかして、そいつらが姫乃の記き憶おく喪そう失しつに関して何かをして……いや、有り得ないな。神主と知り合いであったということは、玉城である可能性は高いし、何より神主自身が玉城なのだ。わざわざ自分が守るべき神に何かをしようなどと考えるのは、それこそ変である。だが、何かを知っている可能性も否いなめないが、今の状じよう況きようではその集団を突つき止めるのは無理そうだ。違い和わ感かんは残るが、自分でどうにも出来ないことを考えても仕方がない。今ある情報の中で、姫乃の記憶喪失に関して考えるべきだ。

　この神み子この服って、素材が良いのか分かりませんけど、通気性が良くて機能的ですよね、大学の先せん輩ぱいからこのアルバイトを紹しよう介かいしてもらったんですけど、大学内でも割と可愛かわいいくて、何より大和やまと撫なでし子こみたいに見えるって評判なんですよ、なんていうお喋しやべりに、へえ、そうなんだ、という相槌を打ちつつ、二に杯はい目のお茶を飲み終わり、これ以上はこの子は知らなそうだし、聞けそうなことは全部聞けただろう、と思って、いまだに神子の服で白熱しているアルバイトの彼女にお礼を言い、社務所を後にした。

　暑い日差しは少しも和やわらいでおらず、仕方ない、こうなれば本ほん殿でんまで行くしかないか、とため息をつきながら、亜美の待つ木こ陰かげに……あれ、亜美、だけ？

「え」

　亜美の声。俺は木陰に入る前にその場に立ち止まった。

「亜美、姫乃は、どうした？」

「え、ま、正樹と一いつ緒しよじゃ、ないの」

　何を言ってるんだ。

「だって、さっき、正樹のところへ行きたいって言ってたから。私、トイレに行きたくなって、帰ってきたら居ないから、ああ、正樹のところへって……」

　その言葉を聞いた途と端たん、俺は周囲をぐるりと見回す。しかし、参拝客も誰だれもおらず、境けい内だいには蟬せみの声が響ひびいているだけ。

　姫乃が、消えた？

　いつ暴走するか分からない、あの姫乃が消えた？

「お前、何してんだよっ」

　亜美に向き直り、俺は怒ど鳴なっていた。亜美は飛びのくように後ろに下がり、目を見開く。

「だ、だって」

「俺は見てろって言っただろうが。それぐらいのことも分からないのかっ」

「私は、ちゃ、ちゃんと」

「見てないから、こうなってるんだろっ。お前がしっかり見てないからっ」

　だって、トイレ行ってる少しの間で居なくなるなんて、となおも言い訳めいたことをのたまってくる。

「言い訳するなよ、もし、お前のせいで姫乃が危ない目にあったら」

　その時は、と繫つなげようとした時だった。

　彼女の、両の瞳ひとみからこぼれないように涙なみだをこらえている姿に気が付いたのは。

「……ごめん。私がしっかりしてないから、ごめん」

　もう瞬まばたきするだけでこぼれそうなほどに涙が溢あふれている。一歩動くだけで、それが頰ほおを伝うのは目に見えている。なのに、彼女の目から涙は溢れない。

「い、いや、ごめん、亜美。言い過ぎた……ごめん」

　言った途端、彼女の左右の瞳がゆらめいた。しかし、俺が亜美の涙が頰を流れるところを見る前に、お嬢じようさんは後ろを向いてしまった。

「ご、ごめん」

　言いながら、後こう悔かいが胸に残る。何してんだ、俺は。亜美を怒鳴ったって、仕方が無いってのは分かっているのに。何をしてるんだよ、俺は。何であんなことを言ったんだ。

「謝らないで」

　ふるふると小刻みに身体からだが震ふるえている。そこから発せられた声は、少し涙色であった。

「でも」

「謝られると、また、泣いちゃうから。だから」

　少しの間、沈ちん黙もくが支配していたが、亜美のため息が聞こえたかと思うと、彼女は右みぎ腕うでで顔を擦こするような動きをした。

「姫乃、捜さがさなきゃ」

　振ふり向いた顔は、少し火ほ照てったように赤くなり、瞳も同じような色になっていた。しかし、亜美は清めるための水場に駆かけ寄り、そのままじゃぶじゃぶと顔を洗い流した。

「何してんの、正樹。姫乃、捜さないと」

「え、あ、ああ。だけど」

「言わないで。今度謝ったら、殴なぐるから」

　いや、あの、それは照れ隠かくしにしては刺し激げき的過ぎると思うんだが。何というか、強すぎるよ、お嬢様。とりあえず顔の火照りと目の充じゆう血けつを解消した亜美は、まだこの近くに居るはずだから、と目を瞑つぶった。おそらく力を探知する能力……玉城家一族であれば誰もが持っている能力……を行使して、姫乃の位置を探さぐろうとしているのだろう。元々は道を見るための能力であるが、大きな力の存在も感じ取ることが出来る。本当は俺がすべきなのだろうが、俺の持続力では大した範はん囲いを探たん索さくすることは出来ない。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　亜美の呟つぶやく声が聞こえ、直すぐに亜美は指をある方向に向ける。

「あっちに、強い力があるみたい、多分、姫乃だと思う」

　その指し示した方向は、紛まぎれも無く本殿へ続く階段。もしかして、姫乃は本殿へ行こうとしているのか。

「行くよ、正樹」

　言うや否いなや、亜美は駆け出した。先ほどの自分の失態を取り返そうとでもするかのようにその後ろ姿は勇ましい。いや、そんなに気を張らなくても、俺が言い過ぎただけなんだけど、と謝ったら殴られるしなあ。なんて考えながら、俺と亜美は全速力で階段を駆け上っていく。二個目の広場にまで来たが、そこには二つの社があるだけで誰も居おらず。そのまま俺たちはまた階段へ。その途中、俺の息切れが酷ひどくなってきた時、桃もも色いろの布が目の前に現れた。

「姫乃っ」

　呼びかける。だが、息が切れていて、声にならない。現実、前を走る姫乃は何かに駆り立てられるように一心不乱に上り続けたまま。

「姫乃」

　今度の亜美の声は力強かった。それが聞こえたのだろう、姫乃は走っていた足をゆっくりと遅おそめて、歩き出し、最終的には上の広場のある段の所で止まった。

「姫乃……こ、こにいたの、か」

　姫乃の数歩下の段で立ち止まり、酸素を肺に送り込む。俺の隣となりの亜美も、息を切らせてはいるが、酸欠で倒たおれそうというほどでもない。

　呼吸を整え、姫乃を見る。彼女は何かを一心に見つめている様子だった。

「姫乃？」

　彼女が振り返る。そこには、先ほどと変わらない恐おそれているような表情。

「何で」

「え？」

「何で、お母さんは死んだの。嫌いや、わかんない、嫌なの、私は、死にたくない。まだ死にたくないっ」

　いや、違ちがう。先ほどより怯おびえが強くなって。姫乃は手で頭を抱かかえ、いや、いや、お母さん、と呟いている。何だ、姫乃に何が起こって。それに、お母さんって？

「正樹、どうするの」

　亜美の声に我に返り、姫乃に少しずつ近寄っていき。

「姫乃、大だい丈じよう夫ぶだ。俺だ」

「いや、わかんない。わかんないの……来ないで、わかんないのっ」

　突とつ然ぜんだった。姫乃が叫さけぶと同時に風が吹ふいたような感かん触しよくが俺に襲おそい掛かかった。途と端たん俺の身体の周りが光りだし、それらは俺の腕うでや胴どうに纏まとわりついていく。まるで糸みたいな変なものが。糸……もしかして、これ。

　触さわろうとした瞬しゆん間かん、その糸は俺に触られることを拒こばむように消え去り、同時に何かが倒れるような音。

「姫乃っ？」

　亜美の声。顔を上に向けると、先ほどまでそこに居た彼女が居ない。直ぐに倒れたのだということが分かり、最初に動いた亜美についていくように俺も階段を駆け上った。そして亜美が姫乃の無事を確かく認にんし、俺は彼女の見つめていたと思われる方向を見てみる。そこには、本ほん殿でんに刻まれている、円形の中に六本の線で星が作られている、籠かご目めの紋もん章しよう……玉城家の家紋があった。
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　何で姫乃がこれを見てたのか、と謎なぞが出てきたが、ともかく、これ以上ここに居るのは姫乃に良くなさそうだということで亜美と意見が合い、ここから離はなれるべく、失神した姫乃を担かつぎ、元居た木こ陰かげに戻もどってきて、水で湿しめらせた亜美のハンカチで顔を拭ふいてやると、数分で意識を取り戻した。だが、姫乃は今まで自分が何をしていたのか憶おぼえていないらしく、また先ほどのような恐きよう怖ふ感かんはなく、何で怖こわかったのかも全く分からないらしい。というか、雰ふん囲い気きがここ数日のものに戻っていることからも、記き憶おくが戻っていないだろうということは明白であった。まあ、とりあえず亜美も俺も、何事もなくて良かったとため息をついたのだが、亜美は俺と視線が合うと、ついっと逸そらしてしまう。などという行こう為いをする意味を考えるのはとりあえず保留にし、もう何だかんだで既すでに四時を回っているという事実と心的、身体的疲ひ労ろうが相まって、今のところ、これ以上はここでは記憶復活を望めないだろうという結論に達した俺たち二人は姫乃を連れ、帰りのバスへと乗り込んだ。

　帰ってきてからあずさちゃんに準備を手伝って欲しいということを頼たのまれた事を思い出し、姫乃を亜美に任せると、俺とこま、そしてあずさちゃんは境けい内だいに集合していた商店街の人々と共に祭の準備を開始し、日の入り間近に終しゆう了りようした。その後、俺は亜美が姫乃の相手をしていることをしっかり確認してから、びくびく怯えるように風呂ふろに入り、特に何事もなく入浴を終えることに成功。いや、普ふ通つうに入れば良いのだろうけど、あずさちゃんが間違って、こまが故意に、風呂場に入ってくるとか、着き替がえの途中に亜美が不意に、こまが故意に、脱だつ衣い所に入ってくるとかいうベリー素す敵てきな出来事が起こってしまうと、色々と問題があるわけで……今気付いたけど、何でこまだけ、故意に、なのだろう。気にしちゃいけないのか、気にしてはいけないというのか、マイブレイン。

　まあ、ともかく平和に風呂を終えた俺はいつもながら美味おいしい夕食を食べさせてくれるあずさちゃんに何度も求きゆう婚こんし、それに根負けしたあずさちゃんは私に身体からだを預け、そしてそのままゴールイン。今では彼女のお腹なかには新しい命が、などという妄もう想そうすらも許さないこまの視線で、あずさちゃんとの結婚計画は頓とん挫ざ。冗じよう談だん半分だというのが分からないのですか、このお嬢じようさんは。ちなみにもう半分が何の成分で出来ているかは墓場まで持っていくつもりなので言う気はない。

　その後、亜美は部屋に戻り、あずさちゃんとこまは片付けをしてから、交代で風呂に。残された俺は、姫乃に請こわれて、買ってきた絵本をこうしてリビングで読み聞かせていたのだが、ページの早い段階で隣の姫乃の様子が段々弱々しくなっていき。

「人にん魚ぎよ姫ひめは陸へ上がると、早さつ速そく王子を捜さがそうと街へ出ました。そこでは、人魚姫が見たことの無いものばかりがありました」

　五枚目のページをめくろうとすると、隣となりで座っていた女の子の睫まつ毛げが止まっているのに気が付く。

「姫乃？」

　呼びかけてみるが、返ってきたのは穏おだやかな寝ね息いき。あれだね、子供って、話の途と中ちゆうでも寝ちゃうんだよな……まあ今日は外に出たから、そして、姫由神社であんなことがあったから、疲つかれるのも無理はない。

「あ、寝ちゃったんだね、姫乃ちゃん」

　頭から湯気を立てているパジャマの女性がリビングに入ってくる。そうか、今はこまが入ってたのか……俺は最初に入らせてもらったから、関係ないけど。

「ああ。絵本読んでたら、な」

「信しん頼らいされてるねぇ」

「そうか？」

「そうですよぉ」

　なんて言って、一直線に奥のキッチンへ。風呂上がりにキッチンへ行く理由……ビールを飲むためだ、普通なら。

「あ、正樹君も飲むぅ？」

　奥から聞こえてくる声。即そく座ざに返事。

「いや、良いよ、俺は。どうせ牛乳だろ？」

「そうだけどねぇ」

　しかし、本当に牛乳が好きだよな、こま。だから、あれだけ身体が成長したのかもしれない。と、今でさえ、たゆんたゆんと揺ゆれている胸を少しだけ見やった。

「なあ、あずさちゃんは？」

　姫乃の柔やわらかい黒くろ髪かみを弄いじりながら聞いてみる。いつ触さわってもすべすべで気持ちがいい。

「えっと、もう寝ましたよ？　お風呂に入ってから直すぐ」

　ほおほお。そうですか。まだ八時だというのにお早いことで。まあ、明日は祭だからな……確か、あずさちゃんの部屋は亜美の隣だったはずだ。

「夜よ這ばいにでも行こうものなら、殺しますよ？」

　ソファーから立ち上がろうとした俺の背後で、柔らかい声。振ふり返れば、そこには笑え顔がおがあるのかもしれないが、さっきまでキッチンに居たのだから、手には包丁を持っているかもしれない。

「あ、あはは。何を言っているんだい、マイフィアンセ。そんなことするわけないじゃないか」

　と、中ちゆう腰ごしのまま。後ろを振り返るのは絶対にしてはいけない項こう目もくだ。

「だったら、座ったらどうですか？」

「……あい」

　すとんとソファーに座る。その衝しよう撃げきで、少し姫乃が上に揺れた。

「ねえ、正樹君」

　牛乳パックを持ったまま、こちらに来て、姫乃の居ない俺の左側にぽすんと座り、姫乃をちらりと見た。シャンプーの匂においなのか分からないが、いつまでも吸っていたいと思うような匂いがこまから漂ただよってきて、少し胸がどきりとうねったが、すぐに元に戻もどった。

「どうです、進展ありました？」

　言うまでもなく、記き憶おく喪そう失しつに関してだろう。玉城家の家か紋もんを見て姫乃が反応した、という憶おく測そくはなぜか言うのがはばかられ、とりあえず俺は顔だけ笑いながら、首を横に振った。

「それは残念でしたねぇ。手がかりも何もなかったんですか？」

「ああ、何も。というわけではないが」

「と、いうと？」

「フード集団」

　先ほどの祭の準備の合間に話した内容だということが分かったらしく、こまは難しそうな顔をして。

「確かに怪あやしいですよね、私も何か今回のことに関かかわったのでは、と思いますが」

　とちらりと俺を見てきて。

「正樹君はそう考えたくない、って感じですよね」

「いや、そういうわけでは」

　こまはくすっと笑いかけてきて。

「正樹君は優やさしい。優しすぎるってくらい、優しいです。だから、同じ玉城の人を疑いたくないんでしょ？」

　そんな風に言われると、何も言えなくなる。それをこまは知っているから、だけど、と付け加えて。

「優しいことが、いつも正樹君を助けるわけじゃないからね。それは、ちゃんと忘れないでいて」

　重い言葉。おそらく、俺のイサマトに対しての対応を言っているのだと思う。無意味にイサマトをすすがない、という俺の対応に。

「まあ、その話は良いよ。とりあえず、フード集団のことは本部に報告しておいてくれ」

　こまは、深くため息をつき、分かりました、後で本部に報告しときますね、と呟つぶやいてから、あ、という口の形で固まって。

「あ、そうです。本部で思い出しました。正樹君がお風呂ふろに入っている時に本部から、追加情報が入ったのをすっかり忘れていました」

　そういうことは素す早ばやく教えてください。

「そ、そんな顔しないでくださいよぉ。忘れていたのは仕方がないんですぅ」

　まあ、良い。思い出してくれたのだから。ささ、言うが良い、などという横おう柄へいな態度を取るつもりは無いが、こまを手招くように手を動かすと。

「えっとですね。また、移動記録に関してなんですが」

　と前置きして。

「姫乃ちゃんを今日、街に連れ出しましたよねぇ。その時に、多分正樹君か亜美ちゃんが接せつ触しよくして神社を出ましたよね？」

　無言で頷うなずき、次の言葉を待つ。

「その時に分かったことらしいんですが……どうも、姫乃ちゃんの力の流れがおかしいんです」

「流れがおかしい？」

「ええ、大体は姫乃守時雨尊の流れ方なんですがぁ、微び妙みように違い和わ感かんがあるらしいです。そうですねぇ、たとえると、すごく似てるそっくりさん、という感じですか」

「それは、偽にせ者ものってことか？」

　と聞くと、ぶんぶんと首を振る。その髪かみが振られるたびに彼女から甘い匂いが流れてきた。

「いえいえ。えっと、そうですねぇ。そっくりさんが本物になった、じゃなくて、本物がそっくりさんを演じていると言いますか」

　まあ、つまり、何かがおかしいのか、と呟けば。

「そうです、何かは分かりませんが、少しおかしいんです」

「それは、記憶喪失からくるものじゃないのか？」

　しかしこまは、それもどうか分からないんです、と残念そうに呟き、ただ、と繫つなげて。

「一度だけ、姫乃守時雨尊のはっきりした存在の記録があったんです」

　それって、もしかして。

「正樹君の考えるとおり、その、姫乃さんが失神する直前。正樹君の身体からだに糸みたいなものが絡からみついた時です」

「それはどういうことだ」

　という俺の問いにこまはまた申し訳無さそうに首を振ふって。

「すみません、そこまでは。ただ、確かにあの時、あの場所に姫乃守時雨尊が居た、ということだけしか分かりません」

　そうか、と俺が呟くと、こまはこっちを見つめてきて。

「せっかくおかず一個貰もらったのにぃ、中ちゆう途と半はん端ぱですみません」

「いや、唐から揚あげ一個でここまで頑がん張ばってくれたら願ったりかなったりだ」

　途と端たん、えへへと照れ笑いを浮うかべ、持っていた牛乳パックを呷あおる。これで話は終わりらしく、こまはふう、とため息をついて、天てん井じようを見ている。それを追いかけようとしたとき、こちらに振り返り、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、気を付けてね、と囁ささやいた。何に気を付ければいいんだよ、と息を吐はくように言い捨て。

「じゃあ、俺は姫乃を部屋まで運ぶから」

「はい。お願いしますぅ。さっきのことは、少しでも良いので、頭に置いておいてくださいねぇ」

　柔やわらかい笑え顔がおと共に牛乳パックのままで飲んでいる。あまり飲みすぎると、腹を壊こわすぞと思いながら、隣となりで寝ね入いっている姫乃をゆっくり抱だき上げる。やはり軽いな、亜美と同じかそれ以下だろうか。

　比例して、どこも膨ふくらんでないのが悲しいところだ。

　こまの居るリビングを出ると、庭に面した和風の廊ろう下かが目の前に広がる。リビング自体は洋風なのに戸が障子というのは良いのだろうか。

　そこから左に進んでいくと、曲がり角。そこを曲がり、少し開いた場所から光が漏もれている二つ目の襖ふすまに向かう。手前の部屋はあずさちゃんの部屋だが……本当に夜よ這ばいに行って失敗すれば、命は無い。

　亜美に宛あてがわれた部屋の襖の光が漏れる隙すき間まに右足の親指をねじこみ、そのまま開けた。

「おい、亜美」

「う、わ、何、何よ！」

　ばたばたっと慌あわてるように机の上を片付ける亜美。何で、そこまで驚おどろくかね。

「いや、姫乃を」

「……奥に布団ふとん敷しいてあるから」

　姫乃の着物をハンガーで上の桟さんに掛かけてある襖を指差し、そのままこっちを睨にらんできた。

「何だよ」

「早く寝かせて、早く出て行け」

　……なるほど。そこまで毛け嫌ぎらいしますか、ああ、そうですか。ゆっくり奥へ進み、襖を足で開ける。普ふ通つうの和室に敷いてある二つの布団。明かりはスタンドライトのみで、蛍けい光こう灯とうは消してあるようだ。すっと横目で見れば、亜美はこちらをちらちらと見ていた。それを確かく認にんした後、わざとゆっくりと襖を閉めながら、大おお袈げ裟さな口調で言ってみる。

「さあ、姫乃。よく眠ねむれるようにお兄ちゃんとマッサージしようなぁ」

　と言って、布団に姫乃を横たえれば、直すぐに足音が近づいてくる。それを聞きながら、身体は襖の横の空間に。

「正樹っ。懲こりずに昨日の今日でまた馬ば鹿かなこと……って、あれ？」

「わっ」

　横から抱きつく。

「え、何、え、え？」

「静かにしてもらおうか。姫乃が起きる」

　なんて台詞せりふを耳元で呟つぶやく。だが、静かになると同時に肘ひじが俺の腹に。

「離はなれろ」

「……ふふっ、そんなに恥はずかしがらなくても」

　耳元に息を。

「ひゃあっ？」

　妙みように艶なまめかしい声を上げるので、少し身体を離してみる。だが、逃にげないようにしっかり肩かたは摑つかんだまま。

　そして、うなじに舌を這はわせ、少しずつ鎖さ骨こつの方に……などという行動は起こさない。

「なあ、亜美。ごめんな？」

「な、何？」

　開いた襖から差し込んでくる安っぽい光。それに照らされて、紅潮した顔をしている茶色い髪かみの女の子。

「その、ほら、今日のこと。俺、あの時、頭に血が昇のぼってて。それでそのこと、まだ怒おこってるんだろ？」

「な、何も怒ってないし、それにあのことはもう良いの。私も悪かったんだし」

「でも怒ってるだろ。俺を誰だれだと思ってるんだ？」

　亜美はうっすら光っている瞳ひとみを向けて。

「痴ち漢かん」

「……従兄いとこです」

　感情を抑おさえて、何とかせき止める。ここで相手の調子に乗るのは良くない。

「じゃあ何に怒ってるんだよ。教えてくれ、気持ち悪いだろ？」

「別に正樹が知らなくてもいい。というか、知るな」

「何で。教えてくれよ」

「嫌いや」

　そうですかそうですか。そこまで拒きよ否ひしますか。そんなことすると、余計知りたくなっちゃうなぁ、お兄ちゃんは……らしくないとか、そういう問題はこの際無視しよう。

「じゃあ、私、お風呂ふろ入ってくるから」

　逃げようと肩の手を強ごう引いんに外そうとする亜美。だが、そんなことはさせない。瞬しゆん時じに亜美の膝ひざの裏と肩に手を伸のばし、そのまま持ち上げる。

「あ、ちょ、やめてよ」

　予想通り、軽々と持ち上がった。じたばたと暴れてはいるが、俺が離さない事実が分かったのか、大人しくお姫ひめ様さま抱っこを受け入れる。

　それを確認した後、ゆっくりと蛍光灯の光に向かい、亜美が座っていたちゃぶ台のところに胡坐あぐらをかいて落ち着ける。

「さあ、もう逃げられない」

　左手に広がる血の熱さを感じながら、薄うすい身体からだを眺ながめる。恥かしそうに黒いスカート部分を押さえている亜美は、俺のじろじろと見ている視線を追って、顔が火ほ照てっていくのが目に取れる。

「別に逃げてるわけじゃ」

「じゃあ、何で怒ってるか、言えるよな」

　もじもじと俺の腕うでの中で動く。所在無げというより、所在というものが無いのだ。少しくすぐったいが、どうとも思わない。

「言わない」

「じゃあ、いつまでもこのままだ」

「……卑ひ怯きようだよ、正樹」

　じわじわと亜美の温ぬくもりが腕を伝ってくる。そういえば、亜美もこんなに大きくなったんだ、と感かん慨がいに耽ふけってしまった。昔はもっと足が短く、身体もか細かった。

「何が卑怯なんだ？」

「え、それは、全部、全部だよ」

　弱々しく呟く。身体は少し小刻みに震ふるえ、面おも白しろい。そんな様子の亜美の耳元に口を近づけ。

「……何を怒ってるのかな？　お兄ちゃんに教えてくれないか？」
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「あ……」

　昔の口調で優やさしく問いかけてみる。すると、驚おどろきの瞳をこちらに向けてきた。さすがにこの口調は久しぶりなので、驚いたのかもしれない。

「あの……」

「うん。何？」

　なぜか亜美の顔が赤くなっていくのが見える。なぜだろう、と思うが、今は亜美が怒っている原因の方が大事だ。封ふう印いんを解く羽目になりそうな事態には陥おちいらないだろうが、それでも従妹いとこに拗すねられたままでは、居い心ごこ地ちが悪い。

「や、やっぱり駄だ目め！」

　叫さけぶや否いなや、亜美は腕の中で暴れだす。そして、その拍ひよう子しに目の前に亜美の細い足が迫せまってきて……顔に当たった。

「あ、ごめん！」

　とは言うが、そのまま俺の腕の中から抜ぬけ出す。俺の方は意外な攻こう撃げきにダメージが残っている。

「わ、私、お風呂行くから」

　顔を押さえているときに聞こえた声。直すぐに襖ふすまが木と擦すれる音がして、足音が廊ろう下かを遠ざかっていった。

「……はっ」

　しまった……あまりにも亜美の反応が面白いから、遊びすぎた。あれだと、また機き嫌げん悪くなるな。結局、何で怒おこってるのか、分からなかったし。まあ、とりあえず、亜美を罵ば倒とうしたことに関しては違ちがうみたいだけど。

　それにしても、亜美はああいうネタに弱いな……俺が度たび々たびああいうことやってるんだから、もうそろそろ慣れてもいいはずなのに、って別にそういう特訓をしているわけではないが。

　ふと、あるものがちゃぶ台の下に見えた。俺が入ってきた時に亜美が慌あわてて隠かくした物体。確か、亜美は風呂が長かったはずだし、姫乃も寝ねている。ということは……

「ふっふっふ」

　自分でも悪役と思うほどの笑えみをこぼし、下に置いてある紙かみ袋ぶくろを取り出してみる。それをよく見れば、買い物帰りに寄った本屋の袋だ。亜美が買った本だろう……

「エロ本か、男同士の恋れん愛あい小説か……絶対どっちかだと思うんだが」

　なんて言いながら、既すでに紙袋から取り出している。大きさから見ると、文庫本ぐらい……やはり男同士のヤツか？　官能小説も有り得るが。

「……ん？」

　表紙を見てみると、そこにはアニメのようなキャラクターが描えがかれ、背表紙には『限られた愛情』と書かれている。

「何だ、普ふ通つうのじゃないか」

　面白くも無い、などと思いながら興味に駆かられ、裏に書かれているあらすじを読んでみた。そこには生き別れた兄と妹が再び出会い、愛し合うようになっていくというストーリーが書かれている。

「あ、まだある」

　もう一つ出してみると、そこにもアニメのようなキャラクターが描かれている。背表紙には『ブラコンパニック』と書かれていた。あらすじには、ブラザーコンプレックスの女の子が人知れず義理の兄に好意を寄せると書かれている。

　最後にもう一個出てきた。そこには『血けつ縁えんの絆きずな』と書かれていて、あらすじは兄きよう妹だいとして育てられた二人が許いい婚なずけになり、血縁に縛しばられながらも否定できない親族への愛に葛かつ藤とうするというものだった。

「……割と過激な物もあるんだな。俺たちの家系だとなんとも思わないが」

　今でこそ血の濃こさを計算できているが、昔は血を守るために近きん親しん相そう姦かんをしていたという記録がしっかり残っている。兄と妹、姉と弟、おじと姪めい、おばと甥おいなんていうのは普通だったのだという。

「それにしても、亜美はこんなのばっか買ってるのか？」

　どれも『兄妹』の関係が描かれた小説だ。あまりにも偏かたよっているよな……

「もしかして」

　あいつ、兄でも欲しかったのだろうか。そうだとすると、この偏った趣しゆ味みも納なつ得とくがいく。人間は無い物ねだりをするからな……いくら何でも今からじゃ、弟しか出来ないだろうし。なんて考えていると。

　……不意に。

　そう不意に後ろに感じる。あの、俺たちしか感じえない存在。

「誰だれだ」

　立ち上がり、振ふり向く。その力の大きさに押されながらも身体からだは身構え、いつでも次の行動に移せるように準備をしておいたのだが。

「誰だとは心外だ。我の領域に踏ふみ込んでおいて」

　そこには黒い着物を着ている細身の男。目鼻立ちが整っており、髪かみは烏からすのように濡ぬれたような黒色。会った事もない顔であるが、直感でそれが何だと分かる。この神社の中で、姫乃と同程度とまではいかないまでも、俺や亜美とは桁けた違ちがいな力を持っている人物。

「亜あ貴き月づき由ゆ布ふの命みこと……か」

「いかにも」

　少し長めの前髪をかきあげて、ゆっくりとこちらに近寄ってくる。商あきないの神三位、亜貴月由布命。本来ならば任務の前に一番に挨あい拶さつをするべき存在であるが今年は、玉城家の召しよう集しゆう……随ずい時じ執とり行なわれるもので、何か問題が起こった時や変化があった時に玉城家が本部へ一部の神を呼び集めることだが、それがかけられていて、今回の内容は稼かせぎの悪い一部の商いの神を他ほかの神社へ誘ゆう致ちし、神社を取り壊こわすとかの会議があったということをあずさちゃんから聞いている。

「これは、失礼しました、玉城家から召集されていたようで、お疲つかれさまです」

「そう硬かたくなるな。我はそういうのが嫌きらいなのでな」

　足音も無く、奥の襖ふすまへと近付いていく。

「あ、あの、姫乃は今」

「分かっておる。見るだけだ」

　途と端たん、襖を開かず、そのまま通り過ぎる。やはり実体が無いためか、少し面おも白しろい風景だ。本当なら姫乃も出来るとは思うが、行動を見る限り、おそらくそういう物理的な障害を無視する方法を記き憶おく喪そう失しつの影えい響きようか忘れている節がある。まあ、こちらとしては面めん倒どうを見やすくて助かるのだが……そんなことを考えていると、すぐに亜貴月由布命は戻もどってくる。

「あの、ありがとうございました。姫乃をここに置いてもらって。もっと早く挨拶すれば良かったのですが」

「別に構わん。それに姫乃守時雨尊とは交遊もある」

　確かに、姫乃の資料の中にある移動記録で、時々、この亜貴月由布命の存在が姫由神社で確かく認にんされていたはずだったな。

「正樹、と言ったな」

「は、はい。そうです」

「姫乃守時雨尊から、目を離はなすな」

「なぜです？」

　突とつ然ぜんの言葉と、今日あったこと、そして先ほどのこまの言葉がリンクしたことに多少、驚おどろきを感じて直すぐに聞き返してしまう。

「……それは」

　ふと、奥の襖を振り返る。だが、直ぐに俺の方を向いた。

「神しん託たく、とでも受け止めてもらいたい」

「神託……でも、それはどういう」

　問い返したが、亜貴月由布命は静かに目を閉じ、黙だまってしまう。だが、数秒後、目を開けると。

「明日は祭だ。早く眠ねむって、明日に備えてくれ」

　言うや否いなや、すっと視界から消える。おそらく本ほん殿でんのご神体に戻ったのだろう。だが、最後の言葉……姫乃から目を離すな、とはどういうことなんだ。

　それにしても、やはり祭を期待しているんだな。確かに人が多く集まれば、それだけ神も嬉うれしいのだろうけど。

　俺も出店に駆かり出されるんだよな……はあ。

「とりあえず、もう寝ねるか」

　亜美の本を先ほどと同じところに戻し、一度姫乃の寝顔を覗のぞいてから、部屋を出る。こんな子供の何に気を付ければ良いのだろう。無差別縁えん結むすびはあったが、大体、縁結びは所しよ詮せん、恋こいの成じよう就じゆでしかないわけであるし、記憶喪失の今では効力も小さい。まあ、亜貴月由布命も言っていたとおり、神託として受け止めた方が良いのかもしれないな。もう一度、姫乃の顔を覗き込んで、その愛らしい寝顔に頰ほおを緩ゆるめる。

「らしくないな……」

　とは思いつつも、口の中でおやすみと呟つぶやいている事実は否定できなかった。







　第四章　夢を見たら、そこは月夜







　暗いな。

　いや、黒いのか。

「はじめ……まして」

　突然目の前に光が満ち、視界が開ける。そこには、俺たちが本部と呼んでいる神社の境けい内だいの風景。父さんが居て、母さんが居て、皆みなが袴はかまに千早、しかし頭には儀ぎ式しきの時にしか着けない飾かざりが光る。

「ほら、正樹。挨あい拶さつしなさい」

　左ひだり隅すみに見える父さんが言う。

「正樹、緊きん張ちようしているの？」

　右隅に見える母さんが言う。緊張……何をだ。

「はじめ、まして。正樹といいます」

　母さんと父さんの間、丁度中心部分の霞かすみがかっている場所が明確に。どんどん、どんどん。明確に。綺き麗れいに。恐おそろしいほど。優やさしく。震ふるえるほど。明るく。

「私は、こまって言います。ひらがなで、こまです……正樹、君」

　視界が溶とけた。全すべてが真っ白に塗ぬりつぶされ、黒く壊こわされる。痛い？　違ちがう。寒い、でもない。何だ、この気持ち。何かが欠けているような。完全なような。

「お前、誰だれだ？」

　男の声。しかし、姿が見えない。誰だ、と聞きたいのはこちらだ。

「──、です」

　また、声。今度は、女。誰だ。誰だよ。お前らは。誰なんだよ。姿を見せろ。

「お前が──。穢けがれた──」

「……貴方あなたは」

　俺は。

「マサ──」

　途と端たん、光。視界がはっきりとして。それでいて。おぼろげに。戻もどってくる。見えてくる。何だ。何が見える。何が見えている。

　ここは、俺が管理している、いや、俺の父さんが管理している、神社。そこの、境内。広い石いし畳だたみの境内の、真ん中。少女が、居る。桃もも色いろの。ひらひらの。綺麗な洋服を着た。

「君が、亜美ちゃん？」

　俺の声。その少女に、話しかけているのか。

「はい」

「いくつ？」

「あなたの八歳下です」

「じゃあ、今年で五歳だね」

　視界はぼやけているのに、風景が定まっていないのに。彼女は、彼女だけはしっかり見えている。大きな瞳ひとみ、愛らしい口元、華きや奢しやな身体からだ、黒い髪かみ。吸い込まれそうな、真っ黒。艶つややかで、俺の顔を映してしまうような。黒、あれ、黒。確か、こいつの髪の色は。

「従兄いとこだから、かしこまらないでいいよ」

「はい。まさ、にいちゃん」

　途端、引き込まれる。その黒さに。髪の黒さに。どんどん、どんどん。引き付けられる、それが迫せまってくる。

　黒く、醜みにくく、美しく、鮮あざやかに、視界が無くなる。違う。無くなる前は、あった。え？　何だ、何だよ。これ、何だ。

　何を無くした？

「私に、無くすものはありません」

　また、お前か。誰だ、話しかけてくるな。

「なぜ、そんな悲しいことを言う」

　男の声。分からない、誰か、誰なのか分からない。であるのに、この声が心ここ地ちよい。姿を見せろ。声だけで俺を巻き込むな。

「事実は悲しいことしか感じさせません」

「……少し待っていろ」

　何かが走り去る音。いや、走っている。今、耳に響ひびくこれは、自分が走っている音。いや、違う。俺は、こんなの知らない。感じるはずがない。

「目を閉じて、口を開けろ」

「な、にをする気ですか」

「変な事はしない」

　沈ちん黙もくが流れている。何だ、何が起こっている。

「……これは」

「今、お前が食べたものが何か、分かるか？」

「分かりません」

　匂においが漂ただよってくる。俺の手から、甘あま酸ずっぱい匂い。何だ、何でこんな匂いがしてくるんだ。

「野いちご、というものだ」

「野いちご……美味おいしいもの、ですね」

「野いちごは、何のために存在していると思う？」

「何のために、って」

「食べられるためだ」

　誰だ、思い出せない。本当に、こいつらは誰なんだ……

「いちごは、移動できる鳥や獣けもの、我ら人間に食べられる事で種を運び、次の世代へ意識を繫つなぐ。そして、運ばれた種たちはまた、いちごをつけて。この繰くり返しだ、世代を重ねる事だけに存在しているのだ」

「悲しい、ですね」

「だが、いちごが悲しんでいる姿など、私は見たことがない」

「は、はあ」

「だが、人間は口が利きける。感情を言葉に出来る。明日とも分からぬ命だと騒さわぎ立てて、歌にする。不公平だと思わないか」

「不公平？」

　何だ、この男は。何が言いたいんだ。

「ああ、不公平だ。他ほかの動植物は何も言わない。彼らだって悲しいはずだ、生きていくというのは。しかし、彼らは何も言わずに、自分の生きる理由のためにもくもくと命を紡つむいでいる。それに比べて、人間は不平を言いすぎだ、不公平だ」

　途端、沈黙。しかし、数秒後には、女の笑い声が響いた。

「なぜ笑う」

「面おも白しろいからです」

「どこがだ。私は真面目まじめに」

「真面目ぶってそんなことを言うから、です。まるで、彼らを代弁するみたいな口くち振ぶりで」

「口が利けないなら、代わりに言う。これこそが公平ではないか」

「彼らの気持ちも分かりませんのに」

「分かる」

　また笑い声。ああ、分かる。この温かさ。分かる。こういう気持ちを持つということがどれだけ幸せなのか、俺には。分かる。

「私は」

「ん、何だ」

「……私は、この胃の中に眠ねむる野いちごのようになれるでしょうか。彼らのような、生きる理由を、生きて良い理由をもつ者に」

　途と端たん、風が俺を襲おそう。風、どこから、吹ふいたんだ。あれ、何だ、今、俺は何を見てた、何を聞いていた。何だ、この感かん触しよく。腕うでを。何かに引かれている。誰だれに？

　──イナケレバ。アイツサエイナケレバ。

　誰だ。誰が言っている。気味が悪い、気持ち悪い。周りで喋しやべるな。

　──アノ、ケガレタオンナガ──オサノムスコデモ──タカガ、メカケノ──ナラバ、ドウ──ホウホウハ、ア──シカシ、キヅクノデハ──シンパイハ──トオザケレバ、モンダイハナイ──ナルホド、アノカタガ、ハナレタトキニ。

　──ソウ、コロセバイイ。

「はあはあはあはあ」

　吐と息いき。誰の、吐息。ああ、俺だ。俺なんだ、これ。走ってる。暗い森を。一人で。軽かろやかとはいえない足さばきで。何をしてる？

「はあはあ……ぐあぅ」

　崩くずれ落ちる。何かを吐はいた。気持ち悪い。でも、構っていられない。何をしてるんだ、俺は。

「……アミ」

　誰だ。それは。誰のことだ。俺、誰の名前を言ってるんだ。

「アミィィィィィィィィ！」

　叫さけび声が画面を割る。ひびが入り、また真っ白に。真っ暗に。気持ちが良い、違ちがう、安心するのか。何だ、何が起きてる。

「ま、まさにいちゃん！」

　少女の声。聞こえる。何だ、誰の声だ。誰を呼んでいる。俺なのか、それとも違うのか。

「駄だ目め。来ちゃ……駄目」

　視界が真っ黒く。それなのに目の前に何かが見える。女の子だ。何か着ているのか、何も着ていないのか。違う、分からない。何だ、何を俺は。

「駄目……駄目……駄目、駄目……駄目」

　聞こえる。少女の声。聞こえる。俺の息。聞こえる。何が？　違う、聞こえない。聞いちゃいけない。

「あ……あぁ、ああ、いやぁ」

　少女だけじゃない。少女だけじゃない。居るのは。何だ、あれは。何が見える。何を見てる。何をしている。

　真っ黒だ。いや、真っ白。ひび割れている。そこだけ。そこだけ見えない。何が見える。何も見えない。

「……アミ」

　搾しぼり出される音。ああ、俺の声だ。俺が言ってる。あの子の。あの少女の……名前だ、そうか、え、違うのか？　いや、合っている。なのに怖こわい。

　黒いものが蠢うごめく。黒いのに。真っ白なのに。見えないのに。蠢いているのが。手に取るように。笑えるぐらい。震ふるえるぐらい。鮮せん明めいに。

「いや……いや……いや、いや、いやいや。いやぁ」

　少女に黒が伸のびる。彼女の下腹部に。誰にも見られていない、少女に。それは。迷う事も無く。真っ直すぐに。何が？　何かが。真っ直ぐに。アミへ。

　……アミへ。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　耳を引き裂さく。何かが引き裂かれる。何を？　知らない。分からない。何も。俺には。俺には。何も。

　少女の腹が。手て触ざわりの良さそうな。腹が。染しみも何も無い。美しい腹が。あっさりと。叫ぶ暇ひまも無いほど。失神できないほど。

　膨ふくれていく。

　その光景。生々しい。光。直感で。知りたくなかった知識が。鮮明にさせる要因が。気持ち悪いほどの。禍まが々まがしい力が。俺に。俺に分からせる。

　……卵を植えつけている。

　俺は見ている。何を。見ている。笑って。違う。泣いて。違う。怒おこって。違う。違う、違う。違う。違う。違う。違う。違う。違う。

　じゃあ。見ているのか。何を。空？　頷うなずけ。そうだ。空だ。夜空だ。星が光る。黒い木の間から見える。月は？　見える。見えている。赤い月。違う。俺の目が。赤い。真っ赤に。血のように。血より濃こく。血より生なま臭ぐさく。血より繊せん細さいに。赤く。赤くなる。目が。瞳ひとみが。

「……殺す」

　簡単。言える。出来る。俺に。あれを。黒を。分かっている。少女を。助ける？　助けよう。そうなのか。助けるのか。違う。笑え。泣け。怒れ。壊こわせ。貪むさぼれ。命を。消せ。

「あ……あぁ」

　少女。瞳が。瞳の光が。消える。死ぬ？　違う。じゃあ。分からない。壊れるんだ。なぜ？　それが。運命。違う。変える。無理。止やめろ。少女は。消えない。傷も。消えない。傷は。いつまでも。

　少女の手が。伸びる。誰だれに？　俺に。違う。黒に。違う。俺に。え？　今。誰が。少女を。

「まさ、にいちゃん……」

　涙なみだが。こぼれる。手が。少女の手が。伸びている。俺に。触ふれた。撫なでた。撫でている。俺は。泣いている。なぜ。違う。だから。

「ぐぅ……がぁ……うがぁ……」

　違う。

「げぇ……うぅ……ごほぉ」

　言えない。

「まさ、にいちゃん……」

　喋しやべる事が。

「わ、たし……黙だまってるから」

　え？　今。今。今。今。少女を。少女を。少女を。

「……だから、もう、ゆ……るして」

　襲おそってるのは…………………………俺。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　悲鳴がとどろいた。自分の耳にまで響ひびき、じんじんと痛みを訴うつたえてくる。聞こえてくるのは、風になびく葉の音。すぐに辺りを見回す。掛かけ軸じくが飾かざられている書院造の和室。敷しいてある布団ふとんに寝ねている。目の前には、時計が三時を刻んでいた。

「……泣いてる？」

　起き上がったとき、枕まくらのしみと頰ほおに残る筋が涙を表している。こんな歳としにもなって夢で泣くとは。

「……ふう」

　溜ため込んでいた息を全すべて吐はき出し、新しい空気を肺に詰つめなおす。少し寝ね巻まき用のシャツが湿しめっている。汗あせもかいていたか。

「やっぱりあの夢……か」

　全てが同じ。全て、台詞せりふの一つも違ちがわない。盆ぼんが近づくと必ず見る夢。

「はあ」

　額に滲にじむ汗を手の甲こうで拭ふき取り、布団から立ち上がる。そのまま庭に通じる障子の方へ。少し抑おさえめに開き音を消していくと、綺き麗れいな月光が俺を迎むかえてくれた。銀色の、柔やわらかい光の月。庭に設しつらえられた池にゆやゆやと溶とけ込む。縁えん側がわに座ると、少し冷たい空気が足元を通り過ぎた。

「正樹」

　なぜか別段驚おどろくこともなく、声の主が居る左側に視線を移す。

「何だ、亜美？」

　白地にピンクの花びらが飛ばしてある可愛かわいいパジャマの亜美。瞳を見る限り、あまり眠ねむたそうではない。

「それはこっちの台詞」

　俺の左ひだり隣どなりに腰こし掛かけ、パジャマの皺しわを伸のばす。そして、何を思ったのか、すぐに俺のシャツを摘つまんでくる。

「汗、かいてる」

「ああ。ちょっと、な」

「また、見たの？」

「……ああ」

　言わないでおこうかと思ったが、こいつに黙っててもどうせばれるので意味は無い。それに誰かに話せば、少し楽になりそうな気がする。今は、誰かと話したい。

「私を襲う夢……だっけ」

「ああ」

「やっぱり前と一いつ緒しよ？」

「ああ。一緒だった」

　何もかも。寸分違たがわず。普ふ段だんの記き憶おく力が全てこれに使われているのではないかと思うほど。

　亜美を襲う夢。しかも、自分は人間で無くなっている。それを体験したのは、いつからだったかも思い出せない。ただ盆が来ると……

「ごめん」

「何で、正樹が謝るの？」

　いや、だって。

「……ほら。夢でも、その、亜美を、さ」

「襲っているのが、罪悪感？」

　当たり前だ。自分の従妹いとこを襲う夢など、俺にとっては狂くるっているとしか思えない。でも、最初にこれを見たとき、親にもこまにも話さず、亜美にだけ話した。夢の中では当人である、亜美にだけ。だから、この夢は亜美だけが知っている。亜美と俺だけが知っている。

「気にしないほうが良いよ。そんなこと、実際には起こってないんだから」

「確かにそうだけど」

　亜美の言うとおり、夢の出来事は記憶などの類たぐいではない。俺にも亜美にも、夢の中で見るような年ねん齢れいであんな目に遭あった覚えが無いし、俺たちの親にそれとなく聞いても、あんなことは起こっていない。夢の最初の方はどこかで見た記憶があるように思うが、最後のあの場面で全てを忘れてしまっている。

　ただ……

「封ふう印いん」

「え？」

「あの夢、俺の封印が解けたときに似ているんだ。自分が感じているのに他人が感じているようで。自分が言った事なのに他人が言っているようで」

　ふと、温かいものが俺の背中に当たる。それはゆっくりと左ひだり肩かたまでのぼり、そのままとまってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、正樹。大丈夫。私が……守ってあげるから」

　柔らかい、何度も慰なぐさめられた手。小さな、それなのに俺を癒いやしてくれる手。

「何で正樹の封印を弱めたり強めたりできるのか、私にも分からない。だけど、理由は分からなくても、正樹を守ることは出来るから」

　手の触ふれている場所がどんどん熱くなる気がする。だけど、それがまるで子供の時に感じた母親の手であるかのように心ここ地ちよくて優やさしい。

「私が、正樹の従妹いとこで生まれてきたのは多分、そういうのも含ふくまれてるから……だから、もっと正樹の苦しみ、私に預けていいんだよ」

　胸が一度だけどくりとうねる。まるで毛布に包まれていくような亜美の温かさが俺から夢の恐きよう怖ふを取り去ろうとしている。だけど、俺はそんな亜美に気の利きいた事も言えず、ただ。

「ありがとう、亜美」

　と呟つぶやいた。

「良いの。あの夢見た直後の正樹って、可愛いからね」

「可愛いって……」

「だって、素す直なおじゃない。変な事もしないし」

　とおちゃらけた感じで言ってくれるが、やはりダメージは大きい。もう一度眠れば、全然大丈夫だが、眠るまでが大変だ。

「亜美。そういえば、こんな時間まで起きてたのか？」

「まさか。正樹の変な呻うめき声が聞こえてきたから……あ、私の出番かなって、ね」

　だから、こうして俺の話し相手を務めてくれるわけか。確かにあのままもう一度寝ねようと思っても寝られるはずが無い。

「どう、落ち着いてきた？」

「ん……まあ、大分」

　人の温ぬくもりが肩から通じて、身体からだ全体に行き渡わたっていくように感じる。ただ触れているだけなのに。

「それにしても、治る方法、無いのかな？」

「一応、精神科とかにも通ったが、別段病やんでいるわけではないらしい」

「ふうん……じゃあ、さ」

　ふっと肩から温もりが消えると、少女の匂においを残しながら、彼女は庭に出る。そして、丁度月光と重なる位置に亜美は止まった。逆光で影かげ以外、全く見えない。

「私を……襲おそってみる？　本当に」

「え？」

　目の前の影が両手を広げる。

「もしかしたら、さ。そういうので治ったりしないかなぁとか思ってるんだけど」

　何を言ってるんだ、亜美は。何か変な物でも食べたのだろうか。

「それは遠えん慮りよしておく」

「別に私のことは心配しなくて良いよ？」

　心配をしろ、精せい一いつ杯ぱい。亜美に言ってやりたかったが、何だか笑えてきてしまう。

「その気持ちだけで充じゆう分ぶんだ、亜美。ありがと」

　本当に感謝したい。そんな冗じよう談だんでも、俺の気持ちを落ち着けるには丁度良かった。そんなことを思っていると。目の前の影の両手が下がっていく。

「……そう」

「ああ。ありがとな、亜美」

　もう一度感謝の意を表す。また庭を通り過ぎていった風が頰ほおに当たって、気持ち良い。風が叩たたいていった草の音色も心を軽くしてくれた。

「まあ。後十年経たったら、襲ってやらなくもない」

　などという言葉が出てきた。少し失敗かな、と思ったが。

「調子出てきたじゃん。正樹」

「あ、ああ。まあな」

　影から聞こえてくる声。予想に反して、拳こぶしなどが飛んでこないので、少し拍ひよう子し抜ぬけをしてしまう。

「じゃあ、もう寝た方が良いよ。正樹は、明日忙いそがしいんだから」

　……嫌いやな事を思い出させてくれる。何だかソースの匂いまで思い出しそうだ。

「亜美はどうするんだ。亜美も、明日は手伝いだぞ？」

　数秒沈ちん黙もく後。

「私は、もうちょっと風に当たってる。ここって気持ち良いよね」

　影からの返答はそうだった。まあ、こんなところに泥どろ棒ぼうは来ないと思うし、変なものが現れたら、大声で叫さけんでくれるだろう。

「ん、分かった。じゃあ、俺は寝るよ」

「うん。おやすみ、正樹」

「ああ。おやすみ」

　何となく懐なつかしさを思い出す反面、亜美が怒おこっていなそうだということに安あん堵どする。去り際ぎわに俺の夜よ這ばいを邪じや魔まするなよ、などという捨て台詞ぜりふを吐はかなくてよかったなどと思いながら、障子を閉める。

　……ありがと、亜美。

　心の中で呟き、口でらしくないと呟いて、布団ふとんの中に入り込んだ。寝ね汗あせを少し冷たく感じながら。







　第五章　祭りをしたら、そこは禁忌







「いらっしゃい、いらっしゃい」

　朝、顔を洗い、歯を磨みがいた。

「美味おいしいですよ」

　朝食を食べ終え、テレビのニュースを見て。祭の最終準備をしてから昼食を食べ。そのままのらりくらりと夕方になり。

「あ、どうぞ。美味しいですよ」

　……そして、法はつ被ぴを着せられた。

「はい、いらっしゃい。おいくつですか？」

　目の前には浴衣ゆかたを着た女性二人。手にはうちわが握にぎられている。

「あ、二つ」

「はい。毎度」

　とお決まりの文句を言って、さっき作ったばかりの品を彼女の手に渡わたす。少し滲にじんだ汗を首に巻いたタオルで拭ぬぐう。

「四百円になります」

「あ、じゃあ、はい」

　手て渡わたされた四つの硬こう貨かを確かく認にんして直すぐ。

「ありがとうございました」

　飽あくまで可愛かわいさを醸かもし出す声が客を送り出してくれる。その声の主に向けて、ため息を一つ吹ふきかけた。

「何よ」

「いや、何もありませんよ。ほら、客引き、頑がん張ばれ」

　と袴はかまを穿はいた女の子に笑いかける。どうにも不満そうに見えるが、気にしないでおこう。亜美が不ふ機き嫌げんなのはいつものことである……俺のせいだということも、いつものことである。

　ふと、もう一人のお嬢じよう様さまが静かであることに気が付き、視線を送ってみる。そこでは大人しく、先ほど渡したたこ焼きを頰ほお張ばる彼女。ふむ、やはり、昨日起きた事は夢であったのだろうか、などと思う。しかし、昨日の姫由神社でのことは、紛まぎれも無く、彼女が変化している、いや、戻もどってきているのではないだろうか。なんて思うんだけど。

「美味しいね、これ」

　見た目通りの笑え顔がおで。やっぱり、見えないんだよな、こいつが女め神がみだなんて。まあ、亜あ貴き月づき由ゆ布ふの命みことがああ言っていた事だし、こうして近くには置いているけど。

　多くの祭り客が歩いている中、多くの出店がにぎわっている。林りん檎ご飴あめ、焼きそば、わたあめ。金魚すくい、ヨーヨー釣つり、射的など、祭を思わせるものばかり。

「正樹。何ぼっとしてんの」

「あ、いらっしゃい」

　周りに向けていた視線を戻すと、母親と子供の家族連れらしきお客が居た。二つ下さい、という声と共に手早くたこ焼きを包んでいく。

「四百円です」

「はい」

　手渡し、少しため息。俺、何しているんだよ。全く。

　そう、何でこんなことしているんだ、という問いかけは毎年のことである。毎年、俺はたこ焼きや焼きそばなどを縁えん日にちで売っている。理由は簡単。その売り上げがそのまま、我が玉城家に入るからであるからして、俺が文句を言っても仕方が無い。ちなみに去年はフランクフルトであった。

「そんなに疲つかれたぁ？」

「そりゃ、疲れたよ。でも、こまがさ、うるさいだろ」

「あの、正樹。今の、私じゃないよ？」

　え、という呟つぶやきは後ろに感じる視線によって吞のみ込まれた。

「私が、何ぃ？」

　苦く笑しようを浮うかべる亜美の顔からゆっくりと後ろの声がした方向に。

「あ、あはははははは」

「笑っても無む駄だですよぉ？」

　ポニーテールの黒くろ髪かみで、衣服はいつもの袴に千早と違ちがい、水色を基調とする綺き麗れいな浴衣を着ている。俺らが仕事に勤いそしんでいるというのにこいつは遊びか、などという台詞せりふは俺の勇気で吐はける代しろ物ものじゃない。

「いやぁ、こまさんじゃないですか。いやはやお美しい。その浴衣は新調されたのですか？」

「ええ。そうです。どこかの誰だれかさんに選んでもらいたかったのに約束を破ったから、私が自分だけで選んで買ったんです」

　間延びしていた声が一いつ瞬しゆんにしてはっきりと聞こえてくる。笑顔の裏にある殺気が俺には見える。こま、まだ夏前の休日のことを怒おこっているんだろうな。でも、あの時は仕事が終わって直ぐだったから、こまの買い物になんて付き合えなかったんだ。という言い訳を言ったのだが、全然許してもらえない。次の休日に付き合うと言えば、どうせ仕事が入るんでしょ、などと言って拗すねてしまっていた。

　忘れたと思ってたんだけどな。

「で、誰がうるさいんですか？」

「え、いや、はははは。べ、別に誰もうるさくありませんですよ、はい」

「こまさんがうるさいだろうって」

　あぁ……亜美よ。俺が何をした。確かにいつもいつもお前にセクハラまがいのことをしてきたが、こういうときだけしれっと仕返ししないでくれ。

　こまが近づく。笑顔。いやぁ、こまさん、その笑顔は綺麗ですよ、という言葉は頰ほおに広がる痛みで中止。

「い、痛い痛いっす」

「許いい婚なずけに向かって、うるさい、ですか。そんなこと言うんですか」

　こ、怖こわい。怖いですって。そんな満面の笑みで言われたら、背筋が寒気で覆おおわれるじゃないか。

「しかも、女性見て、でれでれして……そんなに女性が好きなら、私に目を向けても良いんじゃないですか？」

「み、見てない見てない」

　見てたけど。うなじとか浴衣ゆかたから覗のぞく胸とかしなやかな指とか。

「はぁぁぁぁぁ」

　深いため息。途と端たん、頰に伸のびていたこまの指がふっと離はなれた。

「もう良い。何だか、馬ば鹿からしいし」

「そ、そうですか」

　という俺の一言に、何だなどというがっかりしたと言わんばかりの声が。その発信源は紛まぎれも無く亜美なわけで。いや、あの、こまに自分を合わせて仕返し気分に浸ひたらないで下さい、貴女あなたの鉄てつ拳けんであれば、充じゆう分ぶんに仕返しは随ずい時じ出来ているはずですから。

「それで、こま。どうかしたか？」

「ん？」

　いつものほんわかとしたオーラを身にまといながら、小鳥のように首を傾かしげる。

「いや、だから、何の用だ。今日は仕事ないはずだろ」

　確か、こまは一ヶ月前からの祭の下準備を担当したらしく、あずさちゃんから今日の仕事は免めん除じよされているはず。だから、こうして浴衣を着て、遊んでいるんだろうけれど。

「あ、そうそう。店番しようと思ってぇ」

「はい？」

　と俺が首を傾げた途端、首を摑つかまれ、出店の裏にある林の方に連れて行かれる。亜美には、少し待っててという言葉を残して。いや、待って、そんな乱暴な、いや、止やめて、お祭が嫌きらいになっちゃう、いや、嫌いやぁ、的なことなどあるはずがなく、木々で隠かくれるような場所に入り、周りを、特に亜美と姫乃の方に目を向けながら、ゆっくりと口を動かす。

「亜美ちゃん、少し元気ないでしょう？」

「え？」

「え、じゃなくて。何だか、空元気というか、無理してるっていうかぁ。正樹君のせいかなって思ってたけど、どうも違う感じがしまして。それに、姫乃ちゃんとも何かおかしいでしょ？」

　そう……なのか？　と思うが、姫乃とおかしい、というのは俺も何となく頷うなずける。

　朝食の時のことである。つい、昨日までは仲良く喋しやべりながらご飯を食べていたというのに、今日はなぜか険悪、いや、亜美はいつも通りの感じであったのに姫乃が無視しているというか、そういう雰ふん囲い気きだった。その時は亜美も、機き嫌げん悪いのかな、なんて俺に囁ささやいていたが、それがショックだったのか、昼食では亜美からも姫乃に話しかけなくなっていた。朝食と昼食の間は俺も祭の準備をしていたからどうかは分からないが、先ほどから姫乃が亜美に近づかないところを見ると、やはり朝食時から変わっていないようだ。

「まあ、正樹君と居る時は普ふ通つうなんだけど、そうじゃないとねぇ」

　と言って、俺の顔を無理やり亜美に向ける。そこでは若い男と肩かた車ぐるまされた幼い女の子にたこ焼きを売っている姿。年ねん齢れいからすると、兄と妹ぐらいだろうか。たこ焼きを渡わたして代金を受け取り、客を見送る。だが、直すぐに暗い顔をして、ため息を吐はき捨てていた。

「でしょう？」

「ん、ま、まあ」

　体調、悪いのかな。姫乃との事も関係してそうだし。

「休ませた方がいいか」

「はい？」

「だから、調子悪いなら」

「それ、本気で？」

　ほんわかとしていたが、その声こわ色いろには少しばかりの呆あきれ。何だ、俺、変な事言ってないぞ。

「はあ」

　とため息をついて、亜美に視線を向ける。だが、直ぐにその視線は俺へと戻もどってくる。

「正樹君、亜美ちゃんと遊んできて。姫乃ちゃんも連れて」

「は？」

「店は私がやっとくから、行ってきなよぉ。あずさちゃんももうそろそろ来てくれるし」

「だからって」

「大だい丈じよう夫ぶ。私、たこ焼き焼くの上手うまいんですよ」

「いや、そういう問題でなく。あ、それも問題なんだが。とりあえず、何で、俺が亜美と姫乃の二人と遊びに行かないといけないんだ？」

　と言ってみると、心底呆れた顔をされてしまった。まあ、とりあえず、姫乃と亜美が何だかぎくしゃくしているし、それが原因かどうかは分からないけれど今回の任務での疲つかれもあって亜美の様子が変なのも確か。だから、亜美の気分転てん換かんと二人の仲直りも兼かねて遊びに連れて行くのはどうか。大体、亜美はまだ子供でこういう任務でのストレスは大人が考えるより大きいんだから、そういうのをしっかり見ておかなくちゃ駄だ目めでしょ、分かっているの、なんていうことを延々と言われ、最終的に。

「とりあえず今回は許します。亜美ちゃんが居ないと、正樹君、何も出来ないんだから」

　その、まあ、俺がこうして任務についていられるのは亜美のおかげであることは理解しているつもりであるけれど、今いま更さら、思い知らせなくてもいいと思うんです。

「確かにそれは認めるけど、でも、だからって何で」

「はあ……」

　いや、そんなため息吐かれても。

「良いから良いから。さあさあ」

「お、おい」

　どんどん後ろから押してくる。意外な力の強さに抗あらがえず、そのまま店番している亜美とぼおっとしている姫乃のもとへ。

「あ、お帰り」

　微笑ほほえみをたたえて出で迎むかえてくれる。やっぱりいつも通りだと思うんだけど。

「亜美ちゃん、正樹君から話があるってぇ」

「正樹から？」

　あからさまに訝いぶかしげな顔で。そんな顔されると、がっくりするね。いつもの行ないが表れた結果だろうけど。

「何よ」

「いや、あの、遊びに行かないかって思って。姫乃も一いつ緒しよに」

「はい？」

　今度は眉み間けんに皺しわを寄せてきた。いや、おにいちゃん悲しいんですけど。

「遊び？」

　先ほどまで着ているドレスを弄いじっていた姫乃は俺たちの話に加わるように近づき、一いつ瞬しゆんだけ亜美の顔が落ち込んだが、直ぐに先ほどの訝しげな表情へ。

「何で？」

「まあ、良いじゃないか。奢おごってやるぞ？」

「ふうん……どういう心境の変化？」

「いや、俺はただ単に遊ぼうと思って」

「そう。じゃあ、私なんかよりこまさんと行けば？」

　と視線はこまに向かって。ふむ……確かに。

「そうだよな、確かに順当にいけば……って、つっ？」

　尻しりの辺りに鈍にぶい痛みが広がる。とても、とても強く。

「良いのよぉ、私は。ほら、遊びまわってきたから」

　と俺の尻をつねっている手とは逆の手で浴衣ゆかたの布を摘つまんでいるこま。どうでも良いけど、痛いって、ほんとに。それを放すと、こまは俺の耳元でほら、誘さそって、と囃はやし立ててくる。わ、分かってるよ。痛む尻を擦こすりながら。

「ほら。だから、俺らも遊びに行こう」

「……でも」

「あたしは行く」

　姫乃は満面の笑みで俺の足に絡からみ付いてくる。また、一瞬だけど、亜美の顔が少し暗くなったように感じたが、これは好機。こういう時、どちらか一方が動くと、そっちに雪な崩だれ込むというのが人情だ。

「亜美は行かないのか？」

　そう言ってやると、亜美は俺と姫乃を何度か見て。

「私は、行かない」

　そんな我が慢まんしてるような表情で言われてもね。

「そうかそうか。じゃあ、俺は姫乃と楽しんでくるか」

　と早さつ速そく歩き出そうと後ろを振ふり向くと、途と端たん、待って、という声が掛かけられて。

「何だ？」

　振り向くと、視線をあちらこちらに泳がせているお嬢じよう様さま。だが、決心したようにぐっとこちらに視線を合わせて。

「や、っぱり、私も行く」

「ふうん」

「な、何笑ってんの」

　別に、と俺が言うと、彼女は自分を弁護するように。

「あ、だから、その、ほら、正樹は姫乃と色々あったから、だから、不安なだけだからっ」

　真しん剣けんに語るのは良いけど、あまり説得力はないな、その焦あせった顔では。とりあえず、はいはい、分かってるよ、お嬢さんと言うと、むうと唸うなってくれた。そんなことに構うはずもなく。

「まあ、じゃあ、行くか」

「あ」

　歩き出そうとしたが、亜美の声に自然と歩を止めて、振り返ると。

「あの……この格好で？」

　と言われて確かく認にん。片や神み子こ衣い装しよう、片や法はつ被ぴ姿、片やロリータドレス。確かに姫乃以外の俺と亜美は遊びに行く格好じゃないな。いや、ロリータ衣装が遊びに行く格好か否いなかを聞かれると俺としては困るけど。

「あ、亜美ちゃんに良いものがあるんだぁ」

　と言って、にんまりとするこま。その笑え顔がおに寒気を覚えるのは俺だけ……ではなく、亜美も少しだけひいている。

「良いものって？」

「ふっふっふ。祭で女の子といえば、浴衣でしょう？」

　ああ、なるほどね。

「わ、私の、あるの？」

　少し瞳ひとみを輝かがやかせたお嬢様に頷うなずくこま。ああ、女の子なんだな、なんて考えてみる。

「ふふ。そうよぉ。あずさちゃんのお古になっちゃうけれどね……姫乃ちゃんはどうする？」

　呼びかけに答えるより前にまた俺の足に絡み付いて、あたしはこれで良いと呟つぶやいた。それを見届けたこまは視線を俺に向けて。

「ということで、正樹君も着き替がえなよ。シャワーも浴びたらいいし」

　まるで、デートみたいだな、などという言葉はこの際吐はかないで、ただ苦く笑しようで頷いただけだった。

　というわけで俺は社務所の前で姫乃と一いつ緒しよに待っている。途中から来たあずさちゃんにたこ焼き屋台と姫乃を任せ、母おも屋やに帰ってシャワーを浴びてから、俺はこまにここで待つように言われたのだ。ここでは祭の喧けん騒そうは無く、もう藍あい色いろに近づいた空の色に目を細める。星が数えられるほどの数だけ見える。ちなみに姫乃は先ほどから何も喋しやべらずにじっと空を見つめている。あれですか、いつかこの空を制せい覇はして、この世に名を響ひびかせるぜ、ドリームなんだぜ、などというファンタスティックな夢でも描えがいていらっしゃるのでしょうか、などと有り得ない考えをしていた時に。

「はい、お待たせぇ」

　最初に社務所から出てきたのは笑顔のこま。すぐに玄げん関かんの横に控ひかえると、中の方に良いわよ、と声を掛けた。

　そして、彼女は出てきた。

　茶色の長い髪かみを花の髪かみ飾かざりで留めて、唇くちびるは、口紅でもつけたのか少し血色が良い。桃もも色いろの生き地じに赤い金魚が泳いでいる浴衣とその白い首や腕うでのコントラストがとても綺き麗れいだ。亜美って、こんなに。

「あ、はは」

　恥はずかしいのか、頰ほおを染めながら苦笑を浮うかべている。手の置き方に困っているのか、浴衣の裾すそを摑つかんだまま放さない。

「どう、亜美ちゃん、可愛かわいいでしょう？」

　というこまの声。今いま更さら言われなくても、その姿は可愛いの一言しかない。だが、何となくそんな言葉を掛けるのは癪しやくだと思って。

「まあ、馬ま子ごにも衣装、じゃないか？」

「なっ」

　途と端たん、亜美の顔が怒いかりで染まる。桃色の頰が真っ赤に。でも、なぜか苦笑していてにやついているのか怒おこっているのか分からない顔に変わっていた。

「何よ、それっ」

「言葉の通り。聞こえなかったか？」

「むぅ……正樹、嫌きらい、だいっきらい！」

　小さい身体からだをめいっぱい使って怒ってくる。いつも通りの亜美。何だ、そう思うと、それほど綺麗だとも思わなくなってくる。とりあえず、何発か拳こぶしを受け続け、少ししてから。

「ねえ、行こう」

　と、俺のズボンを引っ張るお嬢じよう様さまの要望もありまして、早さつ速そく社務所を後にして、出店の並ぶ境けい内だいに出てみたのだけど。

「かき氷っ」

　台詞せりふと同じ文字が書かれた出店を指差す桃色ドレスの姫乃。

「綿わた菓が子しっ」

　これまた台詞と同じ文字が書かれた出店を指差す桃色浴衣ゆかたの亜美。

　そして、その二人の間で両手を握にぎられ、大衆の目に晒さらされている俺。

　俺たち三人が境内に出て直すぐ、お嬢様二人の食べたいものが目の前に現れたのが数分前。最初は亜美が、あ、綿菓子、と呟いて指を差し俺を連れて行こうとした。だが、なぜか姫乃がぐっと俺を引っ張り、ねえ、あれ何、あれ、とかき氷屋を指差し、ああ、あれはかき氷だ、食べられるの、ああ食べられる、などという会話をして即そく座ざに姫乃の方からも俺を引っ張り出した。それで亜美が、私が最初に、と言ったが、姫乃も、あれが良い、などという我わが儘ままぶりを発揮されて、今の状態に至っている。

「なあ、二つとも買えば良いじゃないか」

　などと途中で提案してみたのだが、じゃあ、綿菓子を先に、ううん、かき氷を、と特に事態が好転することもなかった。ここで俺が、痛い、痛いよ、ママン、と言ってしまえば、どちらかが手を放してくれたりするのかな、なんて考えてみるが、雰ふん囲い気き的に多分そんなことはなさそうだ。つまり、俺が選ばないといけない感じだろうね。ということで、よし、分かった、と呟つぶやくと。

「ここは間をとって、焼きそばにしよう」

　両手を一度振ふり解ほどき、彼女たちの指差した店の丁度真ん中に鎮ちん座ざするその出店を指差すと、二人のお嬢様は、え、という顔をしたが、そんなことに構わずに再び亜美と姫乃の手を握って、すたすたと店の前に行き、威い勢せいの良さそうな若い男に。

「焼きそば三つ」

　と言ったのだが。
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「えっと、三つでよろしいんですか？」

　苦く笑しよう交じりに返してくる。何でそんなことを……と思ったが、理由は俺の両りよう隣どなりに居る二人で分かった。いや、あのね、そこまで不ふ機き嫌げんな顔をしなくても良いと思うんだよ、僕は。良いじゃないか、焼きそばで。美味うまいぞ、こういうところのは。

「ええ、三つでお願いします」

　分かりました、と威勢良く声を出すと、男は焼きそばをへらでかきまぜた。

　そんなこんなで、やはり不服らしい二人のお嬢様方は焼きそばを食べ終えると、即座にまた綿菓子かき氷と繰くり返し、だったらじゃんけんで決めろ、ということで何度もあいこを繰り返しながらも、姫乃が辛しん勝しようし、かき氷を食べ、次に綿菓子を。その後は、焼きとうもろこし、林りん檎ご飴あめを食べ、射的の空くう気き銃じゆうの弱さに打ちひしがれ、ゴム風船を釣つり上げる紙の根こん性じようの無さに落らく胆たんし、今もまた、金魚すくいで亜美のポイが破れた時、二人のお嬢さんの顔が緑色に染まった。

「あ、花火」

　亜美の呟きが聞こえ、俺は空を見上げる。そこではいくつもの花火が次々に上がっていく姿。黄色、青色、緑色、白色、赤色、何発の花火が上がったのだろう、他ほかの人の顔が、亜美の顔が、そして姫乃の顔が染まっていく。そんな中、俺はある一人の少女だけを見つめる自分に気付いた。

　姫乃。

　あんなにあどけない顔をしているのに花火を見つめる顔はどこか儚はかなげで、そして艶なまめかしい。震ふるえるほどにその綺き麗れいさに圧あつ倒とうされてしまう。何だ、何で、こんなに胸がうねるんだ。あんなに小さい身体に、あんなに小さい子供に、色気でも感じているというのか。どこかで、違ちがう、という声が聞こえたが、それなのに息の荒あらさは収まらない。それを抑おさえるように目を閉じると、しばらくして、何かに腕うでを引かれた。

「まさき」

「姫乃？」

　目を開けて見下ろしてみると、痛いほどに俺の手を握り締しめる彼女の姿。どこにこんな力が、と思うよりも、その苦しそうな、悩なやんでいるような、そんな顔が俺を不安にさせる。そして、俺の脳を蕩とろけさせていく。

「まさき、行こう？」

　握り締められた力とは打って変わった引きの弱さ。だが、俺が一歩動けば、そこからするすると動いてしまうような微び妙みような力で彼女は俺を連れて行こうとする。

　どこへ。という問いかけは。

「ああ。分かった」

　俺には関係なかった。どこでも良い、となぜか思えてしまう。ふと、身体に何か纏まとわりつくような感かん触しよくがあったが、それは直ぐに消え去った。

「亜美」

　花火を見上げていた彼女はゆっくり俺に振り返る。

「何？」

「ちょっとここで待っていてくれないか」

　桃もも色いろの浴衣ゆかたの彼女は不思議そうな顔で首を傾かしげて。

「どうかしたの？」

「いや、ちょっと……姫乃と二人になりたいんだ」

「え」

　目を見開き、亜美は何とも言えない表情を固める。あれ、俺、何を言ってるんだ。

「いや、あの、姫乃が少し疲つかれたから」

「じゃあ、私も」

「ううん、亜美は居なくても良いから」

　姫乃の言葉。昨日までと同じ声なのに、彼女の放った台詞せりふが、刺とげ々とげしさを申し分ないほどに出してきている。何でそんなことを言うんだ、もっと別の言い方があるのに、と思うのに俺はなぜか言いなおすことが出来ない。

「正樹が居るだけでいいから。亜美はもう少し楽しんでて」

　姫乃はそう言い残すと、ゆっくりと俺を引いていく。弱々しい力であるのに、逆らえない。亜美は、何も言わず、ただ立ち尽つくして、それがとても悲しく思えて。なのに、足を止める事が出来ない。何で、何でなんだろう。そう思うたびに背中から心ここ地ちよい寒気が走り、身体からだに何かが絡からみ付いてくる。

　人々の往来が夢の中をさまよっているように稀き薄はくに感じられる。そのゆるやかな行列の間を縫ぬうようにして、横にある林へと入っていく。そこではライトなど無く、花火の明るさも木が吸い取ってしまっていた。それでも姫乃の引く方向に突つっ切る。どうしても、前のめりになったり、つまずいたり。それでもバランスを取り戻もどしながら突き進む。いくら進んだのか、少し息が切れてきたと思ったとき、彼女は振ふり返った。

「正樹」

　林の中で不自然なほどにぽっかり空いた草も生えていない楕だ円えん形の空き地。俺の手を放し、そこの真ん中まで姫乃は後ろ向きで歩く。その顔には笑えみがこぼれているが、なぜか気持ちのどこかでおかしいと感じた。

「姫乃、何でこんなところに」

　そう言って、林を出た瞬しゆん間かん、姫乃の顔が真しん剣けんみを帯びて、気づいた時には周りは真っ白へと変わっていた。







　最初、死んだと思った。次に気絶したと思った。その次に夢だと思った。だが、それら全すべては俺が今こうして真っ白な世界を考えているという事例で否定される。俺は生きている、しかもどこだか分からないこの空間で。

　ただ見えるのは白。画用紙を顔に貼はり付けているというよりも、目に白の絵の具を塗ぬりたくったかのような明るすぎる白。ならば、俺は失明したのか。違う、そうであれば何かしら、音が聞こえてくるはず。祭まつり囃子ばやし、人の喧けん騒そう、風で擦すれる木々。一いつ切さいの物音が聞こえてこない。ということは、俺は失明だけじゃなく、耳までやられたのか。まるでヘレン・ケラーだ。

「くそっ」

　苛いら立だちを解消するように呟つぶやいた一言。ああ、聞こえる。俺の声だ。ということは、耳はおかしくなってない。それに自分の身体を見下ろせば、ちゃんと身体が見えた。目も大だい丈じよう夫ぶだ、ならばこの世界は何だ。ここは。

「ま、さき」

　自分の声でないものが聞こえた。俺を呼んでいる声が、真後ろから。平へい衡こう感覚などとっくに無くなっていたのになぜか地面らしいものに足が着いて、俺は振り返ることが出来た。

「誰だれだ……」

　さっきから走っていたためか、出てきた声は少しかすれていた。目の前に居るのは、一人の女性。烏からすのように黒い髪かみが腰こしどころか足のふくらはぎまで伸のびていて、空間に漂ただようように、水の中で躍おどるように存在している。整った顔立ちで少しだけ幼さが漂っているが、それを打ち消すように大人の女の匂においが鼻に届く。

　そして、その顔に合わせるような豊満な身体を隠かくしているのは、淡あわい桃色を基調にところどころに花の刺し繡しゆうが施ほどこされたドレス。そう、その幼いドレスはまるで。

「姫乃？」

　確信は無かった。しかし、不思議と自信はあった。目の前に居るのは、姫乃だ。普ふ通つうなら分からないかもしれないが、日々、姫乃がもっと大人になったら、などという妄もう想そうを考えていたため、補完するのは容易たやすかった。まさか、妄想が役立つとは思わなかったが。

「正樹」

「姫乃、なんだよな」

　ゆっくりと、頷うなずいた。声はやはり大人の声だが、言い方は姫乃に間ま違ちがいない。要するに大人姫乃。良かった、もしどこかに迷い込んでいたら。そう思った瞬間、次に困こん惑わくが浮うき彫ぼりになってくる。

「姫乃、ここはどこだ。さっきまで俺たちが居たところなのか？」

　だが、俺への返答は無い。大人姫乃は俯うつむいてこちらに近づき、次には俺の懐ふところに居た。

「え？」

「正樹……」

　柔やわらかい。俺を包み込むように広がる匂い。こまに抱だきつかれたり亜美に抱きついたりした時とは全然違う。脳がとろけるような、あまつさえ彼女の熱さがどんどん染しみ渡わたっていく。

「ど、どうした？」

　少しばかり驚おどろきながら胸の中に居る女性に問い掛かける。だが、何も言わずに俺の胸へ顔を埋うずめるだけ。何だか、喉のどが渇かわいていく。

「正樹」

　ふと、顔がこちらへ。すっと瞳ひとみが合う。綺き麗れいな、潤うるんだ黒い瞳。

「あたし、分かったんだ」

「え？」

「ううん、思い出した」

　何を、という俺の声が喉から出る前に彼女は顔を胸に埋め、かすれるような声で呟く。後ろに回った手が強くなっていく。

「あたし、女め神がみ、なんだよね？」

「え……」

　また顔を上げてくる。艶つややかな髪の色と同じ瞳が潤んでいることが分かる。そんな彼女に俺は頷いて。

「今、思い出したのか？」

　俺の問いに彼女は少しだけ考え込み、しかしゆっくりとかぶりを振ふった。

「じゃあ、いつから」

　だが、今度は、姫乃は答えなかった。

　沈ちん黙もくがどれぐらい続いたのだろう。彼女は俯いてしまって、小さな声で。

「怖こわかったから」

「え」

「記き憶おくが戻もどったら嫌きらわれるんじゃないかって、怖かったから」

　顔を上げると同時に髪の毛がさらさらと流れていった。

「正樹」

　そして、再び見た瞳には涙なみだが溢あふれそうに震ふるえて。

「女神が、恋こいをするのはおかしい？」

　突とつ然ぜんだった。気づいた時には目を瞑つぶった大人姫乃の顔が迫せまっていて、唇くちびるには柔らかい感かん触しよく。鼻に入ってくるのは子供の姫乃から香かおっていた幼い女の子の匂い。どうする事も出来ず、ただ固まっていく。

「……はあ」

　大人姫乃が唇を離はなして、艶なまめかしいため息をつく。頰ほおは赤らみ、目は潤んでいる。何で、という気持ちと高鳴っていく心臓の音がうるさい。

「な、何で？」

「好きな人に対して、こういうことするんでしょう？」

　た、確かにするだろうけど。何で俺に、しかもいきなり。

「何で、キスなんか」

「あたしは正樹が好き」

　直球ですね、この真っ白な異常空間で意外と正常な自分を感じながら、心の中で苦く笑しようする。しかし、姫乃の言っている好きは違うだろうに。と思っても、なぜか心が締しめ付けられてくる。その真しん摯しな瞳が俺を誘さそっていく。頭が真っ白になっていく。

「正樹は、あたし好き？」

「……ああ」

　何となく、そう答えていた。自分でも分からない、なぜかそう答えなければならない気になっていた。いや、俺はそう答えたかったんだ。

　こまでも、あずさちゃんでも、もちろん亜美でもなく。この女性に好きと言って欲しかったんだ。愛していると、俺だけを。それを感じたくて、仕方が無かったんだ。あの、初めて会ったときから惹ひかれ、風呂ふろ場ばで裸ら体たいを見たときにその可か憐れんな身体からだを愛したくてたまらなくなり、そして今、彼女は俺の中に居る。

「俺は、姫乃が好きだ。愛して、いる」

「嬉うれしい」

　姫乃の腕うでが強く俺を抱きしめる。今まで垂れていた俺の腕を彼女の背中に回し、俺も抱きしめ返す。柔らかい、良い匂においがする。これが、女神の温ぬくもりなのか。母親のようで、それなのにやはり女であることを主張する感覚。染み渡ってくる。気持ち良い。

「正樹……」

　彼女が顔を上げる。整った顔立ち、その一つであるピンク色の可愛かわいらしい唇に目を奪うばわれる。綺麗だ、世界中の誰だれよりも。そして、この唇にキスできるのは俺だけだ。そう思ったときには、唇は彼女のそれに重なっていた。さっきとは違ちがう、甘く長いキス。大人のキスをいつまでも続ける。身体全体が、唇からとろけてくる。

「……ふう」

　キスが終わった後、色っぽいため息が胸に掛かかった。それだけで俺の心が幸せになってくる。

「ねえ、正樹。もし、あなたが望むなら」

　溶とかされる。

「あなたが、あたしと永遠に居たいと思うなら」

　身体が。脳のう髄ずいが。自分が感じるものが。

「もう一度、キスをして」

「……分かった」

　熱病にうなされるような頭で判断した、今一番したいこと。ゆっくり彼女の唇に近づける。ゆっくり、優やさしく、甘く。誰も邪じや魔まをすることは無い。この唇を味わえるのは俺だけ。女め神がみの唇を。

　そして、ついに触ふれ……

　──ヤメロ。

「ん？」

　突然頭に響ひびいた声。誰の、だ。この声は。その声に困こん惑わくして、顔を遠ざけようとした瞬しゆん間かんに。

「馬ば鹿か正樹ぃぃぃぃ！」

　突然、真っ白な世界が崩ほう壊かいする。そして、誰かに引っ張られる感覚、姫乃じゃない、この匂い……誰だ？

「起きろぉぉぉぉぉ！」

　瞬間、痛みが頭に響いた。

「いってぇぇ」

　条件反射で頭を擦こする。次に目を開けると、すらりとした細い足が桃もも色いろの浴衣ゆかたの間から見えていた……って。

「な、何だ？」

「いつまで寝ねぼけてるのよ、正樹」

　と言われて、その足の上を眺ながめていくと、そこには茶色い髪かみの毛を花の髪かみ飾かざりで留めた女の子が見えた。というか、亜美である。

「何で、亜美がここに？」

「だから、早く目を覚ませ。周りを見なさいよ」

　と言われて見てみると、そこは真っ白な世界ではなく、さっき居た林の中の空間。その真ん中に俺は寝転がっていて、亜美が見つめている方向では……

「姫乃？」

　大人姫乃が、今度は、俺たちと最初に会ったときに着ていた茶色の着物と同じものを着て、立っている。しかし、その瞳ひとみは睨にらむという感じである。

「やはり……やはり、あなたが邪魔するの、亜美」

「別に貴女あなたが何をしようと私は構わない。けど……」

　亜美は唇くちびるをきっと嚙かみ締しめてから、姫乃を睨む。

「正樹を連れて行くことだけは許さない」

　そう言うと、しゃがみこんで俺を抱だきしめる。そんな行こう為いに苛いら立だちでも覚えたのか、大人姫乃は拳こぶしを握にぎり締める。

　言動、今の位置関係、何もかもが分からない。一体、何がどうなってるんだ。というか、さっきの空間は何だったんだ？

「お前は、取り込まれそうになっていたのだ」

　不意に聞こえた、後ろから。首だけ回すと、そこでは亜貴月由布命が俺を見下ろしていた。その崩くずれない表情からは何も見て取れない。

「どういうことですか？」

「我の予感が的中した。お前は姫ひめ乃の守かみ時雨しぐれの尊みことに取り込まれそうになったのだ。縁えんを使って」

「縁？」

「そうだ。姫乃守時雨尊は自分とお前の縁を結び、擬ぎ似じ的に恋れん愛あい感情を抱いだかせ、取り込もうとした」

「……そうよ」

　小さな、それでいて威い厳げんのある声。それは目の前の大人姫乃から発せられていた。

「最後にあたしと接せつ吻ぷんを交かわせば、後は正樹に関する縁を全すべて切ればおしまいだったのに」

　縁を切る……その言葉に寒気を覚えた。普ふ段だん、縁結びの神である姫乃が発していい言葉ではない。それに俺に関する縁を全て切るということは……

「お前の考えている通り、この世に存在していない者になる。つまり」

「永遠にあたしのものになるはずだった……永遠に、ね」

　亜貴月由布命の言葉を継ついだ大人姫乃。だが、その顔は俺が今まで見たこともない冷たい笑えみが湛たたえられ、もし俺だけしか居なかったならば威い圧あつと恐きよう怖ふで腰こしが抜ぬけていただろう。

「か、神がそんなことしていいと思ってるの？」

「じゃあ、何だったら良いの？　正樹を永遠にあたしのものにするには、どういう存在だったら良いの？」

　亜美の非難の声に応こたえる姿。その迷いの無さが本当に姫乃なのだろうかと思われてくる。まるで違ちがう人物であるかのように。

「そんなこと、誰だれであっても許さない。正樹は、正樹なんだから」

　そんな亜美の気き魄はくにふふっと笑いをこぼす大人姫乃。本当に大人が子供を相手にしているかのように。その様子に亜美はまたぎゅっと俺を抱きしめてくる。それに応えるように俺は亜美の身体からだを労いたわるようにしながらゆっくりと立ち上がった。

「ふふっ、あはははは……可哀かわい想そうな女、自分のが成じよう就じゆしないからって、他人ひとの恋こい路じを邪じや魔まするのか？」

「か、関係ない、そんなことは。私が許せないのは、貴女の考え」

　また大人姫乃は笑い出す。その姿は妖よう艶えんにも見えるが、俺の心にはそういった類たぐいの感情は一いつ切さいうまれなかった。先ほどまで全てを預けても良いとも思っていた女性に。やはり、あれは縁という力が為なせたものに相そう違いないのだろう。

　そして、ひとしきり笑った後、大人姫乃はゆらっと顔を上げる。黒い髪の毛が顔に数本垂れ下がっている。

「ならば、力ずくで、正樹をあたしのものにすればいい」

　刹せつ那な、俺は無意識に自分の力を集中させた。途と端たん、今まで感じたことが無い重圧がのしかかってくる。これが神の威圧とでもいうのか。ふと顔を大人姫乃に向けると、柔やわらかな笑みを作っていた。

「くっ、これぐらいで」

　何とか耐たえ忍しのんだ亜美が虚きよ勢せいを張る。

「亜貴月由布命はさっきの結界を破ったのよ。貴女の力なんて、どうともないんだから」

「ふふっ、それはそっちの神が万ばん全ぜんだったから、でしょ。今は、どうなのかしら？」

　言われて、後ろに居る亜貴月由布命に視線を向ける。

「はあ、はあ、はあ」

　そこでは片かた膝ひざをつき、苦しんでいる素そ振ぶりを見せる神が居た。驚おどろきを隠かくせない俺はそのまま大人姫乃に目を向ける。

「……確かに結界を破れたのは、そいつが神だったから。でも、そいつは武神でもなければ、軍神でもない。ただの商あきないの神。しかも、たかだか三位のね。結界を破るだけでも、大仕事だったんでしょう？」

　まるで亜貴月由布命に尋たずねるかのような口調。それに応えるだけの力を亜貴月由布命は持っていない。

「……つまり、今、邪魔なのは、お前だけ」

　言うや否いなや、気配があった。いつもの俺なら動けただろう。しかし、さっきまで結界の中に囚とらわれていたためか、力が追いつかなかった。

　気づいた時、何本もの光が亜美を通り過ぎ、彼女の身体の至る所から血ち飛沫しぶきが上がった。

「あぁぁぁぁぁぁぁ！」

　亜美は叫さけんだ。途端、膝を地面につけて、血が出ている肩かたやわき腹などを手で押さえる。桃もも色いろの浴衣ゆかたが血に染まり、どんどん滲にじんでいく。狙ねらいが外れたのか、傷はそんなに深くない。それでも、痛みは考えられないものだろう。

「大だい丈じよう夫ぶか、亜美」

　肩を押さえていた手に自分のを重ねる。大丈夫くない、と呟つぶやくのを聞いて、命に別状は無いと安心した。

「ふふふ、はは。そう、痛がってもらわないと。お前さえ居なければ、正樹はあたしのものになっていたのに」

　瞬しゆん間かんだった。目の前を光が通ったかと思うと、亜美の髪かみ飾かざりが宙に舞まい、今度は首筋を手で押さえた。

「な、何を」

「何、何って決まってるでしょ。あたしと正樹のためよ」

　同時にまた光が走った。今度は太ももと頰ほおを掠かすめていく。今度のはそれほど痛くなかったのか、また肩を押さえだした。もう亜美の綺き麗れいな茶色い髪も白い肌はだも真っ赤に染まってきている。

「何で、亜美をっ」

「そいつは邪魔だから、あたしと正樹に必要ない、だから殺す。でも、直すぐには殺さない。あたしの計画を邪魔した分、苦しみながら殺してあげる。正樹はそこで大人しくしてればいい」

　瞬間、また光。手や腕うでは、まるで最初からそうであったかのように真っ赤に染まっている。真っ赤に、真っ赤に。何とか身体に力が戻もどってきて、中に流れる玉城の血を集中させ立ち上がる。姫乃が驚くより先に、素す早ばやく亜美を庇かばうように大人姫乃と対たい峙じし、亜美に手を添そえる。

「正樹、どきなさい。そんなことをすれば、あなたまで傷つける」

「嫌いやだね」

「あたしの言う事が聞けないの、女め神がみであるあたしの言う事が。好きだって言った癖くせに」

　睨にらんでは来るが、さっきのような見えない力で襲おそっては来ない。だが、亜美を傷つける行こう為いをやめる気配はない。

　狂くるっている。姫乃は、狂っている。そう感じた。人を傷つける事になぜそこまで躊ちゆう躇ちよが無いんだ、目の前の女はもう神でもなんでもない。

「その通りだ」

　不意に後ろから聞こえた。途端、俺たちの周りが緑色の薄うすい膜まくに覆おおわれる。亜貴月由布命は結界を張った、少しは耐えられる、と呟き。

「彼女は、今、神ではない。いや、厳密に言えば、神だ。しかし、彼女は神として壊こわれてしまった」

「どういうことですか？」

　相手に聞こえないように前を向きながら、呟く。姫乃はいくつも光を放ってきたが、膜を破るものは一つも無かった。

「正樹は、神が退治されるという話を聞いたことがあるな」

　無言で頷うなずく。元々神であった存在が人々に悪さし退治されたという話なら、子供の頃ころから教えられている。

　だけど、それはただの昔話じゃないのか？

「それが違ちがう」

　彼は続けて。

「神が退治される話は今も真実だ」

「真実って……何で、神が」

「神であっても、絶対ではない。壊れる場合もある」

　いくらか息切れしたまま、亜貴月由布命は姫乃を睨む。彼女は今も光を放ち、薄い緑の膜に波は紋もんが広がっている。

「神が壊れた時、その神は不用意に神み子こであろうとなかろうと際限なく人間に近づくようになる。それも出来るだけ愛されるようにだ。それが、姫乃守時雨尊にも感じられた。理由は分からないが、姫乃守時雨尊という存在に何かが起きて、記き憶おく喪そう失しつになったのだろう。そのために我も彼女を姫乃守時雨尊と感知できなかった」

　じゃあ、どうすれば、という俺の声に亜貴月由布命が答える前に。

「さあ、どいて、正樹。あなたを殺したくはない」

　悲痛な声で言ってくる大人姫乃。だが、その手は依い然ぜんとしてこちらの隙すきを窺うかがっているようだ。こんな悲痛な声を聞いても、それは姫乃じゃない。その現実が胸を締しめ付ける。

「う、うう……はあはあ」

　直ぐ後ろで呻うめき声が聞こえてくる。患部を押し付けてはいるものの、出血がひどい。このまま何もしないままでいたら……いたら。

「亜貴月由布命、答えてください。どうすれば良いんだ。姫乃を助けるには」

　静かに怒ど鳴なる。それに観念したように亜貴月由布命の声が返ってきた。

「……残念だが、壊れた神は、慣例に従い、それを見つけた神の手で滅めつせねばなるまい」

　滅する、その言葉の意味は俺の身体からだを硬こう直ちよくさせた。その意味は、字の如ごとく、神の存在を滅ほろぼすということ。だが、そんな安っぽい言葉で表せるものではない。神が死ぬ、それは神子である俺たちは考えたくもない言葉。

「だ、だが、まだ助けられ」

「無理だ。神子が口出しできる問題ではない、正樹」

　俺を萎い縮しゆくさせるような静かな声。左手で胸を押さえながらも、大人姫乃を睨んでいる亜貴月由布命の姿。右手は腰こしの刀の柄つかに掛かけられている。そして、ゆっくり自分から緑の膜の外側へと歩み出て行く。

「何だ、たかだか三位の位の商あきないの神が。一位の位に属するあたしに反する気か」

　一いつ旦たん、攻こう撃げきを止め、せせら笑っている大人姫乃。その腕を組んでいる姿はどこかしら姫乃の幼さを表しているのにやはり何か違うものに見えてくる。

「我は、確かに武神でも軍神でもない。だが、お前を斬きる自信はある」

　自分の毛が逆立つのを感じた。気き魄はくが、俺の心臓をうねらせる。本気だ、その鞘さやから出ていない剣けんから殺気だけが漂ただよってくる。

「縁えん結むすびの神一位、姫乃守時雨尊、我、商いの神三位、亜貴月由布命の名において、貴女あなたを滅する」

　俺は彼の殺気に身体の震ふるえが止まらない。そう、神を殺せるのは、神だけ。それはこの世の、有らざるものの真理。それは分かっているのに、何でこんなに悲しく。

　亜貴月由布命は刀を振ふり抜ぬく。その刀身、一いつ切さいの曇くもりがない。一度も使われたことがないような、いや本当に使われていないだろう刀を今、使おうとしている。その恐おそろしいほどの美しさに俺は動けない。亜貴月由布命の前に出られない。それは、俺の人間としての本能のように思えた。神同士の戦いに人は参加できないのだ、という。

「駄だ目めっ」

　不意に響ひびいた、亜美の声が。浴衣ゆかたが乾かわいた血で真っ赤に染まっている中、俺の手をはねのけて立ち上がり膜の外へ出て行く。よろよろとふらつきながらも、その白い頰ほおを真っ赤にさせて叫さけんでいた。

「そんなの駄目だよ。神だからって、他ほかの神を殺すなんて」

「亜美よ。もうそんな綺き麗れいごとを言っている場合じゃない。ここは我の領域だ、そしてお前たちは神子だ。お前たちを守る権利が我にある」

　なだめるように喋しやべりながらも、亜貴月由布命は剣を大人姫乃に向けたまま。

「そんな、必要ないとか壊こわれたとかで消すなんて、そんなの、悲しすぎるよっ」

　亜美の悲痛な叫び。亜貴月由布命がその声に応こたえるようにちらっと亜美を見た。そんな瞬しゆん間かんだった。

　また、光が走ったのは。

「あぁぁぁぁぁぁ！」

　亜美の身体から赤いものが噴ふき出た。腕うでから、わき腹から、肩かたから、太ももから。その飛沫しぶきが俺の頰へと張り付いてきた。亜美は膝ひざを折り曲げた状態から、くずおれるように身体を折り曲げる。目の端はしに見えた亜貴月由布命も片膝をついていた。

「ふふふふっ、ありがとう、亜美、あたしのために出てきてくれて。その甘い甘い性格、本当に馬ば鹿かであたしは大好き」

　光の矢で受けたダメージからか、呻き声と共に崩くずれる亜貴月由布命。血だらけで、口の中に溜たまった血を吐はき捨てる亜美。姫乃はゆっくりとその亜美に近づく。俺はその前に立ちはだかるように障しよう壁へきの膜まくを飛び出て、姫乃に対たい峙じした。

「姫乃、これ以上は俺でも」

「俺でも、何？」

　今は得物がない。だが、一瞬でもダメージを与あたえる事は出来るはず。手の平に意識を集中させ、いつでも力を発動できるようにする。

「ふふ、一体何が出来るの。あたしは貴方あなたを傷つけたくない。だから、もう少しだけ待ってて、正樹」

　こんな状じよう況きよう下かで彼女は寒気がするほど優やさしい笑えみを俺に向けてきた。だが、それも一瞬のことで、気が付けば、身体が宙を舞まい、近くの木に押し付けられるように飛ばされていた。激痛が背中に響いたが、身体が地面につくことがない。

「これは」

　身体からだを取り囲む光り輝かがやく糸。それが何重にも重なって俺を木に貼はり付けている。これは、姫乃が記き憶おくを取り戻もどす時に見た……そんな間に姫乃は亜美に近づいていて。

「さあ、とどめを刺さしてあげる」

　亜美に覆おおいかぶさり、大人姫乃は笑みをたたえた。

　──イ、ヤ──ウミツケナイ、デ──ワタシハアノヒトト──ヤットワタシハモテタノニ──アイスルヒトヲモテタノニ──タスケ──タスケ、テ、マサ──コンナノ、ミナイデ──コンナワタシヲミナイデッ。

　オレハ君ヲマモレナカッタ。

　心臓がまるで内側から爆ばく発はつしたようにじゅばっという音が聞こえ、俺を囲んでいた糸がぶちぶちと切断されていく。そう、何もかもがコワレタ。

「アミ……」

　ああ、赤い。赤い。赤い。赤い。まるで真っ赤な服を着た人形のように、糸の切れたマリオネットのように地に伏ふしている。

　俺は守れないのか。こいつを。こんな少女一人を。俺は。守れないのか。守ることが。許されないのか。出来ないのか。

　俺は。何も出来ない。何も。何も。決して。何も。無力。無能。無才。何も無い。無い。無いのか。許されない。力。それだけを。俺は。持って。

　ああ。許されない力。それを。誰だれでもない。誰のためでもない。俺のためでもない。ただ。一人。少女。それを。守る。それだけ。それだけを。許してくれ。俺は。どうにでもなる。だけど。こいつだけは。守らなければ。命に代えても。俺の。穢けがれた魂たましいを懸かけて。

　──亜美を守る。

「……殺してやる」

　簡単に。滑すべるように。言葉が。ああ。見える。赤い。目の前の。化け物が。女の姿の。赤い。いや。俺の。瞳ひとみが。真っ赤に。それだけを。見み据すえて。力が。俺に。許す。許してくれる。殺すことを。神を。神み子この俺。神を。殺す。亜美のため。それだけのため。良いのか。良いんだ。望んでいる。本当の力を。

　跳ちよう躍やく。そして。化け物に。腹に。拳こぶしを。叩たたき。込む。

「くっ」

　木。に叩きつけ。女は。苦しんでいる。俺の。力で。痛んでいる。ふふ。くく。いい気味。だ。

「な……何をっ」

　光。感じた。女の。怒ど声せいと。一いつ緒しよに。来る。だが。そんなもので。俺を。殺せると。思うな。今の俺を。あの時では。ない。痛み。を与えられる。と思うな。俺に。

「うぅ、ぐがぅ」

　聞こえる。化け物の。声。誰の。声だ。女の。違ちがう。亜美の。違う。ああ。これは。俺だ。俺なのだ。聞こえる。中の声が。呪じゆ詛そを。唱える声。が聞こえてく。る。うるさ。い。俺は。この女。を。許せ。ない。そう。だろう。許せない。に違い。ない。ころ。せ。殺せ。殺せば。守れる。彼女を。守れる。今度は。守れる。

　殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。ころ。せ。こ。ろせ。

　うるさい。黙だまって。いろ。

「ぐあぁ」

「くっ……なら、今度は本気で」

　また。光。来る。うるさい。だけの。ものが。邪じや魔まを。するな。

「は、弾はじかれて」

　もう。遅おそい。

「くっ？」

　女。の身体からだ。が飛んで。いく。それが。落ちて。動かなく。なった。だが。あいつら。は動けない。彼女に。許せない。許せるはずが。ない。

「駄だ目めだよ……」

　聞こえる。何だ。誰だ。知るか。関係ない。どうでも良い。構うな。俺に。望みを。誰にも。邪魔させない。俺を。止めるな。この女。を殺せば。亜美が。守れる。

「駄目、なんだから」

　かすれた声。引かれる。足を。一歩を。邪魔してくる。誰だ。止めるな。構うな。気にしては。いけない。

「正樹は……正樹は、そんな目をしちゃいけないよ。正樹はもっと、馬ば鹿かみたいに優やさしくて、人に騙だまされるんじゃないかって思うぐらい優しくて、いっつも飴あめくれて。私にいやらしい意地悪するような、そんな、そんな」

　何だ。この声。この感じ。これは……

「そんな、奴やつじゃなきゃ、私、絶交してやるんだから！」

　……声が響ひびいた。耳だけじゃない。脳にも内臓にも。その涙なみだまじりの声が。俺の頭に響いて、気づいた時、風景が自然な色に戻もどり、頰ほおを熱いものが通っていた。

「月と太陽が交じりし時、彼かの者を守る契ちぎられし力を解き放たんことを我は望む」

　恐おそろしいほどの速さで紡つむがれた亜美の言葉。同時に身体の中からマグマのような熱さが全身の隅すみ々ずみにまで染しみ渡わたる……俺の力を元通り封ふう印いんし、そしてその一部だけ簡易的に解放する亜美の言こと霊だま。

「亜美？」

　振ふり向こうとした時、気配があった。まだ、あいつは動けたのか。だが、今度は動ける。手に力を集中させると、前方に見えない障しよう壁へきを作り出す。そこに何本もの光が吸い込まれ、消しよう滅めつしていった。

「なっ？」

「何度も亜美を傷つけるかよ」

「ま、さき」

　今度はゆっくりと振り向く。そこには俺のズボンの裾すそを赤い手で摑つかんでいる一人の少女。だが、その目はエメラルドのように緑色に輝かがやいている。俺の封印を解放する時に見られる亜美の変へん化か。その緑色の瞳は捉とらえるものもなく、ただふわふわと彷徨さまようように動き続けている。俺はそれを落ち着かせるように赤色が混じった茶色い髪かみの毛に手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。お前の声が聞こえる。もう大丈夫だよ、ありがとう」

　そして、ごめん。優しく。それでいてしっかりと頭を撫なでてやる。それをくすぐったそうな猫ねこのように受け取ると、亜美の瞳はゆっくり元の色に戻り、焦しよう点てんも俺に定まって。

「正樹」

「分かってる。誰だれも悲しませない」

　特にお前は、という言葉は吞のみ込み、すっと姫乃の姿をしているものを睨にらみつける。

「俺は今から、絶対にお前を助けてやる」

「は、はははは……何を言っている、正樹があたしの下もとに来る事があたしを助けることになる。何を助けようというのか。正樹のような人間に何が出来る。まだ、そっちでうずくまっている商あきないの神の方が力は強いではないか」
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「だから、どうした」

　右手に力を込める。イムの子キヨラ、と呟つぶやきながら、開いた手の平の空間が歪ゆがむのを感じ、相手を睨みつける。

「ど、どうしたって……あたしは」

　ふと、大人姫乃の中に違い和わ感かんを感じる。何か聞こえてくる。これは、何だ。何の音、いや、誰の。

　──テ、──キ。

　大人姫乃は頭を抱かかえ、その長い髪をがむしゃらに振るかのような動きをする。

　──ケテ、──サキ。

　段々、姫乃は苦しみだし、こちらを睨みつけたかと思うと、途と端たん、その瞳ひとみから涙を流して。

「助けて、まさき」

　と呟いた。だが、俯うつむいたかと思うと、痛みをこらえるような叫さけび声を上げて、こちらに光の矢を。

「くっ」

　左手をかざし、それらを相そう殺さいする。そして、目の前には息切れした大人姫乃の姿。

「……待ってろ、姫乃」

　俺の封印が解ける際の衝しよう撃げきと攻こう撃げきを姫乃が受けたためだろう、あの中に居る元の姫乃が垣かい間ま見えた。そして、彼女は言った、助けて、と。

「あ、たしは、正樹を愛したい、だけ、なのに」

　右手に存在を感じた。そこには俺の得物である、不思議な青い光を灯ともした、魔まよけの文字が刻み込まれた刀。それを握にぎり締しめる。まるで意思を持っているかのように鼓こ動どうが返ってきて、その刀身が一回り太く、そして長くなる。俺の力の大きさによって形状を変化させ、持続力を保つ、俺の得物。

　それを相手に向けて構える。相手は気き魄はくに負け、ダメージを回復できず、乱れている。隙すき間まが。そう、隙間が見える。あれこそ、俺が狙ねらう……。

「姫乃、今助けるっ」

　相手に向かって跳ちよう躍やくする。瞬しゆん間かん、相手から気配が感じられて亜美に抜ぬけていきそうな力だけ障壁で相殺し、それ以外は流れに任せる。腕うでを掠かすめる、頰を切り裂さく。だが、刀には既すでに俺の力が伝わり、青い光が白い光へと変わる。

「くっ」

　振り下ろした瞬間、彼女の数センチ手前で金属音が響く。障壁、そう感じた時には距きよ離りを取り、直後に放ってきた光を相殺する。やはり、神の障壁を破るほどの力は、と思ったが。

「ふう、ふう、ふう」

　大人姫乃は息を切らせ、身体からだをふらつかせている。だが、姫乃は俺に手の平を向け、途端、俺の身体に先ほどの糸が絡からみ付いてきて、俺を縛しばっていく。

「やはり、これは縁えん結むすびの」

「そう。これがあたしの縁結びの糸。こうして人の自由も奪うばえる」

　ふっと大人姫乃は微笑ほほえんだ。

「さあ、まだやり直せる。その刀を捨てて、あたしに身を委ゆだねれば」

「断るよ」

　姫乃が言い切る前に俺は呟いていた。

「俺の身体は俺のものだ。神だろうと何だろうと、勝手にさせるわけにはいかない。それに」

　力を一気に放出し、糸を払はらう様に腕を動かす。何重もの糸が茹ゆで過ぎたうどんのようにぷちぷちと簡単に千切れ、消しよう滅めつしていく。

「俺は、守らなきゃいけないものがあるんだっ」

　叫んだ時、身体は完全に自由だった。刀が鼓動し、俺の鼓動と重なっていく感かん触しよくと共に、俺の行動に反応しきれていない姫乃の前まで、飛ぶ、飛ぶ、飛ぶ。

「もう……終わりだっ」

　一気に距離を詰つめ、目の前に躍おどり出る。そのまま相手を横に引き裂いた。

「ぐっ、くう」

　呻うめき声が聞こえたその時、薙ないだ方向に俺が見慣れた幼い姫乃が転がっていった。そして、目の前に残っているのは……どす黒い球体を囲むように三つの籠かご目めがついている物体。これが、姫乃の中に。だけど、これは、もしかして……玉城の。いや、そんなはずはない。

　俺は考えを振ふるい落とすようにかぶりを振り、そいつが動き出す前にまた刀を構える。目を細め、そのまま俺は何も言わずに上から一気に叩たたき斬きった。

　何の音もしないまま、それは崩くずれ落ち、まるで最初から居なかったように溶とけて消えていくのを見届け、ため息を吐はき捨てた。

「上手うまくいったのか……」

　そう呟つぶやき、刀を地面に突つき立てる。途端、すっと力が抜けていき、重力に負けて膝ひざを折り曲げる。地面に手をつき、反動に耐たえていると、目の前に小さな影かげがゆらっと見えた。

「亜美？」

　足を引きずり、肩かたを押さえ、そんな少女が俺を通り越こして、目の前に転がる小さな影に近寄っていく。それに応こたえるように転がっていた小さな影は亜美が傍そばに寄る前にすくっと起き上がった。

「亜美？」

　その幼い姫乃の声が俺に安あん堵どを覚えさせる。成功した、姫乃の救出に。抜けていた力が少しずつ戻もどってきたが、立つことは無理だったので、その場に座り込んだ。姫乃の手に自分の手を合わせる亜美、その行こう為いを震ふるえながら見ていた姫乃は、その手が触ふれ合った途と端たん。

「……っく。ひっぐ、う、うわあぁぁぁぁぁぁぁん」

　亜美に抱だきつき、赤子のように大泣きをする。何度もごめんなさい、ごめんなさいと叫さけぶ姫乃に大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫と背中を摩さすっている亜美の姿が、まるで姉し妹まいのように思えてくる。だが、そんな亜美も耐え切れなくなったように泣き出してしまった。ああ、良かった、本当に良かった。それだけを感じて、こちらも涙なみだが滲にじんでくる。

「花火はもう終わったようだ」

　いつの間にか隣となりには亜貴月由布命が立っていた。さすが神と言うべきか、ダメージはもうほぼ回復したように思える。だが、その足取りはふらふらと。

「そりゃ、残念だな」

「ああ。だが……まさか、神み子こが成功させるとは」

　本当なら、正樹は命令違い反はんで処しよ罰ばつされてもおかしくないのだが、と続けた。どうやら神に対して刃やいばを向けたということについては内ない緒しよにしてくれるらしい。姫乃の方もおそらく自分の失態に関かかわる事であるから、何も言わないだろうけれど……まあ、本来なら、あそこで亜貴月由布命の言うように滅めつするべきなのかもしれないが、それは玉城の決めた考えであって、俺の考えじゃない。

　俺の封ふう印いんが意思を持つかのように再度、収まっていくのを感じる。同時に脱だつ力りよく感が身体を支配し、所々に痛みが走る。それを耐える様に奥歯を嚙かみ締しめたその時。

「誰だれだっ」

　瞬しゆん時じに亜貴月由布命が自分の剣けんを構える。その方向は林の方。しまった、あれだけ力を使っていれば、自然とイサマトなどが集まってくるに決まっている。一つや二つの存在程度なら、亜貴月由布命が居れば大丈夫だろう。しかし、もしここが囲まれている場合、いくら神であっても、隙すきが出来る。俺は力の使用で当分使い物にならないし、亜美は全身に怪け我がを負っている。姫乃が動ければ良いが、ああして亜美と身を寄せ合っている姿からして、期待できない。でも、何とか亜美と姫乃だけでも、特に亜美は病院に連れて行かなければならないのだから、絶対に逃にがさなければ。二人は泣くのをやめて、抱き合ったままその一点を凝ぎよう視ししている。

　気合を入れて立ち上がり、もう一ひと握にぎりも残っていない力を集中させながら構えていると、刃が向けられている林の奥から音が聞こえ、ゆっくり姿を現した。

「……っ」

　息を吞のむ。目の前には二つの存在。一方は蜘蛛くも、一方は猿さるの容姿をしているが、その大きさは計り知れない。間ま違ちがいない、あの姫乃が道を塞ふさいでいた時に集まっていたイサマト……特にあの大猿はかなりの力を持っているはず。

「ひ、姫乃？」

　亜美の声が聞こえ、それに振り返ると、姫乃がこちらに少しずつ近づいて。危ないから、下がっていろ、と言おうとした俺より先に彼女は口を開いた。

「大丈夫よ、正樹」

　そして、彼女が俺たちを庇かばうように前へ出ると。

「姫乃守時雨尊」

　耳を疑った。あの蜘蛛から、女性の声が聞こえてきた。その驚おどろきが俺の中で消える前にさっきまで蜘蛛だったのと猿だったのが、黒くろ髪かみの神子服の女性と鎧よろい武者のように武装した男性の姿に変わっていた。あれ、この姿は確か……と俺の記き憶おくに出てきたのは、姫乃の、いや、姫乃守時雨尊の資料の内容。

「もしかして、守護者」

「そう、あたしの守護者」

　前に居る男女の代わりに姫乃は笑え顔がおで振ふり向いた。その顔には、子供っぽさが見えているが、どこか神こう々ごうしさを与あたえてくる。守護者であるらしい二人は何も言わずに佇たたずみ、こちらに頭を下げてきた。安堵した俺は集中させていた力を霧む散さんさせ、亜貴月由布命は刀を納めた。しかし、彼らが守護者だったということに疑ぎ惑わくが出てくる。

「なあ、少し聞いて良いか」

「うん。多分、最初から話さないと駄だ目めだよね」

「だったら、一回、母おも屋やに戻ってお風呂ふろ入りたいんだけど」

　と俺の隣には、血だらけの女の子が……って。

「お、お前、大丈夫なのか？」

「え、ああ、大丈夫大丈夫。かすり傷だよ」

　いや、あのね、そんな髪かみまで血で固まっているほどなのにどこが……と思って見てみると、彼女の首筋などについていた傷はほぼふさがっており、どこからも既すでに血が出ていない。どういうことだ、と考える前に、亜美の力を思い出す。なるほど、自分で快復させたということか。まるでヒトデだな、という言葉は、今、変な事考えてたでしょ、という言葉と睨にらみで、喉のどの中で止まったことに感謝。あのまま言っていれば、また機き嫌げんを悪くさせかねない。

　とりあえず、祭の後片付けの最中である人たちに血だらけの亜美を見られないように林の中を移動し、母屋へ向かい、今、力の回復のために本ほん殿でんに戻もどった亜貴月由布命を除き、風呂から上がっていつもの服装の亜美と、姫乃を捜さがしていた浴衣ゆかた姿のままのこまと神子服のあずさちゃん、そして俺の四人に、姫乃、そしてその守護者の二人が姫乃の後ろにつくように居間で向かい合っている。

「じゃあ、最初から話しますね」

　と彼女は前置きして、俺たちを見回した。

「といっても、何から話せばいいのでしょうか」

　いくらか考え込むように顎あごに手を当てる姫乃。そんな彼女をちらちらと見ていた神子服を着た女性が膝ひざを前に進ませて。

「私から、お話いたします」

　そう言うや否いなや、良いですね、と姫乃に話しかける。姫乃は笑顔で頷うなずくと、神み子こ服の女性はこちらに正対した。

「姫乃守時雨尊に異変を感じたのは、七日前。新しく出来た縁えん結むすび神社の神に挨あい拶さつするために姫由神社より出かけていたときのことです」

　確かに、その時の移動記録はしっかり残っている。だが、その時を最後に姫乃の消息が途と絶だえたのだ。

「無事挨拶は終わったのですが、その時に、ご存じかと思いますが、盗とう難なん事件が私たちの神社で発生した、という連れん絡らくが届きました。出来れば、早さつ急きゆうに帰り、被ひ害がいを確かく認にんするべきだったのですが」

　彼女はちらっと姫乃を見て、言いにくそうに。どうしたんだ？

「もしかして、その時に何か問題でも？」

　すかさずあずさちゃんが問いかけてくる。神子服の女性は口を苦々しくしながらも。

「いえ、問題、というほどではありません。ただ、姫乃守時雨尊だけがもう少しその神社に留とどまりたいと申されて」

「え、何でそんなことをぉ？」

　今度はこまが。俺も確かにそう思う。普ふ通つう、自分の神社が荒あらされていると分かれば、直すぐに帰ろうと思うのだが。そんな俺たちの視線にばつが悪そうに姫乃は微笑ほほえむと。

「い、いえ、ですから、新しい縁結びの神にちゃんと色々、教えなきゃいけないと思いましてね」

「違ちがうでしょう、姫乃守時雨尊。貴女あなたは新しい神社の居い心ごこ地ちが良いものだから」

　すかさず、じとっとした目を向けながら神子服の女性が喋しやべる。そこにはいくらか呆あきれの感情も混じっているように感じた。

「し、仕方がありませんでしたもの。綺き麗れいですし、木の良い匂においがしますし、あちらも居て良いと仰おつしやいましたから」

　などと記憶喪そう失しつの時とは打って変わって落ち着いた口調で言い訳じみた呟つぶやきをする姫乃。確かに姫乃のような一位のランクの神の神社は大たい抵てい、昔に建てられた神社であるから、かなり老ろう朽きゆう化かが進んでいてもおかしくない。だが、だからといって、そんな我わが儘まま言うのはどうかと思いますよ、お嬢じよう様さま。というか、神子の彼女と姫乃のやり取りは、姉し妹まいのそれに見えなくもない。それほど仲が良いのかもしれないが、どっちが姉なのかは言わないほうが良いのだろう。

「まあ、ともかく。それで、仕方なく私と彼が先に神社に戻り、姫乃守時雨尊には後から来てもらうことにしたんです。ですが、帰ってきたのは一日経たったあとで、そして」

「その時には貴方あなた方守護者は異変が感じられたが姫乃は帰るまでの間に何があったか何一つ憶おぼえていなかった、ということか」

　俺の言葉に静かに頷いた。神子服の彼女は続けて。

「私たちにはどうすることも出来ないと判断し、隣となり町まちのここ、昔から交流のあった亜貴月由布命に助言を貰もらおうと思って、やってきたのです」

「神かん主ぬしには、言ったの？」

　亜美の言葉に彼女は首を横に。だが、そこで疑問が出て来た。

「何で神主に言わなかったんだ。姫乃守時雨尊がおかしいって」

「確かに違い和わ感かんはあったのですが、それはほんの微び量りようでしたし、それに何が原因かも分からないものを調べてくれ、と言っても、あの人は取り合ってくれません。何より、この頃ころの彼から何か不ふ吉きつなものを感じていましたから、相談すべきでないと私たちが判断いたしました」

　なるほど。面めん倒どう事に手を出したくないのは神主の考えとしては分かるが、ただの怠たい慢まんにしか思えない態度である。

「ともかく、佐瀬波神社までは来られたのですが、そこで限界が来てしまったのか、姫乃守時雨尊は倒たおれてしまい、私と彼は先ほどの獣けものの姿に変わってしまったのです」

　後ろに控ひかえた鎧よろい武者は何も言わずに頷いた。

　一位の神にのみつく守護者は神の従属者である。そのため、神から力を供給してもらい、この現うつし世よに姿を現しているのが普通だ。だが、もしその守護すべき神に何かがあれば、自分たちは消えてしまうか、元々の姿に戻もどるのが普通だ。彼女は蜘蛛くもの神で後ろの彼は猿さるの神であったのだろう。

「その場に姫乃守時雨尊を残し、亜貴月由布命の救きゆう援えんを頼たのみに行こうとしたのですが、力の足りない私たちでは障しよう壁へきに阻はばまれ、それも出来ず。やむなく、その場で姫乃守時雨尊を守りながら、貴方たちのような神み子こが来るのを待っていたのです」

「だったら、ここの神主でも良かったんじゃないか？　来たんだろ？」

　という俺の言葉に。

「ただ、道の渋じゆう滞たいを起こしている目的を除去する、という考えの者では、主あるじをお救いできると考えにくい。よって、我が追い返した。命に別状はなかったはずだ……ただ、そうするために力を抜ぬいたため、こちらも傷つけられたが」

　鎧武者の彼が応こたえてくれた。確かにその考えには賛同できるが、命に別状がなければ、痛めつけていいというものじゃないと思うのだが。

「ということは、私たちは合格だったってことかな？」

　亜美が小首を傾かしげて。神子の女性はそれに頷うなずき。

「ええ、私はあなた方なら、姫乃守時雨尊を預けられると思いました。彼もそう思ったからこそ、その場を立ち退のいたのだと思います」

　後ろに控える彼をちらっと見ながら微笑む神子服の女性。ふと、視線に気が付いて、横を見ると、呆れたような顔の亜美。

「何だよ」

「いや、正樹のお人よしもたまには役に立ってるんだ、と思って」

　心外だな。

「俺はいつでもジェントルマンだと言ってるだろ」

「ジェントルマンはぁ、セクハラしないと思うんです」

　婚こん約やく者の声なんて聞こえない。

「後は、あなた方も知ってのとおりだと思います。やはり、あなた方に任せたのは当たりでした」

　そうして姫乃を慈いつくしむように見つめる彼女。姫乃もそれに気付き、彼女に頷いた。

「あ、それで、二つほど質問があるんだけど、良いか？」

　俺の問いに姫乃は笑顔で頷いた。

「まず、その、姫乃が、あ、いや、姫乃、守時雨尊が」

「別に、姫乃でよろしいですよ、正樹」

　ありがと、と呟き。

「姫乃が、神社に帰るまでの間に何かあったのは分かったんだけど、一体、何があったんだ。記き憶おくが戻ったなら」

「はい、あたしも思い出したいのですが」

　という口くち振ぶりからして。

「思い出せないのか？」

「はい、残念ながら。他ほかのことは思い出せるのに、そこだけはなぜか。ですが、多分、本部の方があたしの記憶から掘ほり出してはくださると思いますけど」

　確かに本部であれば、一度消えた記憶を取り戻すくらいは出来そうであるが、なぜそこだけ記憶が戻らないのだろう。まあ、こんなことは考えても仕方がない、か。

「ごめんなさい……」

「あ、いや、別に」

「正樹、姫乃虐いじめないでよ」

　いや、虐めているわけではないですよ……ええ、そんな気はさらさらないんですから、鎧武者さん、刀に手を掛かけないでください、ほんと、本当に虐めてませんって。

「虐めてるように見える時点でぇ、アウトですけどね」

　そ、そんな追い討うちはかけなくていい。

「それで、もう一つの質問は？」

　亜美からぎろりと睨にらまれている俺に姫乃は気にした風もなく。そうそう、こっちが本題、というか、自分に関かかわってることでもあるし。

「ああ、その……なんで俺だったんだ？」

「え？」

「いや、だから、何で俺と縁えんを」

　途と端たん、姫乃は俯うつむいて。あれ、僕、聞きにくいこと聞いちゃいましたか。

「その、言ったでしょう？」

　上うわ目め遣づかいに少しだけ顔を上げた。その顔は赤くなっていて。

「女め神がみが、恋こいをするのはおかしいでしょうか？」

　……はい？

「えっと、あのですね。あたし、何だか、理性とかそういうのが働きにくくなっていまして、その上、感情が爆ばく発はつしやすくってですね、顔あわせるだけで恋しちゃう、ではなくて、テレパシーで以心伝心、違ちがうくて、手を繫つなぐだけで妊にん娠しんしちゃう、でもなくてですね」

　えっと、意味不明です、すみません。

　そんな言葉の羅ら列れつを発している姫乃に、隣となりの女性の守護者はため息をつき、主といってもいい姫乃守時雨尊の頭にぽすっと形容できそうな弱いチョップを炸さく裂れつさせる。いや、あの、自分の主人に手を上げるって、あなた。

「私が説明します。一いつ般ぱん的に、壊こわれた神は、理性などが少しずつなくなり、それにつれて多くの欲望が増大していきます。言ってみれば、人間になるようなものでしょうか。だから、人間に不用意に近づくようになるわけですが。そのため、いつもは制せい御ぎよできる欲求が前面に押し出されてしまっていたのです」

　彼女は、つまり、と呟つぶやいて。

「これは予想の範はん囲いですが、姫乃守時雨尊は何かをきっかけにあなた、玉城正樹に恋心を芽生えさせた。ただ、いつもであれば、理性で抑おさえられるのですが、今回に限ってはそれが出来ず、感情が爆発して、ああしてあなたを搦からめ捕とるような方法に出てしまったのでしょう。おそらく、お風呂ふろに一いつ緒しよに入ろうとしたり甘えてみたりしたのもあなたの気を惹ひくため。そして、幸か不幸か姫乃守時雨尊は縁結びの神ですから、あなたの感情も幾いく分ぶん操作していたはずです、姫乃守時雨尊だけを愛してしまうような感情に」

　……私は、それだけのために亜美の機き嫌げんを損そこねたり罵ば倒とうしてしまったり、幼女拉ら致ち犯はんになりかけ、殺されそうになったんですか。

「こ、殺そうなんてしていません。この世から消えるだけです」

　いや、顔を真っ赤にして可愛かわいらしく言われたって、そんな言い訳では通用しません。

「も、もう。言わないで帰ろうと思っていたのに。何で言うのですか！」

「いえ、でも、気持ちって言わないと伝わりませんから」

「べ、別に伝えなくて良いのです。もう何ともないのですから」

　と勝手に口くち喧げん嘩かを始める前のお二人さん。あれ、あの、姫乃の方が偉えらいんだよな、なあ、偉いんですよね。どう考えても、こっちの守護者の女性の方が上うわ手てに思えるんだけど。

　ちなみに、女神様の、もう何ともないんだから発言に泣く気はありませんよ、ええ、そんなに僕の涙なみだは安くないんです。

「正樹、何、落ち込んでるの？」

　気にするな、亜美。

「もう良いです。帰ります、帰りますから」

　と憤ふん慨がいしたまま、立ち上がる姫乃。それにあわせるように守護者たちも立ち上がる。あの、本当に記き憶おくが戻もどったのでしょうか。その割には、子供っぽさが消えないというか、いや、まあ、頭ずが高い、控ひかえい、控えい、あちきのお通りだぜ、こんちくしょうな感じの神であれば、違い和わ感かんありすぎて困るけど。って、どんな感じだよ。

　彼らを見送るように俺たちも外へ出て行く。そして、境けい内だいまで出てきたところでふと立ち止まり。

「もしかして、歩いて帰るのか？」

　と聞くと、姫乃は振ふり返って。

「いえ、違います。道を通って帰りますので、一番通りやすい参道の道から帰ろうと思います」

　先ほどの熱が冷めていないのか、顔はいまだ赤い。姫乃は二人の守護者に、ここでと呟き、俺たちと対たい峙じする。

「本当に、ありがとう。亜美、こま、あずさ、それに正樹」

　いやいや、一応、本部からの指令でもあるからな。というのは建前であるけれど。

「ほんとはもっとゆっくりしたいけど、神社に戻って仕事しなきゃいけないから」

　と名な残ごり惜おしそうにこちらを見つめてくる。確かにいつまでも、神無し神社では、せっかく縁結びのために来た参拝客が可哀かわい想そうだ。

　姫乃は一人ひとりに挨あい拶さつして、最後に俺の番になり。

「ねえ、正樹」

「ん？」

「最後に一つだけ質問あるんだけど、良い？」

　スリーサイズは教えないぞ。

「ん？　服でも作って欲しいの？」

　いや、さらりとこちらの思考を読んで、天然ボケを発揮しないでください。というか、ただの冗じよう談だんですから。

「もうちょっと、近づいて」

　と言われ、彼女のまん前に。だが、そこでも手招きされたため、しゃがんでみる。すぐ近くに姫乃の顔があり、息が少しかかるほど。何か、他ほかの人に聞かれたくない内容なのか。

「あのね」

　ピンクの唇くちびるが動く。亜美であれば、ここででこピンでもして驚おどろかせるのも楽しいのだが、後ろにこまと亜美、前には守護者二人が居るため、下手なことはしないほうが良いだろう。

「絵本の人にん魚ぎよ姫ひめ、途と中ちゆうで寝ねちゃったんだけど、最後、人魚姫はどうなるの？」

　本当のことを言うのは簡単だった。だけど、なぜか俺は。

「人魚姫は憧あこがれの王子と一いつ緒しよに暮らすんだよ、いつまでも」

　呟つぶやいていた。彼女は満面の笑えみになり。

「噓うそつき」

　言うや否いなや、姫乃の顔が動き、頰ほおに柔やわらかい感かん触しよくが。キス、という単語が頭に出たとき、彼女は飛びのいて。

「実はあたし、絵本一人で読んだんだ。最後まで。ほんと、正樹は優やさしいね」

　顔の赤い姫乃は少し俯うつむき加減で。

「ほんと、嬉うれしくなっちゃう」

　いずればれる噓だった。だけど、俺はその噓をつくべきだと判断した。理由、なんてものはない。そう、亜美を、祭に誘さそおうと思ったときと同じような感覚。ただ、何となくだった。

　俺が立ち上がると、姫乃はゆっくり後ろ向きに守護者のところへ戻り、満面の笑みで。

「じゃ、また、遊びに来て。正樹たちなら、五割増で縁えんを結んであげるよ」

「そういう商売文句はどうかと思うぞ」

「冗談」

　くすくすっと笑って。だが、笑い終わると、なぜか俺と亜美を交こう互ごに何度も見て、ああ、ふうん、などという謎なぞの納なつ得とくをしてしまい、あの、それはどういう意味ですか、と聞いてみると。

「ううん、でも多分、二人とも、まだ遠いみたいだから、言わない」

「いや、だから、何の意味」

　かと聞いているんだ、と繫つなげようとした途と端たん。

「ふふ、それはあたし、言いたくないの。じゃあ、またね」

　言うや否や、彼らの姿が薄うすまっていく。それはどんどん霞かすみのようになり、最終的に輪りん郭かくから何から全すべて消え去っていた。

「行っちゃったね」

　右みぎ隣どなりに亜美が並んでくる。

「ええ、行きましたねぇ」

　左隣にこまが並んでくる。

「これで、任務終しゆう了りようですね」

　というあずさちゃんの声に実感を覚える。そう、これで俺たちの仕事は。

「ん、まだでしょ」

　と亜美。

「ええ、まだですね」

　とこま。

「えっと、他に何かあったか？」

　呟きながら、背筋に何か寒気が襲おそってくるのを俺は否めない。何だ、何だこの殺気は。

「ねえ、正樹」

　右隣の亜美は満面の笑みで俺を覗のぞき込み。

「今のキス、不ふ謹きん慎しんじゃないかと私は思うんだけど」

　え、いや、今のは。

「ふ、不ふ可か抗こう力りよく」

「不可抗力とか、そういうのはどうでもいいんです。やった、という事実が駄だ目めなんですよ」

　こまの優しい声こわ色いろに身体からだが震ふるえだす。な、何ですか、その罪を犯おかした人に向ける台詞せりふみたいな言葉は。

「言ったよね、正樹。もう少し気を付けろって」

「まだまぁだ、夜は長いですからねぇ」

　い、いや、止やめて。そんなところ触さわらないで、俺は、無実だ、あ、いやん、そんなところ、い、いて、痛い、痛い、そんなところにそんなの入らないって、いや、いや、ちょっと、マジですか、本気ですか、ちょ、あ、ぎゃ、ぎゃあああ。

　次の日の朝、俺は起きると、境けい内だいに簀す巻まきで捨てられていた。







　第六章　電車に乗ったら、そこは唇







「それにしても、姫乃のご神体はあれで良かったのか？」

　今、俺たちは本部に戻もどるため、来る時とは逆の方向の電車に乗り込んでいる。ボックス席から見える夕焼けが眩まぶしい。

　今日の昼に姫乃の神社へ行ったのだが、そこには問題の神かん主ぬしが居なかった。こまの話によると、俺が寝ねている朝のうちに姫由神社の神主の解かい雇こが決まったらしく、即そく座ざに退去を申し渡わたされたらしい。理由は言うまでもなく、今回のことについてだろう。

　とりあえず参拝を終え、本ほん殿でんに行き、姫乃に再会。とりあえず、お前が変なことしたせいで俺は云うん々ぬんと説教をしたが、別に良いでしょなんていう声と笑え顔がおでごまかされました。まあ、俺にとってはいつものこと……いや、あの、こんな子供には興味ないですよ、はい。

　亜美は姫乃に俺が買ってやった絵本とドレスを持ってきていたらしく、それを姫乃に。大事にしてね、という亜美の言葉に姫乃は。

　──うん、ご神体にするね。

「ま、まあ、良いんじゃない。本人が良いなら」

　向かいの亜美が微笑ほほえんで。いや、確かに亜美の言うとおりなのだが、本殿の祭さい壇だんに並ぶひらひらドレスと絵本というのはなかなかに圧巻な風景でした。まあ、後でちゃんとしたご神体を用意する、とあずさちゃんは言っていたけれど。

　それにしても、今回は変わった任務だったな、とつくづく思う。大体、いまだに姫乃がああなった理由が摑つかめていないのだ。本部からの調査員が来るのはもう少し経たってからだと言うし、俺にはどうすることもできないのだが。

　何より、あの、姫乃と同化していた物体。あれには紛まぎれも無く、玉城家の家か紋もんが象しよう徴ちようのように現れていた。あれが姫乃を壊こわした正体なのだろうか……だが、それならなぜ、玉城家の家紋が入っていたのだろうか。もしかすると、アレを仕し掛かけたのは……

　俺は大きくため息をつき、考えを中断させる。そんなことがあるはずない。大体、何のためにそうしなければならないんだ、わざわざそんなことをする必要性がどこにもない。何しろ、玉城は今まで神を守り続けてきた一族なのだから。まあ、良い、これ以上考えても嫌いやな気分になるだけだ。細かいことは調査員が調べてくれるだろう。一応、報告書にはあの物体のことを記しておいたからな。

　俺は気分を変えて、窓の外の景色を眺ながめ、ふと今日の日付を思い出し。

「そういえば、夏休みももうすぐ終わりだな」

「うっ」

　なぜか前に座っている黒いドレスのお嬢じようさんから呻うめき声が聞こえてきたんですけど。もしかして、亜美。

「まさか、とは思うが、お前、しゅくだ」

「言うな、言わなくていい。分かってる、分かってるから」

　右手の平を出して、俺の言葉を抑おさえる。分かりやすい奴やつだ。

「でも、この時季からすると、残ってるのは自由研究ぐらいか」

「そ、それも残ってる」

　……も？

「絵の宿題とか」

「それも」

「朝顔の観察日記」

「それも」

「読書感想文」

「それも」

「漢字書き取り」

「それも」

「算数ドリル」

「それも」

「習字」

「それはお正月」

　ちっ、気付いたか。いや、そんなことはどうでも良くて。

「なあ、亜美。お前、夏休みの宿題、何終わらせたんだ？」

　すると、泣きそうな顔で、ふるふると首を横に。ぜ、ゼロですか。

「この無計画女め」

「わ、私が悪いんじゃないもん。今年は任務が多かったから」

「うっさい。言い訳すんな。お前みたいなのが高校生の間に妊にん娠しんして、最終学歴高校中退とかいう事態に陥おちいるんだ」

「そ、そんな話、関係ないでしょ」

　まあ、確かにそうではあるな。

「はあ……まあ、良い。いつも通り、俺も手伝ってやる」

　既すでに、今回は、と言うのもおこがましいので、いつも通り、とつけておいた。全く、いつになったら、こいつは自力で宿題を終えるんだよ。

「ご、ごめん」

　と気落ちして。そういう顔はするなっての、毎回だっていうのに。そんな顔されたら、こっちが虐いじめたみたいじゃないか。

「まあ、良いって。こっちにも利点があるからな」

　にやりと微笑ほほえむ。そんな俺に亜美は首を傾かたむけて。

「利点？」

「ああ。定期的にお前がエロ本とか買ってないか、チェック出来るからな」

　亜美の宿題を手伝う時はいつも亜美の部屋でやっている。といっても、本当にそんなエロ本を見つけようと家や捜さがししたことはない。

　意味が分かったのか、亜美は顔をだんだん赤らめて。

「ば、馬ば鹿か。そんなのあるわけないでしょ」

「誰だれでも最初はそう言うんだよ」

「な、何よ、その何でも分かってるって感じの顔っ。しみじみと頷うなずかないでよっ」

　亜美が拳こぶしを固めて、こっちに乗り出してくる。それを受け止めようと手を出した途と端たん。

「きゃっ？」

　電車が揺ゆれ、亜美が体勢を崩くずす。しかし、完全にこっちの方向に乗った体重だけはどうしようもなかったようで、無意識のうちに倒たおれこんでくる亜美を抱かかえた……つもりだった。

「ん、んぅっ？」

　目の前には亜美の瞳ひとみ。そして、茶色がかった髪かみ。甘いシャンプーの匂においが広がる中、俺の唇くちびるに広がる感かん触しよくをどうにか別のものだと脳で変へん換かんしたかったのだが、そんなことが出来るはずもなく。

「え、ちょ、え、え？」

　顔を離はなした亜美は口をぱくぱくとさせ。俺は叫さけばれる前に彼女の口に自分の手をあて。

「あ、慌あわてるな。落ち着け。いいから落ち着け」

　亜美はうんうん、と頷いたので、俺はゆっくりと手を離す。彼女は抜ぬけ殻がらのような顔のままで、すとんと座席に戻もどった。

「い、今の」

「事故だ」

　俺がそう言うと、亜美はさっきの事実を再さい認にん識しきしたようで、赤くなった顔を隠かくすように俯うつむいてしまった。まさか、こんなところで電車が揺れるとは。

「悪かったな」

　亜美の落ち込みが酷ひどかったので、しばらくした後で呟つぶやいた。そんな俺に。

「何で謝るのさ、事故でしょ」

「でも、嫌いやだったろ」

　だが、亜美はふふっと少しだけ笑って窓に視線を移し。

「別に。びっくりはしたけど、ほら、昔だってキスしたじゃん」

「あれは、お前がちっちゃいころだろうが。よく憶おぼえてるな」

「と、ともかく、別に気にしてないよ。従兄いとこなんて数に入らないでしょ」

　いや、それは普ふ通つう、親兄弟に対して言う言葉では。と言おうとしたが、自分のポケットにあれがまだ入っていることを思い出し、それを探さぐり当てる。そして、それを手に装備し。

「そうか、気にしてないのか」

「うん、そうだよ」

「……損したな」

「え？」

　彼女は窓に向けていた視線をこっちに。

「俺は、ファーストキスだったのに、何も分からなかった」

「ええ、んう？」

　すかさず、その大きく開いた口にイチゴミルクキャンディーを放ほうり込んだ。よし、上手うまくいった。

「ふっふっふ。任務終しゆう了りよう」

　俺が微笑むと亜美は冗じよう談だんであったのが分かったらしく、しまったという顔に。甘い、甘いよ、亜美軍ぐん曹そう。実戦であれば、あんた、死んでるぜ。

　ちなみに何の実戦とか、突つっ込んではいけません。
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「くぅ、何か悔くやしい」

　飴あめをころころと転がしながら、彼女はこちらを睨にらみつけてくる。そんなことを気にするはずもなく。

「さすがにこの歳としでファーストキスはないだろ」

　今年十九歳のぴっちぴちな若者なんですからね。

「そうよね。確かに、今のは私の不注意だったと思う、おじさん」

　い、嫌な反はん撃げきしてきますね。くそっ、八年若いだけで……いや、充じゆう分ぶん若いか。

「そういえば、正樹のファーストキスって、やっぱりこまさん？」

「お、追い討うちっ？」

「うん、追い討ち」

　し、しまった。さっきのを五倍返しにも十倍返しにもしようという魂こん胆たんか。

「さあ、そんな昔の事は忘れちまったな」

「三十点。月並みなごまかしだね」

　くっ、点数制とは。

「ぼ、僕はいつでもファーストキスでヴァージンでチェリーボーイさ」

「それはごまかしとして、どうよ？」

　すみません、反省します。でも、実際、ファーストキスをした覚えはあるんだが、どうにも思い出せないんだよな。子供の頃ころだとは思うんだけど。

　……もしかして、本当にさっきのがファーストキスなんてオチはありませんよね。

　特に話題もなくなり、俺と亜美の間には沈ちん黙もくが流れる。線路の繫つなぎ目を通る際のリズムだけが耳に聞こえてくる。そして、それが眠ねむ気けをどんどん誘さそってきて。向かいの亜美も同じらしく、少しだけ瞼まぶたが下がってきていた。

　仕方ない。着くまで、少し寝ねるとしよう。

「あ、そうそう。亜美」

「え、な、何？」

　眠りそうだった目をこすって、こっちを見る。俺は夕焼けでオレンジ色に染まっている少女に微笑ほほえみ。

「お前の唇くちびるって、意外と柔やわらかいんだな」

「はっ？」

「おやすみ」

　俺は言うや否いなや、目を瞑つぶる。そんな俺に、な、何よ、それ、などと言いながら、亜美は俺の足をげしげしと爪つま先さきで蹴けり上げてくる。痛い、痛いが、どっちか起きていないとまた盗とう難なんにあったり、乗り過ごしたりするだろう。だから、亜美の方が若いんだから起きててくれよ。と説明するのも面めん倒どうくさく。

「ああ、亜美。今日は寝かせてくれ、明日早いんだ」

「私たちはマンネリ気味の夫ふう婦ふかっ」

　よく分かったな、という寸前に衝しよう撃げきが鳩尾みぞおちに走った。その衝撃に息が止まり、悶もだえ苦しむ。

　そして俺は眠る前に、亜美の攻こう撃げきによって、永遠の眠り、もとい気絶の世界へと誘いざなわれた。








The First Candy Story is end!









　あとがき







　やばいです。『あとがき』って何書けばいいんでしょう。しかも、明日には送らないといけないのに……た、担当のＹさんに聞こうかな、いや、駄だ目めだ、私は前々からあの方に頼たよりすぎているんだから、ここは自力で乗り越こえるんだ、頑がん張ばれ、私、負けるな、私、くじけるな、私、などと自分を応おう援えんする文章だけで埋うめ尽つくすのはどうでしょう。いや、それも駄目っぽいですよね、何せあとがき、作品のことに何かしら触ふれるべきです。ということで、この作品について書いておきましょう。この作品は実は義理の妹が犯人でトリックは……って、違ちがう、これ、ミステリー小説じゃないし、私、ミステリー小説書ける頭持ってないし、いや、何より、あとがきでネタバレさせてどうする、あとがきから読み始める方だっていらっしゃるのに。誰だれですか、作品について語るべきなんて言ったのは……だ、駄目だ、こんなレベルのボケで人を引き寄せられるわけがない。こ、こうなれば、私の近きん況きよう報告でもいたしましょう。




　実は、私の部屋の椅い子すなんですが、背もたれが腰こしの少し上までしかカバーされておらず、割と長い時間座ってると疲つかれてしまうんですよね、まあ、元々は食しよく卓たく用の椅子なのでクッションもあまりないですし。なので、この本の発売をきっかけに新しい、もうドラマでしか見たことがない重役の椅子を買おうということで、専門店に買いに行ったんです。そこで、見つけた十何万の、重役椅子。こ、これだ、と思って腰こし掛かけ、私はあることに気が付きました。

「お、落ちるっ？」

　そう、私は、値段の高い椅子にリクライニングがついていることを全然知りませんでした。しかし、既すでに後の祭り、背中全すべてをカバーする背もたれに全てを委ゆだねてしまった私は……酔よってしまいました。元々乗り物には強くなくて、それでもこの頃ごろは大学に通うのに電車とバスを使っているので多少自信もついていたのです。しかし、本当のラスボスは他の乗り物と違い、地上で動かずに私を待っていたのです。い、椅子のくせに私に乗り物酔いを引き起こすとは……これが十何万の価値だというのか。貧びん乏ぼう人には乗るなと言いたいのかっ。と文句の一つでも言いたかったのですが既にＫＯされてしまった私にそんな力は残っておらず、結局その重役椅子は諦あきらめ、別の椅子を買うことにしました。最後にあの重役椅子を振ふり返りましたが彼は不敵に微笑ほほえんで私を見ていた。ということで、次の巻は『イチゴ色禁区』をお休みし、この重役椅子と私の格かく闘とうの日々をつづ……ってる場合かっ。というか、何、最終的に私の貧乏さが見えただけじゃないですか。あ、でも、大分、あとがきも埋まってきたんじゃないですかね。ほら、もう、こんなに。わあい、やりました。後少しです。ここまで読んだ方ももう少しお相手くださいませ。

　少しだけ話を戻もどし、この作品での苦労について。実はこの作品、知っている方は知っているかもですが、応募時は『イチゴミルクキャンディーな、ひと夏の恋』という題名でした。しかし、これは長い、ということで題名変へん更こうになったのですが、これが厄やつ介かいでした。だって、私は知らなかったんです、自分にここまでネーミングセンスがないことに。え、ボツの題名……じゃあ、少しだけ紹しよう介かいします。

『苺ミコイチゴっ』『嗚呼、イチゴ色』『ミコ姫』『ミコいちもんめ』『ミコ苺』『ミコックス』

　……はい、ここで表情が固まった方、貴方あなたは正常な判断力を持った方々です、胸を張って誇ほこってください。あれ、何でしょう、室内なのに雨でも降ったのでしょうか、頰ほおを何か水が伝っていきます。

　だ、段々、自信がなくなってきましたが、この作品を奨しよう励れい賞に選んでくださった選考委員の方々、私の作品を読んで最終選考まで残してくださった方々、そして私のような未熟者を支えてくださった方々に、お、成長したじゃないかと言われるように頑張る所存です。それを実現させるために、私は少しでもより面おも白しろい作品を書けるように努力いたします。最後に、この作品を読んでいただいた、手に取っていただいた方に感謝いたします。





神崎　リン　　



















本書は、第一〇回スニーカー大賞の奨励賞受賞作「イチゴミルクキャンディーな、ひと夏の恋」を改題し、加筆・修正したものです。


















カバー・口絵・本文イラスト／文倉十

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所










イチゴ色いろ禁きん区く




①夏なつの鳥とり居いのむこうがわ








神かん崎ざきリン





[image: ]





平成26年11月1日　発行





(C) Rin KANZAKI 2006





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『イチゴ色禁区　①夏の鳥居のむこうがわ』

平成18年9月1日初版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8694（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/img-009.jpg





item/image/img-008.jpg





item/image/img-007.jpg





item/image/img-006.jpg
T
!

Wi
SnALAS
T






item/image/img-005.jpg





item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg





item/image/img-002.jpg
ly//

?E%%///Qm





item/image/img-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		もくじ



		第一章　鳥居を抜けたら、そこはパラダイス



		第二章　風呂場に行ったら、そこは修羅場



		第三章　街へ出たら、そこはゴスロリ



		第四章　夢を見たら、そこは月夜



		第五章　祭りをしたら、そこは禁忌



		第六章　電車に乗ったら、そこは唇



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/img-010.jpg
\
y

\ )
N

\\\\\\\\\





item/image/kuchie-002.jpg
S somEEov

BitEP






item/image/kuchie-003.jpg





